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序章



　暖かく、柔らかな重みを感じて、アルツは目を覚ました。

「……リステル？」

　寝床にしている狭い段ボール箱の中、小柄な肢体の少女が、アルツに覆おおい被かぶさっていた。

　青い髪の隙すき間まから覗のぞく赤い瞳ひとみが、じっとこちらを凝視している。

「あ……。起きたんだね」

　リステルは細い腕をからめ、「兄さん、兄さん」と、アルツへ身を寄せてくる。

「ああ。おはよう、リステル」

「おはよう、兄さん」

　アルツの胸板の上に顔を置いたまま、リステルは柔らかく微笑ほほえんだ。

　雪を摂せつ取しゆして活動できるように進化した人類・ゼノイドは感情を失い、文化や風習はすべて過去の遺い物ぶつとなった。だが、アルツたちは旧人類プロト・カインドの少女──ナユキと出会い、様々な人間らしさを教えてもらっていた。挨あい拶さつもその一つだ。

「この挨拶っていうものは、いいね。兄さんと同じ時間を生きていると感じられるよ」

　要よう塞さい都市の厳格な管理社会で生きてきたゼノイドにとって、時間の経過はスケジュールの経過でしかなかった。だが、感情に目覚めた今は違う。

「ああ、そうだな。一人ではないと思うと、胸の奥が暖かくなる」

「うん。僕も兄さんと一緒がいい。いつでも、どこでも、兄さんと一緒が」

　そしてリステルは、うれしそうに目を細める。

「……おはようからおやすみまで、ずっと兄さんと一緒だよ」



　ここは冬世界。溶けない雪、アウター・スノウに覆われ、人々の心まで凍いてついた地。

　けれど、アルツは知っている。人の心の熱──《イデア》は、その雪を溶かし、ゼノイドの心まで溶かすことを。アルツの妹であるリステルはそうして感情を取り戻し、仲間になった一人だった。

　旧人類のただ一人の生き残り、ナユキ。

　アルツと同じく生まれつき感情を有し、できそこないとして処分されかけたミーネ。

　それにリステルを加えた三人の少女たちとともに、かつての夏世界では東京都心と呼ばれた遺跡で、アルツは暮らしている。旧人類の遺産・巨大人型機動兵器《ゼストマーグ》の格納庫は居住区も兼ねており、彼ら四人が生活するには十分すぎるほどの余裕があった。



「……ところで、なぜリステルがここに？　昨日は、ナユキたちと寝たはずでは？」

「二人が寝たのを確認して、抜け出してきたんだ」

　リステルは不満も露あらわに唇を尖とがらせる。

「男とか女とか、僕にはわからないよ。どうして僕と兄さんが一緒に寝たらいけないの？」

「旧人類とは──人間とは、そういうものだったらしい。男女は明確に異なる存在であり、軽々しく接する間柄ではないと」

　旧人類プロト・カインドのようになりたいと願うアルツにとって、ナユキの言葉は教えであり、導きだ。

「俺おれも厳密には理解できていない。だが、今後はこういう接触は控えるべきだろう」

　なにより、このままでは起きるに起きられない。アルツはリステルの肩に手を置いて、その身体からだを引き離そうとした。

　だがリステルは、なにがなんでも離れないとばかりに、その細腕に力を込める。

「お、おい。リステル……」

「いやだよ。もっとこうしていたい。性別の違いなんて概念、僕はどうだっていい。誰だれになにを言われても、僕は僕の感情を──兄さんからもらった『愛』を信じる」

「リステル……」

　迷いのない言葉。アルツは言い返すことができなかった。

　性差とはナユキに教えてもらった概念であり、実感ではない。他人から与えられた借り物の言葉と、自身の心から紡つむがれる言葉。どちらに重みがあるかは明白だ。

　だが──あらためて考えてみると、男女というものには明確な差が存在している。

　たとえば、男性であるアルツの身体。肩幅は広く、胸板は厚い。腕や足には頑強な筋肉が備わっている。

　しかし、女性は──リステルは違う。小柄で華きや奢しやな身体。しなやかに引き締まっていながら、その身体は衣服の素材を通してなお、柔らかな感触をアルツに伝えてくる。

（……なん、だ？　俺の脈拍が……高まった？）

















　それは、今までにない感覚だった。

　命懸けの戦闘時にも似た、強い心臓の鼓動。──だが、なぜこの状況で？

　手のひらから伝わる、リステルの肩の感覚。柔らかく、華きや奢しやで、なだらかな曲線。

　自分の身体からだとはまったく異なるそれから、アルツは手を離すことができなかった。

　わずかに速まった呼吸が、リステルの耳にかかる。

「んっ……。くすぐったい……」

　身をよじるリステル。その拍子に、アルツの片手が彼女の髪の中へと滑り込んだ。

　さらさらとした感触。ごわごわした自分の髪とは、やはり違う。手を動かすと、青い髪の一本一本がするりと指をなでて落ちる。ふわりと広がる、鼻び腔こうをくすぐる甘い香り。

　──くらり、と、目の前が揺れたような気がした。

（な、なんだ……。これはまさか、新手の精神攻撃……!?）

　戸と惑まどうアルツの意識を引き戻すように、大きな声が鼓こ膜まくを震わせたのは、そのとき。

「やっぱりここにいた！　リステル！　どうして、おとなしく言うことを聞かないの!?」

　現れたのは黒髪、黒衣の少女。ナユキだった。

　アルツの寝床が置かれている食堂に入ってくると、ずんずんと近寄って段ボールの中を覗のぞき込こみ──かあっと頬ほおを赤く染める。

「ま、また、そうやって密着して……！　そりゃあ、あんたたちは義理の兄妹きようだいかもしれないけれど……ダメなものはダメなのよ！」

　ナユキはリステルの首根っこをつかみ、軽々と持ち上げた。するとリステルは、その手を振り払うように後方宙返り。軽やかに着地し、鋭い視線をナユキに送って対たい峙じする。

「兄さんと過ごす時間を妨害する言葉なんて、聞く必要ないよ」

「……ホント、相変わらずの聞き分けのなさね。悪い子には、おしおきが必要かしら？」

　二人の少女の身体は、ともに赤い光の膜で覆おおわれている。

　心の熱が雪を溶かし、そこから生まれるエネルギー。《イデア》の光。寒さを遮断し、身体強化のみならずゼストマーグの動力源としても用いられる、強大な力である。

　ぴりぴりとした緊張感が室内を満たす中──アルツはどこかぼんやりとした表情で起き上がり、おもむろにナユキへと近づいていった。

「……ナユキの髪は、長いな」

「え？　あ、アルツ……？」

「少し、確かめたいことがある」

　戸惑うナユキの返答を待つこともなく、アルツは無造作に彼女の黒髪を握った。そのまま鼻先へと近づけると、くんくんと鼻を鳴らしながら顔を埋うずめる。

「ふむ、リステルとは違う髪の感触と、香り……。女性というものは、男にはない攻撃方法を持ち得ているのだろうか。今まで気付かなかった」

「な、な、な……!?」

　ナユキは硬直したまま、耳まで真っ赤に染めて──。

「なにすんのよっ！　この変態ゼノイドーっ!!」

「ぐはっ!?」

　臨戦態勢だったナユキの全力ビンタを受けたアルツは、水平に吹き飛んで壁にたたきつけられたのだった。



※　　※　　※



　同時刻──。

　アルツたちの暮らす格納庫から離れた場所に、それはあった。

　規則的に並ぶ立方体の建造物と、突出するいくつもの尖せん塔とう。世界を細かなエリアに分断する絶対零度の障壁『ホワイト・ホライゾン』を背にした、半円状の都市。

　ＸＥＮＯゼノと戦い生き延びることのみに特化し、それ以外の全すべてを犠ぎ牲せいにした現人類ゼノイドたちの要よう塞さい都市『アカツキ』である。

　その中央、二十の迎撃施設と、十のゼノ・トランサー格納庫を擁する最重要区画にそびえ立つ、一際高い構造物──機士団総司令部では。

「欠陥人員処分。要検討」

「反はん駁ばく。非効率的」

　ゼノイド特有の《圧縮言語》による議論が、平行線をたどっていた。

　一つの単語に意思情報を圧縮するこの会話方法は、極めて効率性が高い。思考を言語に落とし込む手間を最小限に省き、ほぼ直接的に考えを伝達できるからだ。

　にもかかわらず、組織の意思決定にこれだけの時間を要することは、かつてない異例の事態であった。

　その案件とは──感情に目覚めたゼノイドたちの処遇。

　先日、都市を襲撃した新種のＸＥＮＯ。脳神経を攪かく乱らんし、操ることができたヒューマノイド級は、ゼストマーグの活躍によって撃退された。

　しかし、その際に放出された強力なイデアの効力により、多くのゼノイドが感情に目覚めてしまっていた。脳の高速演算が不可能になった彼らは、Ｘ結晶機構によって駆動する各種兵器を扱うことが困難になり、戦力としての運用ができない。

　通常、そうした個体は選別試験を受ける。合格し、前線復帰が可能と見なされれば再教育。不合格となれば、廃棄処分されるだけだ。

　だが今回は、対象となる人員の数があまりに多すぎた。何百人規模での選別試験となると、試験官の調達や準備期間などで、都市の防衛体制そのものが揺らぎかねないのだ。

　試験を行うか、全員を即時処分するか。論点はその二つに絞られていた。

「復帰率。記録参照」

　発言したのは、訓練生の教育を司つかさどる人物だった。その横では、資材や物流の管理を総括する人物が、Ｘ結晶機構によって宙に作られた氷のディスプレイを指さしている。

　彼らはゼノイドの即時処分否定派だった。選別試験と再教育を経て復帰する確率は一割程度。一人の機士を一人前に育て上げる労力を考えれば、試験を行う価値は十分にある。

「反はん駁ばく。時間損失。要考慮」

　対するのは、ＸＥＮＯゼノ迎撃時の戦略を立案する戦略長と、副司令であった。

　戦闘行為を司つかさどる彼らにしてみれば、九割が処分される試験は時間と労力の無駄でしかない。それくらいならば教育計画の前倒しによる人員補充を最優先すべきと考えているのだ。

　前線と裏方のせめぎ合い。停滞する議論。彼らは、一人の男の登場を待っていた。

　軍事、教育、物資管理。そのすべてに精通し、客観的で絶対なる判断を下せる人物。

　──すなわち、ゾット司令。

　音もなく扉が開く。入室したゾットは部屋の中央に浮かぶ資料を一いち瞥べつし、ただ一言。

「決定。処分」

　それだけで十分だった。彼の思考のすべては音声の中に圧縮され、滞りなく伝達された。

「了解」「了解」「了解」「了解」

　今までの停滞が嘘うそのように、全員が賛同し、次々に席を立つ。

　これ以上の議論は不要だった。すでに彼らは、己のなすべきことを理解している。



　──感情に目覚めたゼノイドの捕獲。しかる後に廃棄処分。

　要よう塞さい都市の歴史上でも類のない、同族の虐殺が始まろうとしていた。


















第一章



　格納庫内の広い空き部屋で、アルツたちは日課の訓練を行っていた。

　パイロット・スーツの手甲に内蔵された、イデアを制御・増幅する補助デバイス。その習熟訓練である。

「デバイス起動。出力、10％で固定」

　アルツの全身が、デバイスから発せられた赤い光の膜で覆おおわれてゆく。これを瞬間的に行えるようにすることが、アルツに課せられた目標だった。

　一方。その隣では、ミーネとリステルが別の訓練を行っていた。

　彼女たちの補助デバイスから延びた線コードの先では、全長10センチ程度の人型の物体が横になっている。

「イデア・シュラウドの移動開始。対象物にフィッティング」

　リステルの命令により、その手足がぴくりと動き、起き上がろうと動き出す。

　だが──リステルと繋つながっている人型は、手を滑らせ転倒してしまった。

「ほらほら！　リステルは、イデア・シュラウドの調整が甘い！　機体をもう一つの身体からだだと思って、自分の手足を動かすようにイメージして！」

　腕組みをしたナユキから、厳しい叱しつ責せきが飛ぶ。

　ゼストマーグは内と外、二系統の駆動機構を持つ。イデアの力でシリンダーやギア等の駆動装置アクチユエーターを動かす、メカニカルな内的駆動。そして、力の膜イデア・シユラウドで機体を覆い、その膜の形状を変えることで機体を動かす外的駆動。

　シンプルな内的駆動は出力制御に優れ、全身を総合的に動かす外的駆動は姿勢制御に適している。

　この二つの相乗連動により、ゼストマーグは驚異的な運動性能を実現させているのだ。こうして人型を動かすのは、機体制御の総合訓練だった。

「……っ」

　リステルがナユキをにらむ。うるさい、とでも言いたげだった。

　しかしそれも一瞬のこと。すぐにアルツに視線を移すと、「兄さんを守るため、兄さんを守るため……」とつぶやき、再び訓練に戻る。だが、なかなかうまくはいかないようだ。

　その隣では、ミーネが事も無げに人型を立たせていた。ナユキが満足そうにうなずく。

「さすがミーネ。イデア・シュラウドの調整は抜群にうまいわね。……じゃあ次！　ウサギ跳びで部屋を一周させてみなさい！」

「は、はいっ！」

　ミーネと繋がった人型が屈伸し、膝ひざ関かん節せつの出力で跳ねる。

　……しかし、そのジャンプは弱々しく、前進速度は微々たるものだった。かなり遅れて立ち上がったリステルの人型に、易やす々やすと追い抜かれてしまう。

「ふふん、こっちは僕の方が得意みたいだね」

　リステルの操る人型の跳ちよう躍やく力りよくは、目を見張るものがあった。もっとも、姿勢制御に難があるため転倒することもあり、やがてミーネに追いつかれてしまったのだが。

　両極端な二人に、ナユキは肩をすくめた。

「……まるでウサギとカメね。二人を足して２で割れば、ちょうどいいんだろうけど」

　そのときだ。室内に警告音アラートが鳴り響いたのは。

「ＸＥＮＯゼノの襲来……!?」

　格納庫内はイデアによるローカル・ネットワークが構築されており、補助デバイスを通して情報の管理や閲覧が可能だ。

　ナユキが腕を振ると、空中に赤い光のディスプレイが出現し、外部監視カメラの映像が表示された。アルツたちも訓練を中断し、ナユキが表示させた映像に見入る。

　だが、そこにＸＥＮＯらしい姿はなく、代わりに──。

「黄色のゼノ・トランサー？　まさか、クーラの……!?」

　しかも滑走形態クローチング・フオームの機体前部に、資材運搬用のコンテナが取り付けられている。かなりの高確率で、戦闘目的ではないと思われた。

「要よう塞さい都市から離れたこんなところへ、いったいなにを……」

　アルツは怪け訝げんな表情を浮かべる。

　要塞都市『アカツキ』上級機士長クーラ。彼はリステルを実験台にしていた事実がある。アルツたちに敵対の意志こそ見せていないが、油断のできない人物にはちがいない。

　ナユキは外部スピーカーを通し、接近してくる機体に呼びかける。

「止まって！　その荷物はなに!?」

「緊急事態だ」

　機体から放たれた声は、やはりクーラのものだった。低く抑えられた声音。否いや応おうなしにアルツたちが身構えると、彼は矢や継つぎ早ばやに伝えてきた。

「ゾット司令が、感情に目覚めたゼノイドたちの処分を開始した。その数はおよそ千人。これは紛まぎれもなく──虐殺だ」



※　　※　　※



　クーラの機体を格納庫内に誘導すると、コンテナの扉がゆっくりと開いた。

　その中身は──ノア機関の人員。十人ほどだろうか。アルツやナユキと接触こそなかったが、何度か見かけたことはあったので、顔は見知っている。

　彼らはどこか怯おびえた様子だったが、機体から降りてきた仮面の男、クーラの話を聞き、アルツにも事態が飲み込めてきた。

「バカな。感情に目覚めたゼノイドたちが、同じゼノイドに追われ、捕縛されているとは」

　可能性として考慮はしていた。だが、まさか本当に、そんなことを実行に移すとは。

「それだけではない」

　やり場のない憤りを抱えるアルツに、クーラはさらなる追い打ちをかけた。

「捕縛されたゼノイドは選別試験をされることもなく、強制的に処分されている。こうしている今も、おそらくは次々と……」

　その言葉を聞いたミーネが、膝ひざを折って座り込んだ。両手で自身の肩を抱き、虚うつろな目で震えている。

「い、いや、です……。処分しないで……。死ぬのは、怖い……」

　その目が見ているものは現い在まではなく──過去。

　ノア機関の人員は、感情に目覚めて処分されかけたところを、クーラによって助けられたという過去を持っている。ミーネも他ほかならぬその一人だった。

　アルツはミーネの前に屈かがみ、その瞳ひとみを覗のぞき込こむ。

「大丈夫だ。ミーネは俺おれたちが、守ってみせる。だから、なにも怖がることはない」

「え……。あ、アルツ……さん……？」

　ミーネの瞳が焦点を合わせ、アルツを見つめる。

「あれ？　ご、ごめんなさい。わたし、なにを……」

「気にするな。立てるか？」

「は、はい」

　アルツに手を引かれ、立ち上がるミーネ。

　その様子を横目で見ていたナユキは「強制処分、ね……」と、クーラへ視線を送る。

「それで、あの人たちを避難させたのね。……でも、リィザは？　姿が見えないけれど」

「彼女はノア機関の所長であり、兵器開発の責任者。いわば私の片腕とも呼べる人物だ。都市に残り、私に協力してもらっている。上級機士長の権限をもってすれば、人一人を匿かくまう程度、どうとでもなるさ」

　当然だ、とでも言わんばかりの態度。ナユキは、ふんと鼻を鳴らす。

「説得力がないわね。この状況なら、あんた自身が捕まるんじゃないの？」

「都市の判断基準は、冷徹ゆえに単純なのだよ。感情を持つ者はＸ結晶機構を扱えない。逆に言えば、Ｘ結晶機構を問題なく扱える限り、感情を持っているとは見なされない」

「それが変なのよ。前々から気になってたけど、どうしてあんたは機体を動かせるの？」

「どうやら私は、他人よりも脳神経の構造が柔軟らしくてね。Ｘ結晶機構を扱う際は完全に心を無にし、脳を高速演算させている」

「……器用なものね。そんなこと、本当にできるの？」

「私が機体を扱えるということが、なによりの証明では？　そして、この特性を疑似的に再現したシステムこそが、ｉＸイクス理論。ゲマルガルドに搭載されていたものだ」

　それは以前、クーラがリステルに与え──彼女を実験台として切り捨て、犠ぎ牲せいにしようとした機体の名称だ。もっとも、それはクーラ自身も気に留めていたことのようだ。

「リステル準機士には、申し訳ないことをしたと思っている。私を恨んでくれてかまわない。だが、あれは他の多くを助けるため──」

「僕は気にしてないよ」

　いつかも聞いた言い訳めいた言葉。

　リステルはそれを遮り、目を細めてクーラを見据える。

「兄さんを守るためなら、僕はどんなことでも受け入れる。だけどもし、兄さんを傷つけようとするなら──クーラ上級機士長、相手があなたでも、容よう赦しやはしない」

　そう言い放つと同時に、リステルは太ふと腿ももの鞘さやから短剣を引き抜いた。一瞬でクーラの眼がん前ぜんに突きつけられた刃やいばは、赤いイデアの光をまとっている。

「……なるほど。肝に銘じておこう」

　クーラの口元がひきつった。切っ先に宿る本気を感じ取ったのかもしれない。

　たっぷり五秒間、リステルはその仮面を注視した後──ようやく刃を納めた。そして、先の剣けん呑のんな空気から一転し、穏やかな声でアルツに呼びかける。

「僕の意志は、兄さんの意志。兄さんは、クーラ上級機士長をどう思う？」

「俺おれは……」

　アルツはそこで、言葉を止めた。リステルのみならず、この場にいる全員の視線を受けていることに気付いたのだ。

　中でもナユキのものは独特で、なぜか目を見ただけで言葉が浮かんだ。

　──あんたに任せる、と。

　それが真実、ナユキの言葉かはわからない。

　けれど、アルツがうなずけば──ナユキも、同じようにうなずき返す。

「やはり俺は、リステルを犠ぎ牲せいにしようとしたことは許せない」

　クーラの仮面をまっすぐに見据え、迷うことなく本心を口にしたアルツの隣で、リステルが動く気配がした。すかさずそれを手で制する。

「兄さん……？」

　怪け訝げんな表情を向けてくるリステルに、アルツは「すまない」と短く謝罪して続ける。

「だが、今は別だ。命は希望なのだと、俺は母から教えられた。だから俺は、多くの命が奪われようとしているのなら、それを止めたい」

　アルツの母──箕みの輪わ留る美み。ナユキの師にして戦友だった女性は、二十年前に人工冬眠から目覚め、壮絶な死を遂げていた。そんな彼女から、アルツは希望を託された。

　世界を、命を、救ってくれと。

　その暖かな教えは、アルツの心の中に消えることのない灯火ともしびとなって息づいているのだ。

「そのために、クーラ……あなたの力も貸してくれ。一人でも多くの命を救うには、俺たちだけでは手が足りない」

「教えられた、か……」

　誰だれにも聞こえない、小さなつぶやき。クーラは薄く笑った。

「先を越されたよ、アルツ君。こちらから協力を依頼しようと思っていたのだ」

　そして諸もろ手てを広げ、歓迎の意志を示す。

「捕縛されたゼノイドたちは、再生処理施設内に幽閉されている。彼らの救出は私が行おう。ゼストマーグには、警備の目を逸そらす陽動をしてほしい」

「了解した。……だが、そちらは一人で大丈夫なのか？」

「なに、案ずるな。小規模な救出作戦ならば、これまでに何度も成功させている。……そうだろう？　ミーネ君」

「は、はい。クーラさんに助けてもらってなければ、わたしも、リィザさんも……」

「……ふむ。リィザ君と言えば、伝言を預かっていたのだった」

　クーラはミーネの眼がん前ぜんに六角形のパネル──Ｘ結晶をかざした。

「え？　あ、あの……？」

「君へのメッセージだ。受け取りたまえ」

　氷のディスプレイが宙に浮かび、戸と惑まどいに泳いでいたミーネの視線が一点に留とどまる。

　すなわち、そこに映った姿に。

『ミーネさん、皆様。ご心配をおかけしたかと思いますが、わたくしは無事でございます』

「リィザさん……！」

　映し出されたのは、豊かな金髪が印象的な女性。

　リィザ・マルシャル。ノア機関の所長にして、ミーネにとっては姉のような存在だ。

　映像の中の彼女は小さく頭を下げると、強い意志を秘めた瞳ひとみを「こちら側」へ向けた。

『わたくしからも、クーラ様へのご協力をお願いいたします。ゾット司令の非道な行いは、なんとしても止めねばなりません。どうか、皆様のお力添えを……！』

　そこで記録映像は終了した。ナユキは肩をすくめ、半眼をクーラへ向ける。

「……ったく。用意周到と言うか、あざといと言うか。もしも協力を断られたら、これを見せて説得するつもりだったの？」

「結果的には、不要となってしまったがな」

「否定もしない、か……。ホント、ふてぶてしいったらないわね」

　ため息をついたナユキは、アルツたちの顔を見回して──ぱぁんと手を打ち鳴らした。

「さぁ、善は急げよ！　ゼストマーグ、発進準備！　部屋からコクピットへの直通タラップを外して！　このまま整備台から搭とう乗じようするわよ！」

　ナユキの号令で、アルツとミーネが慌ただしく駆け出す。リステルは少し遅れて、アルツの背中を追っていった。

　同じく機体に向かおうとしていたナユキの背中へ、不意にクーラの声がかかる。

「もしやと思っていたが……やはり、あの灰色の機体がゼストマーグなのか？」

「ええ。あたしとしてはかなり複雑だけど、今のゼストは以前とは別物よ」

　かつて、その機体を黒一色に染めていたゼストマーグ。その後は赤に、さらに白銀へと変へん遷せんを遂げ──最終的に落ち着いたのが、灰色。

　いかにもエネルギー切れの待機状態という姿を見て、ナユキは涙目になっていた。だがその後、メインの出力調整者ドライバーに合わせて機体色も変化することが判明し、

「……あたしの黒いゼストになれるなら、まぁいいわ……」

　と、渋々ながら納得していた。

　さらに変化は内部構造にまで及んでおり、ナユキはそれも気にしていたようだ。

　イデアによる外的駆動のメリットは、駆動装置アクチユエーターの軽減、すなわち内部機構の簡略化である。本来のゼストマーグはコクピット周りが頑強なフレームで覆おおわれており、パイロットの生存性が高かった。

　しかし四人乗りになった際に、そのフレームの一部を削ってしまったのだ。

　強大な力と引き換えの代償──そう呼ぶには些さ細さいだが、デメリットには違いない。

「なにがどうなってるのか、さっぱりわからないけどね。あの白い状態──あたしたちは仮に、全力稼働状態フルドライブ・モードって呼んでるけど。とにかくあれは、一時的なものだったみたい。とんでもない出力のせいか、活動限界時間とかもあったし」

　だが結局、その詳細は不明なまま。確実なのは、アルツによって起きた変化ということだけだ。アルツはゼノイドと旧人類プロト・カインドの混血。それが関係しているのか不明だが、白銀のイデアの光というのは前例のない現象だった。

　ゼストマーグの熱に惹ひかれて襲ってきたＸＥＮＯゼノを撃退するため、あれ以降も何度も戦闘に出撃したが、白銀のイデアは一度として発生していない。

「ほぅ。全力稼働には制限時間があるのか。それはいいことを聞いた」

　クーラは仮面から唯一露あらわになった口元を、笑みの形に歪ゆがませた。

　ただならぬ雰囲気だった。ナユキは身体からだごと向き直り、喉のどを鳴らす。

「……それ、どういう意味？」

「他意はない。気にするな」

　クーラは追及を拒否するように背を向け、自身の機体へと搭とう乗じようする。

　その後ろ姿を見送りながら、ナユキは顔をしかめた。

「ちょっちマズった……？　うっかり口を滑らせたかもしれないわね」

　なにもなけりゃいいんだけど……と、祈りのようなつぶやきをもらすのだった。





　クーラは救出作戦の下準備をすると言い残し、早々に立ち去っていった。

　ようやくゼストマーグの発進準備が完了し、アルツたち四人がコクピットに乗り込んだのは、それからしばらく経たってのことだ。

「整備員がいないっていうのは、こういうときに響くわね……！　かなり出遅れたわ！」

　ナユキは声音に苛いら立だちを滲にじませながら、手甲の補助デバイスから延びた線コードを操作盤コンソールに接続した。

「ならば、まずはミーネで行こう。滑走速度は随一だ」

　アルツは操そう縦じゆう桿かんから手を離し、座席脇の兵装切替モード・チエンジシフトレバーを操作した。

　コクピット後部には、左からミーネ、ナユキ、リステル、と三人が横並びに座っている。

　それが座席ごと移動して入れ替わるスイツチ。ナユキが左、ミーネが中央となる。

　この後部中央座席に位置するのがメイン・ドライバー。機体制御の要かなめとなる人員だった。

「頼む、ミーネ」

「は、はいっ！　イデア・シュラウドを機体にフィッティングします！」

　ミーネの力を受けたゼストマーグは、その色を灰色から赤に変える。さらに、その武装までドライバーのイデア特性に合わせて変化する。

　──白銀新生。

　アウター・スノウから得られたエネルギーを用いて、無から物質を精製する奇跡の現象。

　ゼストマーグの背中には、多数の推進噴射口バーニアの複合体──大型の姿勢制御翼スラスターが生まれていた。そこに光が灯ともり、踵かかとのメイン・ブースターにも赤い光が収束していく。

　巨大な腕が腰部の補助ブースターを引き抜く。ストック・モードに変形し、両手に構えられたブースターの噴射口では、イデアの燐りん光こうがちらついていた。

　発進態勢は整った。

　コクピットでは、ミーネがイデアを燃やす両隣で、各種数値や機体状況の監視測定モニタリングが行われていた。その結果を受け、リステルが険しい視線をミーネに向ける。

「……エネルギー消費が激しいね。雪の残ざん存ぞん量りようが、もう二割も減少したよ」

「あ、うぅ……。す、すいません。わたし、イデアの使い方が下手で……」

　冷静に指摘され、ミーネは涙目になっている。

「そんな細かいこと、いちいち気にしないの！　いざとなったら、足を止めれば雪の補給はできるわ！」

　ナユキの言葉通り、開いた格納庫ハッチの向こうでは、雪が降りしきっている。ここが冬世界である限り、エネルギー切れを起こす心配はまずないのだ。

　自信満々のナユキの言葉を、アルツがさらに引き継ぐ。

「ああ、そうだ。それに今は、都市へ急行することが先決だ」

「……わかった。兄さんがそう言うなら」

　リステルは不服そうだったが、アルツに反論する気はなかったのか、矛先を引っ込めた。

　アルツはフットペダルを踏み込む。機体脚きやく部ぶの先せん鋭えい的てきなレッグ・アーマーが前後に倒れると、左右に展開して広がり、融ゆう雪せつパネルが露出する。これで雪を溶かして水にすることで摩ま擦さつを軽減し、板による滑走が可能となるのだ。

「──行くぞ！　ゼストマーグ、出撃!!」

　最終安全装置の解除と同時、カタパルトで加速した機体は、弾はじき飛とばされるように格納庫から発進。

　白銀の冬世界に躍り出た赤いゼストマーグは、猛もう然ぜんと雪煙を巻き上げて、要よう塞さい都市へと向かっていった。



※　　※　　※



「……兄さん。本当に大丈夫かな。雪の残存量が半分を下回ったよ」

　不意に、リステルが口を開いた。

　通常、ゼストマーグは機体の足の裏の扇形翼フアンから雪を吸い上げ、腰部の貯雪庫へと送る。熱を吸収し続ける性質を持つアウター・スノウ。その結晶核からエネルギーを抽ちゆう出しゆつし、動力源とするためだ。

　だが、これは滑走時には不可能な動作だった。融ゆう雪せつパネルが足元の雪を溶かしてしまうからだ。緊急時の今、足を止めている暇はない。エネルギーは消費される一方だ。

　リステルはそのことを心配しているようだった。

「兵装切替モード・チエンジの白銀新生で消費する量を考えると、今の数値は心配だ」

「それなら問題ないわよ。白銀新生はゼストの内部の雪だけじゃなく、外部の雪も取り込めるんだから」

「……でもそうすると、その一帯の雪はなくなる」

　それはつまり、それ以上の補給が不可能となることに等しい。最悪の状況だった。

「なにが起こるかわからない戦闘状態で、エネルギー源が危うくなるのは死に直結する。君も言っていたよね？　この機体は、以前とは別物だって。なら、その運用方法も見直すべきじゃないのかい？」

「……言ってくれるわね。でも、ゼストはゼストよ。あたしはこの機体を知り尽くしてる」

「……その思い込みが判断を鈍らせると、僕は指摘しているんだよ？　それに兄さんを巻き込むことは許せない。死ぬなら一人で死んでくれないかな？」

「はぁっ!?　あ、あんたねぇ!!　力を合わせるべき仲間に、なんて言葉を──!!」

「僕は事実を言ったまでだよ──」

　二人の声音はどんどん荒くなり、ついには言い争いに発展してしまった。

「あ、アルツさぁん……。ど、どうしますか……？」

　座席の配置上、二人の声に挟まれる形になったミーネが、おろおろと助けを求めてきた。

「そう、だな……」

　アルツは逡しゆん巡じゆんする。どちらの言い分も理解できるが、今は──。

「行動に変更はない。このまま都市へ向かう。俺おれたちが一分一秒でも早く到着すれば、それだけ多くの命が助かるかもしれないんだ。それでいいな、リステル」

「に、兄さん……。僕は……」

　リステルは目を伏せ、それ以上の言葉を飲み込むように下唇を噛かむ。悲しげに落とされた両肩。ナユキは、ぎょっと目を見開いた。

「あ……。そ、その、そんなに落ち込まないでよ？　ね、リステル……？」

「…………」

　だが、返事はない。

　先程の論争が嘘うそのように、静まりかえるコクピット内。機体が雪上を滑る際の軽快な摩ま擦さつ音おんと、硬質なフレームの駆動音だけが、四人の鼓こ膜まくを震わせる。

　正面、側面とも、モニターに映るのは白い雪景色。要よう塞さい都市の姿はまだ見えない。

　沈黙が続く。ミーネはまた違う意味で、おろおろと両隣に視線を送った。

「えと、あの……ふえぇ……。この感じ……なんか、すごく居心地が悪いです……」

「ん？　どうかしたのか？」

　アルツはようやく後部座席の異変に気付く。

「え、えーとね、アルツ。これは、その……」

　ナユキは指で頬ほおをかきながら返答に窮していた。そして突然、思い出したように。

「と、ところで、よ！　一つ聞いてもいい!?」

　少しうわずった声に、アルツは一瞬だけ目を丸くしたが、すぐにうなずいた。

「あ、ああ。なんだ？」

「クーラの奴やつは、警備の目を逸そらしてくれって言ってたけど……ゼストを持ち出すほど大げさなものなの？　いるのなんて、せいぜい生身の警備兵くらいじゃないの？」

　その問いに、アルツの表情が険しくなる。

「……いや。おそらく、ゼノ・トランサーの大部隊が待ち構えているはずだ」

「機動兵器の大部隊が!?　いったいどういうこと!?」

「……まずは、再生処理施設の説明が必要だな」

　ナユキが目を丸くする。アルツはわずかに黙考すると、静かにそう切り出した。

「ゼノイドたちは細胞培ばい養よう装置によって生まれるというのは、以前も話したな？」

「ええ。だからあんたたちは、その……男女の役割のちがいも、よくわかってないって」

「そうだ。……だが今は、その話は関係ない」

　アルツは話題を切った。重要なのは、そこではない。

「再生処理施設とは、その細胞培養装置、及び、ゼノイドの処分場の総称だ。処分されたゼノイドはタンパク質にまで分解され、新たなゼノイドを生み出すための培養液に還元される」

　眉み間けんにしわが寄る。自分で口にしていて、嫌けん悪お感かんを抑えられなかった。

　──失敗作は、作り直せばいい。

　ゾット司令の冷徹な声が、今にも聞こえてきそうで。

　そんな思いが伝わったのか、ナユキもアルツと似たような顔をしていた。

「人間の命をなんだと思ってんのかしらね……！　ホントに、これだからゼノイドは！」

「そして、これが大部隊が編成される理由なのだが──その施設は、要よう塞さい都市では数少ない、夏世界の遺産技術ロスト・テクノロジーということだ」

「……なるほど、理解できたわ。科学技術で稼働する工場プラントは、大なり小なり熱を発生させる。それに惹ひかれてＸＥＮＯゼノが襲撃してくる可能性が高いってことね」

「そのとおりだ。再生処理施設が稼働する際は、例外なく大規模なＸＥＮＯ迎撃部隊が編成されていた。きっと今回も……！」

　アルツが結論を口にした瞬間──黙ったままだったリステルが、なにかに気付いた。

「センサーに反応！　前方約２キロ──要塞都市の周辺に機影多数！」

「やはりか！　だが、俺おれたちの目的は戦闘ではない！　ナユキ！」

「オッケー！　派手に威い嚇かく射撃して、あいつらの目を引きつけるわよ！」

　さすがナユキと言うべきか。明確に言わずとも、アルツの意図を汲くみ取とっていた。

「──よし！　作戦開始だ！」

　アルツは兵装切替モード・チエンジシフトレバーをナユキの項目に入れる。今度はナユキがメインだ。

　ゼストマーグ周囲の雪が赤い光に還元、吸収され、機体を生まれ変わらせてゆく。

　無人の雪原を削り取るように滑走するゼストマーグ。機体が通り過ぎた後に広がるのは、荒々しいむき出しの大地。

　そして現れたのは、長大な銃器──メサイア・カノンを背負った、砲戦主体のゼストマーグだ。機体色は、黒。

　両手のストックをブラスター形態に変形させたゼストマーグは、光弾を連射しながら突撃する。目標との距離が離れすぎているが、そもそも当てるつもりはない。要よう塞さい都市の部隊を攪かく乱らんさえできれば、それでいい。

　雪原に着弾した光弾が、雪煙を巻き上げる。その向こうでは、ゼストマーグの存在を察さつ知ちしたゼノ・トランサー数機が、こちらを包囲するように散さん開かい挙動を取り始めていた。

「さぁさぁ！　鬼さんこちら！　手の鳴る方へ！」

「オニサン？　いや、違うぞ。あれはゼノ・トランサーであって──」

　アルツの指摘を、ナユキは「はいはい！」と受け流した。

「夏世界の遊びよ！　あとであんたにも教えてあげるわ！」

「遊び……たしか、みんなで楽しい気分になるものだったな。それは期待しておこう」

　微笑ほほえみながら、アルツが操そう縦じゆう桿かんを倒す。

　ゼストマーグは雪原に弧を描きながらターン。ゼノ・トランサー部隊の砲ほう火かを回避すると、右へ左へのターンを繰り返し、敵機の射線を絞らせない。

　そのまま部隊の包囲網をすり抜けると、踵かかとのブースターを最大で吹かす。さらに膝ひざの関節を曲げ、駆動装置アクチユエーターの出力を臨りん界かいまで高めて──一気に解放。機体は高々と跳ちよう躍やくし、都市の防壁を飛び越えた。

「……っ！」

　着地の衝撃がコクピットを揺らし、アルツは歯を食いしばって耐える。

　そして、モニターに映し出された光景を目にして……。

「……都市の外がい郭かく部ぶは、放置されたままか」

　アルツの胸が痛んだ。

　そこは都市の内部とは思えないほど、なにもなかった。先日のヒューマノイド級──ＸＥＮＯゼノと化した留る美みとの激戦の際、ゼストマーグが発した不可思議な白銀の光イデアにより、この一帯のすべての建造物はエネルギーに変換されたのだった。

　あのときは無我夢中で戦っていたが、こうして冷静に見つめ直すと、自分たちが都市に──世界に与えた影響の大きさを思い知らされてしまう。

　ゼストマーグのイデアにより、感情に目覚めてしまったゼノイドたちも、その一つ。

　同じようなことを思っていたのか、ミーネが寂しげにつぶやく。

「植物の芽、どうなったんですかね……」

「わからない。だが、こう雪が降り積もってしまっては……」

　白銀の光イデアの影響なのか、自然に育つはずのない植物が大地から芽吹いた。

　しかし、あの光は一時的な現象。せっかくの新しい命も、この冬世界の厳しい寒さの中では、儚はかなく枯れてしまっただろう。

　──それが、今まさに消えようとしているゼノイドたちの命と、アルツの脳裏で重なる。

（これが、俺おれたちの行いの結果だというなら……俺は、それを救わなければならない！）

　決意も新たに、アルツは操そう縦じゆう桿かんを握り直した。

　そのとき、都市全体をけたたましいサイレンの音が包む。

《──緊急警報。ランク・ベータ。都市内部に進入した機体あり。第15小隊はこれを迎撃せよ──》

　モニターを見据えると、尖せん塔とうの頂上から滑り降りたゼノ・トランサー部隊が跳ちよう躍やくし、こちらに向かってきていた。総数は18機。それらは一班六機ずつの三班に分かれると、三方向からゼストマーグを包囲にかかる。

「ナユキ！」

　すかさずアルツが操縦桿の両トリガーを引くと、後部座席のナユキが応こたえた。

「了解！　アポカリプス・フレア、斉射！」

　ナユキの闘志がイデアとなり、ゼストマーグ両肩の機関砲から無数の弾雨が放たれる。

「照準は外しておいたけど……当たったら、運が悪かったとあきらめてね！」

　ナユキの言葉の通り、ほとんどの光弾は地を穿うがったが、数機は被ひ弾だんしたようだ。だが、動きを止めた機体は原型を留とどめている。これならばパイロットも無事だろう。

「よし！　一気に突破するぞ！」

　もうもうと立ちこめる雪煙で、相手はこちらを見失っている。

　その間かん隙げきを縫うように、ゼストマーグは加速。雪煙を突き破り、都市の中央──再生処理施設を目指す。

　この救出作戦の成否は、目標施設周辺の警備をいかに手薄にできるかにかかっている。まずは施設に最接近し、周辺の警備を可能な限り引きつけなければならない。

　だが──。

「アルツさん！　攻撃、きます！」

　サブ・ドライバーを担当しているミーネの、悲鳴のような報告。

　ゼストマーグはイデアを薄く円形に引き伸ばすことで索さく敵てきを行うため、イデアの形状変化の優劣が有効範囲に影響される。その分野に秀でたミーネが索敵を行っていなければ、おそらく気付くこともできなかったであろう、超長距離からの射撃。

「くっ！」

　アルツは機体をターンさせ、尖せん塔とうの陰へと滑り込ませる機動をとる。

　その直後、ゼストマーグの頭部を圧雪弾がかすめていった。もし一瞬でも回避が遅れていたら、頭部に直撃を受けていただろう。

「この、正確無比な射撃──」

　アルツが顔をしかめると、まさにその人物の声が都市全体に響き渡わたる。

《──管理番号ＣＤＩＰ・０４３、アルツ・ジオフロストをはじめとする、ゼストマーグの搭とう乗じよう員いんに告げる。再生処理施設の稼働に際し、我々は対ＸＥＮＯゼノの厳戒態勢にある。即刻の退去を命ずる──》

「ゾット司令！　できれば出会いたくない相手だったが……！」

　アルツが吐き捨てるように言うと、リステルが戦闘諸元コンバツト・データの解析結果を報告してきた。

「敵弾道からの予測位置は、目標施設の正面と推定。……兄さん、どうする？」

　最悪の状況だった。ゾット司令という難敵がそこにいる限り、クーラも行動を起こすに起こせないだろう。

「……しかたがない！　遮しや蔽へい物ぶつの多い迂う回かいルートを検索してくれ！」

「わかった。ちょっと待って」

　リステルは目にも止まらぬ速さで操作盤コンソールに指を走らせる。

　彼女がこの機体のシステムに触れたのは最近だが、瞬く間に慣熟してしまった。アルツのこととなると直情で歯止めがきかなくなるが、潜在的な知能は随一なのだ。

「……これでいいかな」

　やがて、モニター上に要よう塞さい都市の地図と、迂回ルートが表示された。しかも三種類も。

「僕はルートＣを推奨するよ。危険性と到達距離のバランスが適度だから」

「助かる。ならば、リステルの案でいこう」

　戦術の分析はリステルの得意分野。彼女の判断ならば間違いはないだろう。

　互いを信頼し、助け合う。それこそが、ゼストマーグが持つ最大の武器なのた。

「……うん。ありがとう、兄さん」

　リステルは満足そうに表情を緩めるが、一瞬で真顔に戻り、隣のナユキを見据えた。

「なら、相手を誘い出すための威い嚇かく射撃のポイントは、僕が指示するよ。異論はないね？」

　有無を言わさぬ強い口調だった。もしかしたら、出撃時のエネルギー効率の論争を、いまだにひきずっているのかもしれない。

　そんなリステルの態度に、ナユキは肩をすくめた。

「あたしだってバカじゃないわ。それが的確な指示なら従うわよ。──だけど、一つだけ言わせて」

「……なんだい？」

「相手にも建物にも、損害はなるべく与えないようにして。……あんたの行動は、その辺がいちいち危なっかしいのよ」

「俺おれからも頼む。俺たちの目的は、相手を倒すことではないんだ」

「……わかった。兄さんがそう言うなら」

　リステルがうなずく。話はまとまったようだ。

　モニターを見ると、先程振り切ったゼノ・トランサー部隊も追いついてきていた。動くなら今しかない。アルツは呼吸を整えて、ペダルを踏み込む。

「……よし、いくぞ！」

　尖せん塔とうの陰から飛び出したゼストマーグが、建物と建物の間を縫うように滑走する。

　市街戦において、機体サイズの大小は戦況を大きく左右する要素フアクターだ。

　要よう塞さい都市の建物は低く、ゼストマーグの腰ほどまでしかない。おそらく相手からは丸見えだろう。対して、相手のゼノ・トランサーのサイズは、ゼストマーグの半分ほど。完全に建物の陰に隠れてしまい、こちらからは正確な位置を伺い知れない。

　まずはこの相手の有利アドバンテージを覆さなければ。

「兄さん！　バースト・モードで一連射！　ポイントは──ここ！」

　モニターに映るのは、吹き飛ぶように後方へ流れていく建物の姿。それが途切れ、視界が開けた瞬間──リステルの算出した、相手の予測位置がモニター上に表示された。

　高速滑走中の機体からでは、その一瞬で相手を視認することは難しい。戦闘諸元コンバツト・データを頼りに、「そこにいる」と仮定して行動するしかない。

　ゼストマーグはブラスターを発射。一発一発の威力を抑えた光弾が、三連続で放たれる。

　だが、着弾の手て応ごたえはない。

「外れたか!?」

「いや。これでいいんだよ、兄さん」

　彼方かなたの建物の陰で、雪煙が上がった。それは一回ではなく、連続して上がり続ける。

　──相手の滑走時の痕こん跡せきだった。

　道路の交差点で、ゼストマーグは九十度ターン。相手との距離を詰めるルートに入る。

　その直後。モニター上で、指の先ほどの白い影が動いた。それは瞬く間に建物の背後へと消えてしまったが、すぐさま画像の拡大処理が行われ、判別可能となる。

　輪りん郭かくがぼやけているが、間違いない。ゾット司令の白いゼノ・トランサーだ。

　ここに至り、アルツはようやくリステルの意図を理解する。

「なるほど。まずは施設から引き離したのか」

「あとはこのまま、相手とつかず離れず、中距離を維持しながら攪かく乱らんすれば──」

　目的は達成される。

　リステルはそう言いたかったのだろう。だが、その言葉が発せられることはなかった。

　──機体脚きやく部ぶに衝撃。左の膝ひざから下が後方へと吹き飛びそうになる。フレームのきしむ音が、コクピットにまで響いてきた。

　滑走中だった機体はバランスを崩し、前のめりに転倒してしまう。

「くっ……!?」

　パイロット・スーツの背面と腰部は座席に連結保持ジヨイントされているため、放ほうり出されずにすんだ。しかし、コクピット全体を襲う激しい振動は逃がしようがない。

　衝撃で意識が揺らいだのか、リステルは軽く首を振り、隣に座るメイン・ドライバーをにらみつける。

「無様な転倒だね、ナユキ。君こそ姿勢維持が甘いんじゃないのかい？　僕に偉そうなことを言っておきながら、これとはね」

「う、うっさいわね！　今のは不意打ちよ、不意打ち！」

　追及の視線から逃れるように、ナユキはさらに隣へ声をかける。

「ミーネ！　今の攻撃、どっから来たかわかる!?」

「ま、待ってください！　え、えーっと……たぶんここです！」

　要よう塞さい都市の地図と、予測される射線が、モニター上に表示される。

　その内容を確認したリステルは、驚きよう愕がくに目を見開いた。

「……信じられない。こんな狭い建物の隙すき間まから、攻撃を届かせるなんて」

　ゼノ・トランサーのストック・マニューバから発射される圧雪弾の口径は、20センチ。対して、ゾット司令が狙ねらい澄ましてきた射線の幅は、約30センチ。

　わずかな狙いの誤差さえ許されない、超精密射撃だった。

　これにはナユキも、額に冷や汗を浮かべていた。

「しかも装甲の薄い関節部をピンポイントよ。もう左足は動かない。……なんなの、あれ？」

「バカな……。ゼストマーグが、こうも簡単に……？」

　アルツは呆ぼう然ぜんとつぶやく。開いた口がふさがらなかった。

　単純な機体性能では、圧倒的にこちらが勝っているはずなのだ。それなのに手も足も出ないというのは──パイロットの技量の差。

「……兄さん。一度、距離を置いて離れよう。作戦は失敗だ。僕たちは、ゾット司令の戦闘能力を低く見積もりすぎていた」

「リステル!?　だが、そんなことをしたら──」

「そんなの関係ない。僕は、兄さんが無事ならそれでいいんだ。……さぁ、撤退しよう」

　彼女の声は、どこまでも澄んでいて、そして、柔らかだった。本心からアルツを案じているのだと、ひしひしと伝わってくる。

　アルツ自身も、心のどこかでは賛同していた。冷静な部分は作戦成功率の低さを叫び、弱い部分はここから逃げ出せと叫ぶ。けれど。

「……悪いが、それはできない」

「そんな、どうして!?　僕は兄さんに死んでほしくない！　兄さんは、僕のすべてだから！　なにがあっても、必ず守りたいんだ!!」

　ついにリステルは取り乱した。座席から身を乗り出し、アルツの肩をつかむ。

　その小さく白い手を、アルツはそっと大きな手のひらで包んだ。

「命を守るため。そして、俺おれたちによって生まれた変化を、受け入れるためだ」

　アルツたちのイデアによって、感情に目覚めたゼノイド。彼らを今ここで見捨てるということは、自分たちの行動の結果から、目を逸そらすということ。

　そんなことをしてしまっては、天国から見守る両親に合わせる顔がない。

　そしてそれは、ナユキも同じだった。

「アルツの言うとおりよ！　たとえ何度倒されても、あきらめたりしない！　あたしとゼストは、何度だって立ち上がってみせるんだから！」

　ナユキの身体からだを覆おおうイデアが、まばゆく光った。

　その闘志に呼応したゼストマーグが、片かた膝ひざをついて立ち上がる。巨体に降り懸かっていた雪は、はらはらと舞い散るそばから赤い光の粒子へと姿を変え、被ひ弾だんした左足へと収束。同時に、大地に積もる雪も消滅し、機体へと吸収されていく。

　白銀新生が発動し、損傷を修復したのだ。露出した土の大地を、機能回復した脚きやく部ぶが踏みしめる。──だが、これには大きな代償があった。

「雪の残量率10％だって!?　敵地の只ただ中なかで動けなくなったら、もう打つ手はないんだ！　君は兄さんを殺す気かい!?」

　数値を観測していたリステルが、人を殺せそうなほど鋭い目でナユキをにらむ。

　平均10メートル以上の積雪を記録する雪原と比べて、都市内部の道路の積雪はせいぜいが１メートル程度、機体修復に必要なエネルギー量とは程遠い。

　結果、白銀新生には機体内部に貯蔵された雪も使用せねばならず、修復のために消費したエネルギーは戦闘機動の比ではなかった。

　しかし、ナユキに動じる様子はない。

「虎こ穴けつに入らずんば、虎こ子じを得ず！　リスクなんてもの、勝利を得るための起爆剤よ！」

「……っ！　なんだい、それは！　わけがわからないよ！」

「わからない？　なら見せてあげるわ！　これが、心を燃やすってことよ！」

　ナユキは不敵に微笑ほほえみ、「アルツ！」と名を呼ぶ。

「道路とか建物とか、もう関係ない！　一直線に突っ込んで接近！　相手を拘束するわよ！　要はクーラのために時間を稼げばいいんでしょ!?」

「一直線、だと!?　できるのか!?」

「できるできない、じゃない！　やるしかないのよ!!」

　ナユキの声には強さが満ちていた。声量の大小ではない。聞く者の迷いを断ち切り、勇気を沸き上がらせる、そんな力があった。

「……了解だ！　ナユキを信じよう！」

「いい返事よ！　ミーネも、アシストよろしく！」

「は、はいっ！　相手の予測位置、モニターに出します！」

　活気に満ちるコクピット。──そんな中でただ一人、リステルだけは顔を伏せていた。

「兄さん……。どうして……」

　だが、前を見据えるアルツは、それに気付くことはできなかった。

「よし！　いくぞ！」

　アルツは操そう縦じゆう桿かんを倒すと同時、ペダルを踏み込む。すると機体はナユキの意志制御により──跳ちよう躍やくした。二本の太く強きよう靱じんな脚きやく部ぶは地を蹴けり、その巨体を宙へと飛び上がらせる。

「ゼストの吸雪ファンならね、こういう使い方もできるのよ！」

　ナユキが叫ぶと、機体脚部から猛烈な風切り音が発せられた。足の裏の扇形翼フアンが、通常とは逆回転を始めたのだ。

　すなわち、雪を吸い上げるためではなく、空気を噴射するために。

　風圧により自重を軽減した機体がふわりと建物の屋上に着地すると、降り積もった雪が同心円状に舞い上がる。細かい跳躍を繰り返し、ゼストマーグはゾット機との距離を瞬く間に詰めていった。

　漆黒の巨体が、白一色の街の空を舞う。

　やがて、コクピットのモニターに、白いゼノ・トランサーの姿が映し出される。

「──捉とらえた！　ゾット司令だ！」

「いいわ！　このままぶちあたりなさい！」

　ゼストマーグがその全身を投げ出すように、ゾット機へと猛進する。

　相手もこの跳躍は予想外だったのか、完全に反応が遅れていた。それでもストック・マニューバによる一連射を見舞ってきたのは、さすがゾット司令と言うべきか。

　だが、もう遅い。ゾットの攻撃はゼストマーグの装甲を削りこそしたが、その勢いまでは殺すことができなかった。

　激しい衝突。二機はもつれ合うように雪上を横転し、格納庫の外壁を崩して停止した。

「よしっ、つかまえたわ！」

　ゼストマーグがゾット機に覆おおい被かぶさる。両機の体格差は大人と子供ほどもあり、こうして押さえつけてしまえば小柄な相手が抜け出すのは至難だ。さらに司令を救出するため、他ほかの機体もこちらへと集結しつつある。

　陽動としては文句なしの結果だった。あとはクーラが動くのを待つだけだ。

「……アルツ。この行動の意図はなんだ。説明を要求する」

　ゾットから発せられたのは、いつかとまったく同じ言葉。

　ヒューマノイド級の精神攻撃によってゼノイドたちが同士討ちを行っていた際、アルツがそれを止めようと、身を盾にしたときに受けたものだった。

　そしてアルツは、今また同じ返答をする。

「あのときも言った！　命を奪わせはしないと！　司令こそ、なぜ感情に目覚めたゼノイドを処分するんだ!?」

「……理解した。おまえたちの目的は、再生処理施設か」

「そうだ！　彼らはなにもしていない！　命を奪う必要が、どこにある!!」

「それは違う。していない、ではない。──できない、だ。彼らはこの都市にとって不要な存在となった」

　どこまでも冷たく、淡々とした声。

　組み伏せられ、身動きできない状況ですら、ゾットの態度は変わらない。

「私は要よう塞さい都市と三万の人員を維持するため、もっとも合理的な措置を選択した。ヒューマノイド級との戦闘で多大な被害を受けた今、千人もの余よ剰じよう人員を保有する必要性はない」

　──だから殺して、作り直す。

　そう聞こえた。アルツは圧縮言語の扱いが不得手であり、単語内に圧縮されたゾットの思考のすべてを理解することはできない。それでも今は、彼の主張を肌で感じ取れた。

　周囲には、ゼノ・トランサーの部隊が銃口を向け、無数の弾雨を放ってきた。着弾の振動がコクピットを揺らす中、アルツは叫ぶ。

「ならば、力なき者たちはゼストマーグで守ってみせる！　それが俺おれに託された願いだ！」

　ゾットは、やや長い沈黙の後、「……無意味だな」と静かにつぶやく。

「リュミエールもそうだった。私は今でも、彼女の言葉の意味を理解できない」

　二十年前。アルツの母──箕みの輪わ留る美みが、要塞都市に保護された際に与えられた別名。

「母さんを知っているのか!?」

　気付いたときには、そう問いただしてしまっていた。

　そんな状況ではない、というのは、頭の片隅で把握していながら。

「答えろ！　俺はなぜ、司令の子供として扱われていた！」

　ゼストマーグの中に隠されていた、留美からのメッセージが記録されたＸ結晶。

　アルツはそれで自身の出生を知った。

　リヒトというゼノイドと、旧人類プロト・カインドの留美との混血であることを。

　だが、物心ついたとき、アルツは無関係であるはずのゾットの息子として要塞都市にいた。その間の真実は、Ｘ結晶の故障により、いまだ謎なぞのままだ。

「……それが、リュミエールの願いだったからだ」

　ゾットの言葉に、アルツとナユキは顔を見合わせ、同じように目を丸くした。

「なん、だと……!?　母さんが……!?」

「あんたにアルツを託したってこと!?」

　記録では、留美はゾットに追われていたはず。二人は敵対していたのではなかったのか。

「どういうことだ!?　司令と母さんは、いったいどんな……!?」

「それは──」

　そのときだった。遠くから破砕音が響き、雪煙が舞ったのは。

　ゼノ・トランサー部隊が攻撃の手を止め、異変の原因を探す。

　それよりも一足早く、ゼストマーグのカメラが再生処理施設を映し出す。白く霞かすむ映像の中、駆け出す人々の姿が見えた。

「救出作戦……成功したのか！」

　アルツの注意が逸それた一瞬のことだった。ゾット機が拘束から抜け出し、滑走形態クローチング・フオームへと変形する。まさか、逃げ出したゼノイドたちを追うつもりでは。

「待て！　彼らは俺が守る──」

　その直後だった。

《──緊急警報ランク・ベータ。繰り返す、緊急警報ランク・ベータ──》

「アルツ。状況が変わった。……ＸＥＮＯゼノの襲来だ」

　けたたましい警報を受け、ゾット機を先頭に部隊が都市の外へと急行していく。

「……アルツ。今は」

　ナユキが諭すように声をかけてきた。アルツは無言でうなずく。

「ああ。俺おれたちもＸＥＮＯ迎撃に向かおう」

　そう言って、ゾットの後を追うように機体を反転させる。

　──だが、リステルは。

「この雪の残ざん存ぞん量りようで!?　兄さん！　それは危険だよ!!」

「それでも行くしかない。……なに、大丈夫だ。そうだろう、ナユキ？」

「もちろんよ！　あんたも、あたしの戦い方がわかってきたじゃないの！」

　にっ、と、白い歯を見せて笑う。

　アルツとナユキは言葉にせずとも、お互いの意図を理解し合っていた。

「…………っ」

　返す言葉を持たないリステルが、ぐ、と唇を噛かみしめる。

　やがてゼストマーグは都市の防壁を飛び越え、雪原に降り立った。

　その正面には──雪崩と見み紛まごうほどの、大量の雪煙。

　トリケラ級。大きく鋭い角と、背面を覆おおう棘とげのような突起が特徴的なＸＥＮＯである。全高はゼノ・トランサーと同程度。その体表は硬質な六角形の結晶により構成されているが、各関節をはじめとした可動部位は伸縮性のある皮膚で覆われ、防寒服などの原料として頻ひん繁ぱんに流用されている。いわば、要よう塞さい都市近辺ではもっとも目にする種である。

　遭遇数の多さもあり、対処法はマニュアル化されている。それでも、脅威であることには変わりはない。今のように集団で姿を現した際はなおさらだ。

　徐々に近付きつつある、雪原を揺るがす轟ごう音おん。

　不気味な光を宿す六角形の瞳ひとみは、ただ一点、要塞都市だけを見据えていた。

「敵影確認！　トリケラ級30体です！」

　ミーネの報告を受け、ナユキはぺろりと舌を出し、唇をなめた。

「30体、か。けっこう多いわね。……よし、アルツ！」

「了解した！　アレだな！」

　まさに以心伝心。アルツは即座に、操そう縦じゆう桿かんの両トリガーを引く。

　機体の足下からパイルが射出され、姿勢を固定。強きよう靭じんな腕に引き抜かれた背中の武装は、瞬く間に展開・延長し、その威容を露あらわにする。

　雄々しき黒い巨人が構えるのは、力の象徴といわんばかりの長大な銃器。

「吸雪、開始！　エネルギー充じゆう填てん！」

　足裏の扇形翼フアンが唸うなりをあげる。

















　吸い上げられた雪は次々にイデアへと還元され、機体に赤い光を漲みなぎらせていく。

　リステルは、はっと目を見開いた。

「……そうか。足を止めての砲撃の利点は、吸雪を行いながら攻撃ができることなんだ」

「言ったでしょ！　ゼストの運用は、あたしが熟知してるって！」

　ナユキが笑う。経験の差。そして、機体への信頼の差だった。

　内部エネルギーを消費することなく、武装は充じゆう填てん完了。砲口に、まばゆい赤がきらめく。

「準備完了！　いつでもいいわよ！」

「ああ！　いくぞ！」

　アルツは再びトリガーを引く。そして、二人の声と闘志が重なる。

『インフィニティ・メサイア・カノン!!』

　──閃せん光こう。放たれた火線が、瞬く間にトリケラ級を一掃する。一片すら残すことなく、敵の姿はこの世界から消滅した。

　これが、救世兵器ゼストマーグ。人の心が生み出す、奇跡の力だった。



※　　※　　※



　救出されたゼノイドたちは、ノア機関の人員と同様に、ゼノ・トランサーのコンテナによって輸送された。その数は三基。合計で五十名ほどのゼノイドが、都市から逃れてきた。

　ゼストマーグの格納庫ハッチは開放され、コンテナから出てきたゼノイドたちが中へ移動中だ。誰だれに言われるでもなく整列しているのはゼノイドらしいが、その顔に張り付く怯おびえや戸と惑まどいの色は、たしかに人間らしさを感じさせる。

「……これだけ？　もっと多い人数って聞いてたはずだけど」

　ナユキが眉まゆを寄せる。すると、クーラが小さく、首を横に振った。

「残念だが、大多数のゼノイドたちは処分された後だった」

「俺おれたちの到着が遅かった、ということか……」

　アルツはうなだれた。その隣ではナユキも顔を伏せていたが──すぐに顔を上げる。

「悔しいけど……まあ、これだけでも助けられて、よかったと思うしかないわ」

「……そう、だな」

　そもそもクーラが伝えに来てくれなければ、その五十人すら救えなかった。今回は完全に、彼に助けられたことになる。

「ところで、その後ろの二人は……？」

　そこでアルツは気付いた。クーラの背後にたたずむ、二人の男女。彼らは機体を操縦し、ゼノイドたちをここまで運んでくれていた。おそらくはクーラの仲間なのだろう。

「ああ。彼らは、私の部下だ。救出活動の際は力になってくれた」

　予想とは少し違ったが、やはりクーラの関係者だった。

　ならば、彼らも感情を有しているのだろう。アルツは友好的に話しかける。

「ありがとう。あなたたちのおかげで、助かった」

「…………」

　だが、返事はない。

　聞こえなかったのかもしれないと思い、もう一度話しかけようとして──気付いた。

　目が、こちらを見ていないのだ。虚うつろな双そう眸ぼう。感情を持たないゼノイドですら、話しかければなんらかの反応は示す。だが彼らは、それすらもない。

　得体の知れないものを感じて、アルツの背筋がぞわりと震えた。

「彼らは、いったい……？」

「──実験の失敗作だ」

　クーラはなに一つ言いい淀よどむことなく、そう言い放った。

「失敗作、だと……!?　どういうことだ!?」

「イデアとＸ結晶の連動機構──ｉＸイクス理論の被験者。しかし、その時点では理論が不完全でね。彼らは完全に心を失ったばかりか、思考領域すら損傷してしまった」

　クーラはぱちんと指を鳴らした。合図であったかのように、彼らはクーラを注視する。

「各員、機体に搭とう乗じようして待機せよ」

　命令が下されると、彼らは即座に実行した。その機敏さはゼノイドの比ではない。命令を理解するという過程すら省略しているのだから、当然だ。

　自分の意志を放棄したゼノイドは、人間とは言えない。

　だが、命令がなければ行動できないというのは──それはもう、生命体とすら言えない。

「……と、いうことだ。彼らは実に忠実な、私の『部下』として働いてくれている」

「あんた、相変わらずサイッテーね。なにが部下よ。そんなの、ただの人形じゃない！」

　ナユキが、吐き捨てるように言った。

　そしてアルツは──今にも殴りかかりたい衝動を、手元で抑えるのに必死だった。

「実験の失敗と、そう言ったな……!?　ではリステルも、ああなっていた可能性があるということか!?」

「それは違うぞ、アルツ君。ゲマルガルドに搭載された機構は、完成された理論に基づいていた。その安全性は保証されている──私の部下たちの犠ぎ牲せいによってな」

「犠牲だと!?」

　アルツの頭に、かっと血が昇る。

「おまえもゾット司令と同じだ！　人の命を、なんとも思っていない……!!」

「……ふむ。私は命まで奪ったつもりはないのだがね。しかし、これは困った。とてもではないが、私の要望を口にすることはできなくなった」

「……要望？　いいわ。とりあえず言ってみなさい」

　ナユキの許可を得たクーラは、悪びれもせずに口を開く。

「それは助かる。今回助けたゼノイドたちの中から、量産型ゲマルガルドの実験に使うパイロットの提供を──」

　それ以上の発言は許されなかった。ナユキが腰から引き抜いた拳けん銃じゆうを放ったのだ。

　イデアの光はクーラをかすめ飛び、その服をわずかに焦がした。

「……帰ってもらえる？　やっぱ、あんたの話は聞くに耐えないわ。ここにいるゼノイドたちは、誰だれ一人あんたには渡わたさない」

　ナユキの威い嚇かくを受け、クーラは両手をあげて降参の意を示した。

「仕方あるまい。今日のところは退散しよう」

　そう言って背を向けると──首だけをこちらへ振り向かせる。

「だが……遅かれ早かれ、私を必要とする者は、彼らの中から現れることだろう」

「なによ、それ。予言のつもり？」

「予言などではない。確定された未来予測と言ってもらおうか」

　口元に笑みを浮かべ、クーラは去っていった。格納庫から離れていくゼノ・トランサーの姿を、ナユキは腰に手を当てて見ていた。

「ええと、もう、なんて言うんだっけ。……そう、塩。塩でもまいてやりたい気分だわ！」

　かなり頭にきているのか、ナユキの言葉は止まらない。誰にともなく、延々と続く。

「東京湾ってどっちだっけ。海水汲くんで生成しなきゃ──ん？　アルツ？」

　ようやく、アルツが傍らにたたずんでいることに気付いたようだ。

「ありがとう。ナユキ」

「え？　な、なにが……？」

「ゼノイドを守ると言ってくれたことだ。俺おれはそれが、すごくうれしい」

　アルツが微笑ほほえみを向けると、ナユキの頬ほおにうっすらと赤みがさした。

「……ま、まぁ、成り行きってやつよ。あんなこと言われたら……ねぇ？」

「だとしても、だ。俺はナユキに出会い、この感情を認められ、救われた。その優しさを、みんなにも与えてやってくれ」

「や、優しいだなんて、別に、あたしは……！」

　頬ほおの赤みがますます濃くなっていく。やがてナユキは、すたすたと歩き出してしまった。

「じゃ、じゃあ、歓迎パーティでもしましょうか！　みんなで遊んで、仲良くしたいんだってことを、みんなに伝えるのよ」

「なるほど。では、さっきの戦闘中に言っていた遊びも、教えてくれるんだな」

　アルツもナユキを追いながら聞く。

「……よく覚えてたわね」

「ああ。楽しみにしていたからな」

　談笑しながら格納庫の奥へ向かう二人。その背中を。

「…………」

　リステルが、静かな瞳ひとみで見つめていた。


















第二章



　ナユキは、その広々とした空間を見つめていた。

　ゼストマーグの格納庫は、シェルターとしても運用される予定だった。だが、計画は頓とん挫ざ。必要最低限の区画のみが実装され、居住区はほとんどが空くう洞どうとなっている。

「とりあえず、歓迎パーティはここでやるとして……。飾りがないのは、ちょっと寂しいわよね。あと、パーティが終わったら間仕切りして、部屋にしてあげなくちゃね。資材はどこから調達しようかしら。……やっぱり廃材？」

　うーんと唸うなりながら、腕組みをする。

　勢いで言ってみたものの、いざパーティを行うとなると、なかなかに悩ましかった。さらにその後の、ゼノイドたちの生活の面倒を見ることまで考えると、課題は山積みだ。

　唯一期待できるのは、アルツの成長ぶりだろう。彼は今、ゼノイドたちを機体の整備区画に集め、人間らしい営みについての講こう釈しやくをしている。

（まだまだ勘違いも多いけど……まぁ最近は、それなりに頼もしくなってきたのよね）

　──ナユキから受け取ったものを、今度は俺おれが、みんなに伝えたい。

　そう熱く語るアルツは、なんだかきらきらと輝いて見えて……。

「な、なに考えてんのよ、あたしはっ！　あいつは、そういうんじゃないんだからっ……！」

　ぶんぶんと首を振り、まぶたの裏に浮かぶイメージをかき消す。

　その様子を、ミーネはきょとんとした表情で見ていた。

「あの、ナユキさん……？　どうしたんですか？」

「はっ!?　べ、別に！　アルツのことなんか、考えてないわよ!?」

「え？　アルツさんが、なにか？」

「あ、うぅ……」

　──これはよくない。口を開けば開くほど、余計なことを暴ばく露ろしてしまいそうだ。

　越えてはいけない一線を越える前に、ナユキは強引にごまかすことにした。

「その、アルツが来る前に、パーティの段取りを考えなくちゃねって。そ、そういう話よ」

「ああ、なるほど」

　嘘うそという概念のないゼノイドらしい素直さで、ミーネは疑うことなく納得してくれた。

「じゃあ、飾りはわたしに任せてください」

　言うが早いか、ミーネは開いた両手を掲げ、イデアを練り始めた。

　イメージを投影して固定化するのは、彼女の得意技である。頭上には瞬く間に赤い板が出現。そこには白抜きで『歓迎』という文字が刻まれていた。

「よい、しょ……っと。これでどうですか？」

　ミーネは少しふらつきながら、イデアの板を壁に貼はり付つけた。

「ありがと。……それにしても器用ね。板の縁には、輪っかの飾りまでついてるし」

　ナユキは苦笑する。脳裏に、懐かしい記憶がよぎった。

　三百年前の絶望的な戦いの中、ナユキは孤児の面倒を見ていた。そのときに何度もパーティを行ったのだが、飾りを作るのが下手で、子供たちにからかわれていたのだった。

「こういう風に飾り付けするもんだって、どこで覚えたの？　やっぱりリィザから？」

「はい。リィザさんが、わたしの誕生日にはパーティをしてくれたんです」

　ミーネもまた、昔を懐かしむように目を細める。

「夏世界では、こうしてお祝いをしていたんですよ、って。クーラさんも、記録から発見された絵本っていうものを復元して……くれたりして……」

　クーラ。その名を出した途端、ミーネの顔が曇り、言葉に詰まってしまった。

「ミーネ？　どうしたの？」

「わたし、クーラさんには感謝していました。処分寸前だったわたしを、助けてくれて。……でも、あんなことをしていたなんて、ぜんぜん知らなくて」

　あんなこと──人体実験と、その被験者を人形のように使役していたことだろう。

　命の恩人の暗部。そんなもの、誰だれだって知りたくはない。

（留る美みさん……。あなたも、ゾット司令となにかあったの……？）

　ふと、ナユキ自身の恩人のことを連想してしまった。留美は三百年前の戦友であり、ナユキを鍛えた師でもある。

　だが彼女は、生まれたばかりの我が子を敵対者に預けるという、不可解な行動をしていた。そこにはいまだ明かされていない、なにかがあるにちがいない。

　──そのなにかとは。考えれば考えるほど、不安になる。

　そんな疑念を吹き飛ばすように、ナユキは言葉を紡つむぐ。

「……留美さんを、信じるしかないわね」

　自分自身にも言い聞かせるように、ゆっくりと。それが功を奏したのか、心のざわめきは静かに消えていった。

「ミーネがクーラに感謝してるのは、本当なんでしょう？　なら、その気持ちを信じるしかないじゃない」

「でも……。それで本当にいいんでしょうか？」

「かまいやしないわよ。もしも相手が心底どうしようもなかったら、ぶん殴ってでも反省させりゃいいんだから」

「ぶ、ぶん殴って……!?　わたし、そんな大それたこと……」

　その光景を想像してしまったのか、ミーネは半開きの口をわなわなと震えさせた。

　ナユキは苦笑しながら、ミーネの頭をなでる。

「まぁとにかく、相手を止めてやれってことよ。信じてなけりゃ、それすらもできないでしょ？　相手を見放すってのは、一番残ざん酷こくなことよ」

「見放すのは、残酷……」

　ナユキの言葉の意味を噛かみしめるように、ミーネは反はん芻すうした。

　部屋の扉が開いたのは、そんなときだ。

　入ってきたアルツは、掲げられた板を見るなり「おお！」と声を弾ませた。

「これがパーティというものだな！　よし、みんなで楽しもう！」

　彼の背後から、ぞろぞろとゼノイドたちが入ってくる。

　一様に不安そうな表情を崩すことのない彼らを目にして、ナユキの心は逆に湧わき立った。

　──歓迎パーティの始まりだ。



※　　※　　※



　規則正しく整列したゼノイドたちを前に、アルツは胸の高鳴りを抑えきれなかった。

　始まりは、アルツとナユキの二人だった。そこにミーネが加わり、リステルが加わって。

　心を持った人間の輪が広がれば広がるほど、アルツの世界も広がっていった。

　これだけの仲間が増えようとしている、今。なにが起こるのか。なにを起こせるのか。

「さぁ、はじめよう。頼むぞ、ナユキ」

「……さて、なにからすればいいかしらね。感情に目覚めたばかりのゼノイドって、要するに子供同然なわけだし、わかりやすいほうがいいのよね。お遊戯会みたいな」

　ナユキは思案顔でゼノイドたちを見回すと、その中の一人で視線を止めた。

　相手は小さな女の子だった。ナユキは彼女に近寄っていくと、その子を皆の前に連れ出した。腰を屈かがめると、目線の高さを女の子に合わせて語りかける。

「最初はゆっくりやるから、あたしの真ま似ねをしてみてね」

　女の子がうなずいたのを見て、ナユキは少女の両手を取った。

「せっせっせーのよいよいよい」

　謎なぞの言葉を発し、手を叩たたき、突き出す。この動作を、パターンを変えながら幾度も行う。

「アーループース、いちまーんじゃーく、こーやりーのうーえで──」

　ナユキは強弱をつけ、伸ばしながら発声している。会話に用いるものとはまったく別種のそれは、聞いているアルツの心に奇妙な波紋を投げかけた。

　──楽しそうだ。

　なぜか、そう思った。ナユキの軽快な手の動きと、女の子に向ける微笑ほほえみを見たからかもしれない。とにかく、アルツも同じ動作をして、同じ発声をしてみたかった。

「じゃあ次は、みんなでやってみましょうか！　隣の人と向かい合って！」

　ナユキから号令が飛ぶと、ゼノイドたちはおそるおそる真似を始めた。

「ならば、俺おれは……」

　アルツは、隣にいたミーネの手を取ろうとした。

「兄さん！　僕と！　僕としよう！」

　が、リステルがその小柄な身体からだを、二人の間に割り込ませる。

「そ、そうか。ならばリステル。相手を頼む。……ミーネも、それでいいか？」

「……っ！」

　リステルの鋭い視線が、ミーネに突き刺さる。

　不可視の圧力でも伴っていたのか、ミーネは一歩後ずさった。

「え、えっと……。わ、わたし、身体からだ動かすのは苦手ですから……」

　その返答に、リステルは小さく息をもらした。

「ん？　どうかしたのか？」

「ううん。なんでもないよ。……さぁ兄さん。手を」

「ああ。よろしく頼む」

　アルツはリステルの手を取る。

　──すらりとした細い指。それなのに柔らかく、暖かい。

　ふと、今朝に感じた不可解な感覚が思い出された。わずかに脈拍が高まる。

　アルツは固まってしまった。リステルが怪け訝げんそうな顔で見上げてくる。

「……兄さん？」

「あ、ああ。すまない。はじめよう」

　二人はナユキの真ま似ねを始めた。その手つきはたどたどしく、声の再現も不完全だった。

　それでも身体を動かし、声を出すのは──やはり楽しかった。

　部屋のそこかしこでも同じことが起こっているのか、次第に皆の声量が大きくなっていく。熱気が伝でん播ぱしているのだ。

　手をつないだ瞬間の戸と惑まどいが嘘うそのように、アルツもその坩る堝つぼへと身を投じ、夢中になっていく。すべての始まりであるナユキも、それは例外ではなかったようだ。

「みんな慣れてきたみたいね！　じゃあスピードアップ、いってみようか！　はい！」

　動作と声が速まる。アルツもゼノイドたちも、ついていくだけで精一杯。だが、何度も繰り返していくうちに、少しずつ順応していけた。その感覚が、とても心地いい。

「なるほど。これは楽しいな」

「うん。兄さんといっしょに困難を克服していると思うと、僕もうれしいよ」

　にこやかに笑い合う兄妹きようだい。それを少し離れて見ていたミーネは──。

「……あれ？　なんだろう、この痛み」

　胸に手を当て、ちいさく首を傾かしげていた。



　その後は小休止を兼ねて、ミーネが絵本というものを語って聞かせた。クーラが夏世界の記録から復元したものをもらって、その内容を覚えていたらしい。

　といっても、本の現物はこの場にない。ミーネがイデアで空中に絵を描き、それを動かして見せたのだ。

『モモタロウ』。仲間を集めて敵を倒すという、とてもわかりやすい内容の話だった。

「オニというＸＥＮＯゼノは強かったようだが、仲間の力を集めれば倒せない敵はいない。それを改めて実感させてくれた」

　アルツがそう感想を語ると、なぜかナユキは肩をすくめた。

「いや、あれはＸＥＮＯじゃなくてね……。まぁ、いいか。話の筋は理解したみたいだし」

　そう言って、ミーネを見た。そこではゼノイドたちがミーネを質問攻めにしている。

　彼らは話の内容よりも、はじめて目にするイデアに興味があったようだ。

「赤い光、興味あります」「雪ではないが、実体」「これは？」

「えと、あのですね。これはわたしの想像したことを形に……ふえぇん、そんなに一度に質問されても、答えられませんよぉ」

　思わず逃げ出したミーネは、イデアで箱を形成して中に隠れてしまった。それがまた珍しいのか、ゼノイドたちは箱を取り囲み、強度を確かめるように軽く叩たたいたりする。

　ナユキは、ぱんぱんと手を打ち鳴らした。

「はいはい、みんな注目！　これから新しい遊びをはじめるわよ！」

「遊び？　それは、教えてくれると言っていたアレか？」

「そ。鬼は鬼でも──目隠し鬼よ」





　アルツの視界は暗くら闇やみに閉ざされた。「鬼」の役割を与えられ、布が巻かれたのだった。

「……なにも見えない。それで俺おれは、どうすればいい？」

「あたしたちは手を叩いたり、声を出しながらこの部屋の中を動き回るから。アルツは、それを頼りにあたしたちを追いかけて」

「なるほど。これは視界不良を想定しているのか」

「で、アルツは誰だれかを捕まえたら、その人が誰なのかを当てて。成功したら、あんたの勝ち。捕まえられた人が次の鬼になって、同じことを繰り返す。……わかった？」

「了解した。視覚情報以外で、相手を判別するわけだな。いい訓練になりそうだ」

「……あんたたちって、どうしてそう、なんでもかんでも戦闘に結び付けたがるのかしら」

　ナユキはどこか呆あきれた様子だったが「ま、いいわ」と呟つぶやいて、

「じゃあ、ミーネ、リステル。準備はいい？　──せーの」



『鬼さん、こちら！　手の鳴る方へ！』



　三人は一斉に手を叩き、アルツを呼びながら移動を始める。

　アルツもまた、両手を前に突き出し、ふらふらと歩き始めた。

「ほら、アルツ！　鬼さんこちら！　手の鳴る方へ！」

「ん……その声は、ナユキか」

　声のする方へ、アルツはゆっくりと、慎重に移動していく。

「ふふ、そう簡単に捕まらないわよ。……って、リステル！　あんた、なにしてるの!?」

　楽しげに笑うナユキの声が次の瞬間、一変した。

　ナユキの視界の先では、リステルがアルツに向かって全力疾走していたのだ。

「兄さん！　ほら、こっちだよ！　僕のところへ来て！」

　ばしばしと手が赤くなるほど叩き、リステルは全力で兄の注意を引く。

「ちょっとリステル、あんた本当にルール聞いてたの!?」

　これでは目隠し鬼というゲーム自体がまったく成立しない。が、リステルは動じる様子もなく、さらに力強く手を叩たたく。

「ルールなんて関係ない。兄さん、早く僕を捕まえて！」

「ん……？　リステルの声……近くに、いるのか？」

　リステルの声を察さつ知ちしたアルツが、進行方向を変える。

「そうだよ！　そのままこっちに！」

　アルツへ向かって走るリステル。その瞳ひとみは、嬉うれしそうに輝いていた。

「まったく、このブラコン妹は……」

　そんな姿を見せられてしまえば、ナユキも苦笑いを浮かべるしかない。

「まあ、今回は大目に見てあげてもいいけど……リステル、あんたが鬼になったときは、きちんとルールを守りなさいよ！」

　リステルを止めることをあきらめ、ナユキがそう呼びかけた──その、瞬間。

「だ、だめですっ！」

　突然、リステルの目の前に、赤い壁が現れた。

「なっ……！　これは、イデアの壁!?」

　進行方向を遮られ、リステルは衝突寸前のところで足を止めた。

　目の前に現れたイデアの壁は分厚く頑強で、リステルを覆おおうような形に歪わい曲きよくしている。まるで、アルツと彼女を遮るかのように。

　迂う回かいするか、それとも飛び越えるべきか──リステルの一瞬の逡しゆん巡じゆんの隙すきを突いて、ひときわ大きく響き渡わたる声があった。

「あ、アルツさん、こっちです……！　その、わ、わたしのところへ……！」

　声の主、つまりイデアの壁を出現させたミーネだった。いつもならば消極的なはずの彼女が、しっかりと手を叩きながらアルツを呼んでいる。

「む、これは壁、か……？　ならば」

　手を伸ばせば触れられるほどの距離。だが、リステルの目の前でアルツは壁にぶつかり、方向転換。精一杯に声を張り上げているミーネの方へと向かってしまう。

「に、兄さん……！」

　リステルの顔が絶望に染まり──そして。

「……どういうつもりだい、ミーネ」

「ひゃ！　え、えっと、あの……」

　鋭い視線を向けられ、ミーネは身体からだを縮こまらせる。

「なんていうか、その……自分でも、よくわからないんですけど、なんていうか……」

　もじもじと身体を震わせ、ミーネは顔を赤らめる。だが、リステルの視線に屈する様子はなく、アルツを誘導するべく積極的に手を叩き続けている。

「僕から兄さんを奪おうだなんて、絶対に許さない！」

　リステルは行く手を塞ふさぐ壁をやすやす飛び越えると、なおもアルツを呼び続けているミーネへと突進していった。その手が太ふと腿ももの短剣に伸びるのを見て、ナユキも顔色を変える。

「ちょっと！　やめなさい、リステル！」

　だが、そんな制止を大人しく聞き入れるリステルであるはずがない。

「どうしてこんなことに……っていうか、あんたたち、いい加減にしなさーい！」

　ナユキもまた、リステルを止めるべく走り出そうとして──不意に、その足を止めた。

「今、このあたりでナユキの声が……」

　よろよろと進むアルツ。他ほかでもない彼が、ナユキの進行方向を遮ったのだ。

「っ……こうなったら、仕切り直しよ！」

　きっ、とナユキは目の前のアルツを睨にらみつけて。

「鬼さんこちら！　手の鳴る方へ！」

　なかば自や棄けになりながら、ナユキは声を張り上げる。

「あとはアルツがあたしを捕まえて、誰だれだか当てれば……って、ちょっと待って」

　ぴたりと、ナユキの動きが止まる。

「それってつまり、手探りで色々なところ触られたりするかもしれないってこと……？　ヤバい、これって完全に人選ミスじゃない！」

　ナユキは頬ほおを赤く染めながら叫ぶ。それにアルツが反応した。

「そこか、ナユキ……！」

「ど、どうしよう……!?」

　慌てふためくナユキに、アルツがじりじりと迫っていく。

「……え、ええいっ！　もう、どうにでもなれーっ!!」

　ナユキは──意を決したように、きつく目を閉じた。

「兄さん！」

「だ、だめぇっ！」

　アルツの手がナユキに触れる寸前。今まで争っていたはずのリステルとミーネは、まったく同時にアルツたちふたり目掛けて飛び込んだ。

「ちょ、あんたたち、なにを……！」

「兄さんは僕のものだ！」

「え、えっと、その……！」

　ナユキ、リステル、ミーネ。三人の身体からだが絡み合い、もつれ、床を転がっていく。

「うおっ！」

　やがてそれは、目隠しのままふらふら歩くアルツをも巻き込んで──。

「うっ……いったい、なにが起こったんだ……」

　なにがなんだかわからないまま転倒していたアルツは、ゆっくりと身体を起こす。

「たしか、なにかがぶつかってきて……まさか、これは視界外からの攻撃に対応するための訓練も兼ねていたのか？　……ん？」

　アルツの腕の中に、「なにか」があった。

　視界を閉ざされ、正体はわからない。だから、確かめるためにゆっくりと腕を動かし、手のひらで感触を確かめる。

　人間の身体からだ。それも、自分と違う「女性」の身体のようだった。

　先ほどの衝撃で気を失っているのか、柔らかな肉体は身じろぎひとつしない。アルツに感じられるのは「生」を実感させる呼吸の音と体温、鼻び腔こうをくすぐる甘い香りだけだ。

「これは、あのときと同じ感覚……だが……」

　最初、アルツは腕の中の感触はナユキのものだと思っていた。転倒する寸前まで、アルツの近くにいた人物はナユキだったはずなのだ。

「この香りは、ナユキのものでは……」

　アルツは以前、ナユキの髪に触れ、その香りを確かめている。リステルに対しても同様だ。今嗅かいでいる香りは、そのどちらとも異なっているように思われた。

　だが、それも曖あい昧まいな記憶と感覚。確信を抱くまでには至らない。

　なにか手がかりはないかと、アルツは腕の中の身体を探る。その手が、ひときわ柔らかな部分に触れた。

「きゃ、きゃああああああ！」

　刹せつ那な、耳元で響いた悲鳴に、アルツの意識が一瞬だけ遠のく。

「その声は……ミーネ、か……」

















　不意に視界が開けた。転倒した拍子に、目隠しの布の結び目が緩んでいたようだ。

　腕の中には、予想どおりのミーネの姿。

　そして、アルツの手が掴つかんでいたのは──ミーネの、豊かな臀でん部ぶだった。

「い、いや、お尻しりふにふにしないでくださいぃ……！」

　ミーネはアルツを突き飛ばし、さっと立ち上がる。

「み、ミーネ……？」

「え、あ……」

　ミーネの顔が浮かべているのは、自らの行動に対する驚きよう愕がくと──隠しようのない怯おびえ。

「……あ、あれ？　わたし、なんで……？」

　その瞳ひとみはアルツを映していない。かたかたと震える、開かれた両手を凝視している。

　ゼノイドたちは男女の性差に疎うとく、身体からだに触れる、触れられるということに抵抗がない。それはアルツとミーネも例外ではなかった。──そのはず、だった。

　だが、現在。ミーネは明らかに、恐怖の感情を示していた。

「ち、違うんです。わたし、そんなことするつもりは……！　なのに、どうして……」

　手の震えは、いまや全身にまで及んでいた。ミーネは膝ひざを折って座り込んでしまう。

　その頭上から、冷たい声が降り懸かる。

「……君は、兄さんを傷つけようとしたね？」

　リステルだった。太ふと腿ももから抜いた短剣を、素早くミーネへと突きつける。

「ちょっと！　バカな真ま似ねはよしなさい！」

　ナユキが慌てて駆け寄り、リステルの手首をつかんで制止した。

「早く、その物騒なものをしまって！　あたしたちは仲間でしょう!?」

「……仲間？」

　リステルの瞳が、ナユキを冷たくねめつける。

「兄さんを傷つける者は、誰だれであろうと僕の敵だ」

　──部屋の温度が、急に下がった気がした。

　異変を感じたアルツが周囲を見回すと、ゼノイドたちの視線がリステルとミーネへ突き刺さっているではないか。その顔に、一様に浮かぶ感情は──恐怖。

　背筋をひやりとさせるものの正体に、アルツは気付いた。

（これは、まさか……!?　リステルの敵意とミーネの怯えが、みんなにも!?）

　熱気が伝でん播ぱしたときとは、逆の現象だった。

　アルツはようやく理解する。これが、心を持った人間が集まるということ。楽しいという気持ちが増幅されることもあれば、恐怖が増幅されることもあるのだ。



「やっぱりなのです。フランの思っていたとおり、心とは愚おろかな要よう素そなのです」



　アルツの知らない声がした。

　ゼノイドたちをかき分けるように、声の主が姿を現す。

　女性、しかもアルツたちよりかなり年下のようだ。背が低く、リステルよりもさらに小柄な身体からだがゆっくりと歩み寄る。もっとも特徴的なのは、その前髪。青を濃く、暗くしたような色の髪が、目元を完全に覆おおい隠していた。

「……誰だれだ？　それに、その言葉。圧縮言語ではない……？」

「ここまで感情に目覚めてしまった脳では、使いたくても使えないのです」

　一口に感情に目覚めたと言っても、度合いは千差万別。しかし彼女は相当に色濃いようだ。圧縮言語が使用不可という状況から鑑かんがみるに、おそらくはアルツたちと同程度。

　小さく薄い唇が開き、静かな、けれども耳によく届く声を発する。

「あなたがあの機体──ゼストマーグのパイロット。アルツ・ジオフロストなのです？」

「……ああ。そうだ」

　アルツがうなずくと、その少女は指を突きつけてきた。

「あなたたちのせいで、フランの脳は、壊れてしまったのです。次から次へと余計な考えが出てきて、思考制御ができないのです」

　それは、感情の存在を否定する言葉。アルツは思わず声を荒げる。

「壊れてなどいない！　それが心を持つということ！　生きているということだ！」

「だったら、フランは心なんかいらないのです！　フランは……フランたちは……！」

　フラン。おそらく、彼女の名前。その声には、はっきりと怒りの感情が込められていた。

　イデアを受けて感情に目覚めた彼女たちは、ゾット司令に命まで奪われかけた。その原因であるアルツを非難するのも、無理からぬことかもしれない。

「俺おれたちのせいで要よう塞さい都市に居場所がなくなってしまったことは、すまないと思っている。だが、生まれた感情は……心は、絶対に不必要なものではない。喜びを感じて生きることこそ、人間のあるべき姿なんだ」

「……その認識からして、フランとは相違しているのです」

　そう言って、彼女は肩をすくめた。目に映るものを焼き尽くすような、激しい怒りの感情は形を潜め、かわりに感じられたのは拒絶の意志。まるで冷たく硬い氷の壁のようだ。

「いつか絶対に訪れる死に怯おびえ、先の見えない明日に恐怖し、不安の中で今を生きる──それのどこが喜びなのです？　心なんてなければ、そんなことは知らずに済んだのです」

「……そうかもしれない。俺も要塞都市にいた頃ころは、心を捨て去りたいと思っていた」

　誰にも理解されず、存在すら認められなかった。

　世界が、自分を拒絶しているように感じられた。

　アルツが拳こぶしを握りしめ、過去の苦悩を吐と露ろすると、フランはふい、と顔を逸そらした。

「……認めるのですか。意外なのです」

　前髪の隙すき間まからわずかに覗のぞいた瞳ひとみは、横目でじっとアルツを見つめていた。

　アルツは、それを見つめ返す。決して揺るがない、強い意志の光を宿らせて。

「だがそれは、俺が孤独だったからだ。頼もしい仲間がいる今は、違う」

　アルツの言葉と視線を受け、フランはびくりと肩を震わせた。

「仲間……。そんなもの……」

　フランは顔を跳ね上げる。

　きつく引き結んだ口元が開く。先ほどの激しさから一転して、淡々とした声だった。

「……だからあなたたちは、愚おろかだと言うのです。その仲間は今、なにをしていたのです？　憎しみと敵意をまき散らし、この場の全員に恐怖と不安を拡大させただけなのです」

　前髪の隙すき間まから、フランは目を細めてリステルをにらみつける。対象ではないアルツですら肌で感じ取れるほどの、冷たく、凍いてつくような視線だった。

「以前はあれだけ優秀だったリステル準機士が、今では感情に振り回されるばかり。……やっぱり、心なんてもの、ないほうがいいのです」

「リステルのことを、知っているのか……」

「……フラン・ティコー。僕の部下だった女の子だよ」

　冷たい視線に動じる様子もなく、リステルはフランへと向き直る。

「要よう塞さい都市の歴史上、最年少で準機士になったエリート。僕よりも年下で、戦闘経験も少なかったけれど、分析力や判断能力は群を抜いていた」

　素直な賞賛の言葉からは、フランのことを高く評価していたことがうかがえる。

　それだけに、彼女がここにいることは、複雑な思いがあるのだろう。

「そんな君が、処分の対象になるなんて……」

「夏世界でいうところの『同類、相あい憐あわれむ』というやつなのです？」

　悲しげに目を伏せたリステルに、フランは小さく首を横に振った。

「同情なら必要ないのです。だってフランは──」

　唇が、にやりと歪ゆがんだ笑みを形作った。

「リステルを、笑いにきたのです」

　その声を聞いたアルツの背筋に、冷たいものが走った。

　この少女は──違う。今まで受けたことのない感情だと、やや遅れて思考が理解する。

「僕を、笑う……？」

「そうなのです。リステルの行動を見ていて、フランは改めて感情の愚かさを理解しました。あれほど優秀だったリステルが、なにかと言えば兄さん、兄さんと、そればかり。本当に、愚かな姿なのですよ」

「……僕が兄さんへ向ける愛を、否定するのかい？」

　リステルの瞳ひとみが、すっと細くなる。手には短剣を握り、一歩一歩、ゆっくりとフランへ歩み寄っていく。

　──彼女は本気だ。返答次第ではフランを傷つけることも辞さないだろう。

　感情を持つ者なら理屈ではなく感覚で理解できる迫力を、リステルは放っていた。

　周囲のゼノイドたちはそれを察さつ知ちしたのか、フランから離れていく。危険から逃れようという、半ば本能的な行動だ。

　だが、当のフランはといえば。

「その短剣で、フランをどうしようというのです？」

　抵抗も逃亡もせず、だらりと両腕を広げただけだった。

「好きにするといいのです。傷つけられたところで、フランの主張の正しさが証明されるだけなのですから」

　──傷つける。

　その単語に反応したのか、ゼノイドたちの中には顔面を蒼そう白はくにする者が出始めた。

　無理もない。感情に目覚めた彼らも、同族によって処分される寸前だったのだ。目の前で起ころうとしている光景と、同じように。

「やめろ、リステル！　彼女は俺おれたちと同じ感情を持つゼノイド、仲間なんだぞ!?」

「止めないで、兄さん。僕はこんなやつ、仲間だなんて認めない！」

　アルツの制止に耳を貸す様子もなく、リステルは短剣を握る手にますます力を込める。

　その切っ先がフランの身体からだに吸い込まれていく、その瞬間。

「……やめなさい、リステル」

　ナユキの手が短剣の刃やいばを掴つかみ、その凶行を寸前で留めていた。

「ナユキ……僕の愛を否定するというのなら、君であろうと容よう赦しやはしないよ」

「あんたの考えを否定するつもりなんてないわ。……ただ」

　と、ナユキはちらりとフランの方へ視線を走らせる。

















「あの子にも、あの子の考えがある。力ずくでそれを否定するっていうんなら、あんたの行いはあの子以下ってことよ」

「…………」

　ナユキの言葉を理解したのかはわからない。が、リステルは大人しく短剣をしまうと、ふい、と顔を背けて部屋を出ていった。

　その背を追おうとしたアルツだったが──。

「ナユキ、その手は……!?」

「え？　ああ、これ？」

　リステルの短剣を止めたナユキの手からは、ぼたぼたと赤い血が滴っていた。

「咄とつ嗟さのことだったから、イデアでのガードがちょっと追いつかなかっただけよ。大した傷じゃないわ」

「だが……」

　心配ないという風に笑うナユキと、どうしたらいいかわからず立ち尽くすアルツ。

　そんな二人の様子を見たフランは、さも満足そうに笑った。

「あはは。みんなも理解したのです。感情を持った人間は、正当な理由もなく人間を傷つけることができる。ゼノイドよりも、よっぽど愚おろかなのです」

　アルツたちに集中する室内の視線。そこに宿るのは、恐怖、不安──重苦しい負の感情だった。

　そしてフランは、部屋全体に響くほどの声を張り上げる。

「隣にいる人の感情が、すべて理解できるのです？　さっきまで好意的に接していた相手が、次の瞬間には自分を傷つけるかもしれない！　感情という不確かなものの前では、理屈なんて関係なくなるのです！」

　──ゼノイドたちの間に、緊張が走った。

　先ほどまで手を取り合い、熱気を分かち合っていた相手に、疑惑の視線を送る。一人が周囲を警戒するように離れれば、その動きは連鎖的に拡大。部屋の中央に密集していた一団は、瞬く間にあちこちへ散っていった。

「それでいいのです。人間が集まっても、そこには戦いが生まれるだけ。夏世界の歴史が、それを証明しているのです」

　夏世界。そのフランの言葉に、ナユキが眉まゆをひそめた。

「黙って聞いてれば、ずいぶんと舌の回るゼノイドじゃない。もしかして、クーラとかノア機関の関係者だったりするわけ？」

「なんのことです？　フランが知っているのは、養育施設で受けた内容だけなのですよ」

　首を傾かしげるフラン。一方、アルツには心当たりがあった。

「……都市の教育、か」

　Ｘ結晶機構は、脳から感情を排除し、演算装置として扱うことで運用可能となる。そのため要よう塞さい都市では感情は禁忌とされ、徹底した教育が行われている。

　感情の悪影響について、人間の愚おろかさについて──など。

　これらのカリキュラムにより、ゼノイドたちは感情を持たない現状こそが正当なのだと認識し、疑問を持つことすらなくなっていく。

「感情に目覚めた後、フランは教育以外の都市の記録も調べたのです。……でも」

　うなだれながら、フランは言葉を続ける。

「知らない方が……よかったのです。心を持った人間は他人を騙だまし、利益を奪い、自分だけよければよいと思う生き物だという記録しか……なかったのです。そんな愚かな存在になってしまったと思うと……フランは……」

　意気消沈するフランを見て、ナユキは悲しげに目を伏せた。

「人間の心は悪い面ばかりじゃない……って言っても、今は信じてもらえないでしょうね」

「……ああ。彼女の気持ちは、俺おれにもよく理解できる」

　フランは、要よう塞さい都市というシステムの被害者なのだ。

　その存在を否定され、心まで貶おとしめられ──行き着く先は、心の闇やみに絡め取られた絶望。

　アルツもナユキやミーネと衝突した過去がある。もし、あそこで和解できなければ、今のフランと同じようになっていただろう。

　この少女は、アルツのもう一つの未来の姿かもしれなかった。

「聞いてくれ、フラン。俺もまだ、人の心を完全に理解できたわけじゃない。……それでも、人間は愚かではないと断言できる」

　アルツは、握った拳こぶしを胸に押し当てる。

「ナユキ、ミーネ、リステル。彼女たちの力を借り、俺は生き延びることができた」

　だからこそ、フランにも伝えたかった。人の心には、尊い面もあるのだと。

「俺は知っている。人は、誰だれかを助けたいと思ったとき、自身の弱さを越えられるのだと。俺も死ぬのは怖い。だが、彼女たちを助けたいという思いが、俺を戦わせてくれるんだ」

「それがイデア……人の心の力だというのですか？」

「そうだ。俺のイデアの源は、俺一人ではない。仲間の存在が力を与えてくれている」

　アルツの言葉に、フランはしばし黙考して。

「……ですが、それでは論理が破は綻たんしているのですよ」

　フランが片手を上げる。指し示した先は──ミーネ。

「その人はさっき、アルツを突き飛ばしました。その理由を、ここで説明できるのです？」

　確かに、なぜミーネがそんなことをしたのか、アルツにはわからない。

　回答できないアルツに対し、フランが言葉を畳みかける。

「そもそも、アルツたちの闘争の発ほつ端たんは、その人の不可解な行動なのですよ。それでも彼女が仲間だというなら、フランはその理由が知りたいのです」

「それは……」

「これほどに不確定要よう素そが多くても、まだ、他人を頼りにするというのです？　あなたの言葉どおりであるならば、イデアという力はとても弱く、脆もろい。そんなもので、どうやって戦えばいいのです？」

　少なくともゼノイドたちには正論だったようだ。彼らの恐怖の視線がミーネに注がれる。

「あ……。わ、わたしのせいで……こんな……」

　責任を感じたのだろう。座り込んでいたミーネは両手を床につき、がっくりとうなだれた。この世界から消えてしまいたい──そう言わんばかりの丸まった背中に、フランの言葉が降りかかる。

「感情なんていう不確かなものを頼りにするなんて、愚おろかの極み。心を持った人間は、互いに傷つけ合うことしかできない。なら……一人でいるのが、一番いいのです」

　そう結論づけたフランは背を向ける。

　言いたいことは言った、もう話すことはない、ということなのだろう。

「それでも俺おれは、ミーネを信じている」

　そんな彼女に向けて──アルツの返答は、ただ一つ。

　理屈ではなく、己の胸から湧わき上がる感情しかなかった。

「……信じる？　信じると、アルツはそう言ったのです？」

　フランは首だけを振り向かせた。髪の隙すき間まから覗のぞく目元は、これまでにない敵意を滲にじませている。

「ああ。ミーネがなぜ、あんなことをしたのか、今の俺にはわからない。だが、それはけして、信頼を損ねるような理由にはならない」

　たとえ何度衝突したとしても、アルツの意思は揺るがない。

「ミーネの長所も短所も、すべて受け入れると決めている。なにがあろうと、彼女は俺たちの仲間だ」

「あ、アルツさん……」

　ミーネは喜びに声を震えさせながら、今にも涙をこぼしそうな瞳ひとみをアルツへと向ける。

「……まったくもって理解不能なのです」

　フランは小さく首を振る。前髪の隙間からわずかに覗く瞳に、困惑を浮かべて。

「アルツの言葉は愚か極まりないのです。不可解な思考の相手といて、不安や恐怖はないのですか？」

「不安や恐怖か……」

　アルツは逡しゆん巡じゆんし──ふっと小さく笑った。

「それを乗り越える力を与えてくれたのも、やはり彼女たちだ。自分と他人は異なる。それが……楽しいんだ。ナユキも、ミーネも、リステルも、みな俺とは違う。だからこそ、わかりあえたときはうれしいと思える」

　アルツの声は、優しさに満ちていた。

　他人を許容できる広い心を持て──アルツの中に息づく、両親からの教えだ。

　それが今、猜さい疑ぎ心しんという闇やみに包まれた周囲のゼノイドたちの心を、照らそうとしていた。緊張で強こわばっていた身体からだから、少しずつ力が抜けていくのが見て取れる。

　そんな彼らに、アルツはさらに呼びかける。

「みんなも、さっき二人一組になったことを思い出してくれ。他人と動作を合わせる──それだけのことが楽しかっただろう？　なにも難しいことはない。俺おれたちがわかりあうためには、そんな簡単なことからはじめればいいんだ」

　人と人の隙すき間まを埋めるように、アルツの言葉が浸透していく。

　いつしか部屋全体が、暖かいなにかで包まれていた。ゼノイドたちはお互いに視線を合わせると、先程の楽しい気持ちを思い出したのか、ゆっくりと警戒を解いていった。

「……なぜなのです？　アルツの、理論も整合性もない言葉に、どうしてここまで……」

　予想外の事態だったのだろう。フランは戸と惑まどいを隠せない様子で室内を見回していた。

　そんな彼女を見つめ──アルツは、ゆっくりと口を開く。

「フラン」

　名を呼ばれ、フランはびくりと身体からだを震わせた。アルツに顔を向けたその瞳ひとみが大きく見開かれているのが、前髪の隙間からわかった。

「なん……なのです……？」

「俺は、おまえともわかりあいたいと思う」

　それは、心からの素直な言葉。だが──。

「……いやなのです」

　あどけないその口元が紡つむぐのは、はっきりとした拒絶の意思。

「根拠のない言葉をいくら口にしたところで、聞くに堪えません。信じる、なんて曖あい昧まいな行動を、アルツはどうして強いるのです？」

「それは違うぞ、フラン。俺は……」

「これ以上は話すだけ無駄なのです。いつか必ず、フランの言葉が正しいと証明される日が来るのですよ」

　フランはそう言い放つと、さっとアルツたちに背を向け、部屋を出ていった。

「待て、フラン！」

　アルツが呼び止めるが、すぐにその姿は見えなくなる。

　ナユキは腕組みをしながら、フランの消えた扉を見つめていた。

「……フラン、か。また厄介な子が来たものね」

　そう言って軽く肩をすくめると、アルツの背を叩たたく。手のひらの傷はイデア・シュラウドで保護されていたが、痛々しいことには変わりない。

「すまない、ナユキ。……リステルを止めてくれて、感謝する」

「気にしないでって言ってるでしょ。リステルもそうだけど……フランみたいな、ああいう難しい子と向き合わなきゃいけないときは、傷の一つや二つ、覚悟してるわ」

「そういうものなのか……。感情とは、やはり難しいものだな」

　アルツの言葉に、ナユキは苦笑する。

「まぁ、すぐに打ち解けるのは無理よ。心を開いてくれるのを、気長に待ちましょう」

「ナユキ……。あぁ、そうだな」



　──こうして、波乱の歓迎会は幕を閉じたのだった。



※　　※　　※



　歓迎会の後、アルツは格納庫の付近に屹きつ立りつする、旧人類プロト・カインドの遺跡へと赴いていた。ゼノイドたちの部屋を作るための資材を探しに出たのだ。

「おお……」

　イデアの光に照らされた内部を目にして、アルツは感かん嘆たんのため息をもらした。

「これが、旧人類の遺跡内部か……」

　雪原に半ば埋まるようにして残る、巨大な建築物。内部はところどころ壁が崩れて雪の侵入を許しているものの、構造の大半はまだ原型を保っていた。

「危ないから、素手で触ったらダメよ。特に金属なんか、皮膚が凍って離れなくなっちゃうんだから」

　探索には、遺跡のことを熟知するナユキが同行していた。ミーネとリステルも、アルツの背後にいる。

「夏世界において、この建物はなんの用途だったんだ？」

　四人で階段を登りながら、アルツは質問する。

「普通のマンションよ。集合住宅っていうか……とにかく、人が生活してたところ」

「なるほど。それは楽しみだ」

　階段を登りきると、扉が四つ横に並んでいた。しかしいずれも、冬世界の到来とともに凍り付いて久しいのだろう。氷で固く閉ざされていた。

　ナユキは手のひらをイデアで覆おおうと、四人に一番近い扉に触れ、溶かしてから開く。

「お、おお……！」

　アルツは目を輝かせた。扉の向こうは、見たこともないものでいっぱいだったのだ。

「ナユキ！　この四角くて平たいものはなんだ!?」

「テレビね。なんて言えばいいのか……そう、映像の再生装置よ」

「本当か!?　では、持って帰って見よう!!」

「残念だけど、放送やってないから見れないわよ。あたしも、ほとんど見た記憶ないし」

　するとナユキは、どこか遠くを見るような目をした。

「ＸＥＮＯゼノが現れてすぐの頃ころは、まだ平和だったらしいんだけどね……。あいつらの進化のスピードは、憎たらしいくらいだったわ」

「ＸＥＮＯの進化……？　どういうことだ？　やつらは最初から、あの形態だったのではないのか？」

　アルツは要よう塞さい都市でＸＥＮＯについて学習したが、そんな情報はまったく知らない。

　それが意外だったのか、ナユキはきょとんとした顔を向けてきた。

「あれ、知らなかった？　世界で最初に確認されたＸＥＮＯゼノって、昆虫……って言ってもわからないか。こんなちっちゃなやつだったらしいのよ。それこそ踏めば簡単に倒せるような、人を襲うこともない無害な存在」

　ナユキは親指と人差し指で、つまむような動作をする。

「なのにたったの二十年で、ティラノ級みたいなデカブツに進化して、最終的には──」

　そこで唐突に、ナユキは言葉を詰まらせた。

「ナユキ……？」

「えっ!?　……あ、ゴメン。なんでもないわ。今のは忘れて」

「そう、なのか？　だが……」

「ほら、作業をはじめるわよ。今夜中には、みんなの部屋を作らなきゃいけないんだから」

　アルツの追及を半ば強引に打ち切ると、ナユキはてきぱきと指示を飛ばした。

「リステルは、さっきメモしてきた寸法どおりに、天井とか壁を切り取って。そしたらミーネが、建物が崩れないようにイデアの壁で補強。いい？」

「……わかった」「は、はい。わかりました」

　二人は短く答えて作業に取りかかった。もたつくミーネをリステルが叱しつ責せきしていたが、その程度。先程のような一触即発の事態にはならなかった。

「……よかったわ。なんとか協力してるみたい」

　ナユキが微笑ほほえみながら評したとおり、二人の仲は険けん悪あくというほどではなかった。

「あんなことがあったばかりだし、リステルのこと、ちょっと心配してたんだけど」

「大丈夫だ。俺おれたちは仲間だ。絶対にわかりあえる」

「……そうね。いつかは、あの子も」

　名前は出さなかったが、誰だれのことを言っているのかは理解できた。

　──フラン・ティコー。やはりナユキも、彼女のことを気にかけていたのだった。

　残ったナユキとアルツは、室内の凍りついた扉に向かう。ナユキは先程と同じように、それを溶かした。

「さて、はじめますか。宝探しかぁ、懐かしいわ」

「こうした探索は、頻ひん繁ぱんに行っていたのか？」

　アルツが問うと、ナユキはわずかに表情を曇らせた。

「……まぁ、ね。あたしが物心つくころには、世界はＸＥＮＯとアウター・スノウで滅め茶ちや苦く茶ちやになってたから。こうやっていろんなものをかき集めて、どうにか生き延びてたのよ」

「そうか。ならば食料も、ここで探していくんだな」

　今まではノア機関の協力で食料が支給されていた。しかしその人員が避難してきた以上、補給線は絶たれてしまったのだ。

　新たな補給をどうするか。雪を食べることのできるアルツたちゼノイドはともかく、ナユキにとっては命に関かかわる。

　だが当のナユキは、大した問題ではないとばかりに肩をすくめるだけだった。

「食料は厳しいわね。残ってたとしても三百年前のは……ねぇ。さすがに食べられないわ」

「では、どうするんだ？　以前もらった食料は、もう残り少なかったはず」

「あたしのことはいいの。今はゼノイドたちに、ちゃんとした生活をさせてあげたいから」

「だが……」

「平気よ、へーき。一日や二日くらいなら、食べなくても死にはしないわ」

　そう言って、ナユキは微笑ほほえんだ。

　強がりではなく本心からの言葉だと、アルツには思えた。

　──自分よりも、困っている他人を優先できる。これも人間の心なのだ。

　また一つ、ナユキに教えられた気がした。

「……了解だ。それで、俺おれはなにを探せばいい？」

「まずは衣服よ。要よう塞さい都市の防寒服なんて固くて着られたものじゃないけど、インナーだけでもちゃんとした布にすれば、多少は着心地もよくなるでしょ」

　ナユキは以前、イデアが使えなくなったことがある。そのときに着た防寒服のことを言っているのだろう。

　扉を開けると、そこにはいくつもの引き出しがあった。そこも凍っていたが、やはり同様の手順で溶かす。

「中に入っている、これが衣服か。だが凍っているぞ？」

「溶かせばなんとかなるわよ。もし傷んでても、布を繋つなぎ合あわせればいいし」

「そうか。ならば、この入れ物ごと持って行こう」

　ナユキと二人で引き出しを抱えて、建物の外まで運び出す。そこには、滑走用の板に箱をつけた乗り物があった。なんでもソリという名称らしい。資材の運搬用にと、ナユキが格納庫から持ち出したものだ。

　アルツとナユキは何度か建物とソリを往復し、衣服をすべて積み込み終える。

「二人とも、そこを動かないでくださーい！」

　頭上からミーネの声が聞こえた。上を見ると、切り取られた建物の壁が降ってきた。

　着地の音と衝撃は、積もった雪で吸収された。さらに資材はミーネのイデアでくるまれており、落下による破損はない。降りてきたミーネに、ナユキが呆あきれたように一言。

「あんた、意外と思い切ったことするのね……」

「えっ!?　い、いえ、これは……リステルさんが……」

「手際が悪すぎたからね。ミーネのイデアなら、ああいう運用もできると思っただけだよ」

　リステルは半眼でミーネを見やる。するとミーネは何度も頭を下げた。

「……まぁ、これはこれでいいコンビ、ってことかしらね」

「ああ。リステルの行動力と、ミーネのイデアの特性が合わさり、いい結果をもたらした」

　アルツは暖かいものを胸に抱き、ソリを押し始める。ナユキたちもそれを手伝う。誰だれもなにも言わずとも、やるべきことはわかっていた。

「……あの、アルツさん」

　ソリを押しながら、ミーネが呼びかけてきた。

　振り向くと、ミーネは顔をうつむかせながら、上目遣いでちらちらとアルツを見ていた。

「さ、さっきは、ありがとうございました」

「さっき？　なんのことだ？」

「その……わたしを信じるって、言ってくれたことです」

　歓迎パーティでフランと言い争いをしていたときの発言だろう。

「ああ、あれか。突き飛ばされたときは驚いたが、怪け我がはなかったからな。本気で傷つけようとしたわけではないということは、理解している」

　すると、会話が途切れてしまった。五秒待って、十秒待っても、返事はない。

「ミーネ？」

　呼びかけると、ミーネはうつむいたまま、すがるようにアルツの服をつかんだ。

「……怖かったんです。自分でも知らないうちに、身体からだが勝手に動いて。フランって子の言葉を聞いたら……いつか本当に、理由もなくアルツさんを傷つけるんじゃないかって」

　ミーネは、ソリを押す手を止めていた。それに気付いたアルツも立ち止まり、ナユキとリステルも足を止めた。

　四人の頭と肩に、しんしんと雪が降り注ぐ。かつて栄えい華がを誇っていた夏世界の街並み。今では人一人いなくなったその中で、ナユキが静かにつぶやく。

「人の言葉には力があるわ。それが心の奥底から紡つむがれたものなら、なおさら……。きっとあの子は、本当につらい思いしかしてきてないのよ」

　そして、優しくミーネの肩を抱いた。

「でも、あんたは違うはず。だから……負けちゃダメよ。フランの言葉にも、自分にも」

　ナユキの激励を受け、ミーネはゆっくりと顔をあげる。そこには確かな微笑ほほえみがあった。

「……はい。だってアルツさんが、わたしを信じてくれていますから」

「よしよし……と、言いたいところだけど」

　ナユキは笑顔のまま、ぴくりと眉まゆを跳ね上げる。

「そこは、アルツと『あたし』が、でしょうが！　ほらほら、復活したなら作業に戻る！」

　肩を抱いていた手で、そのまま背中をはたく。ミーネは「ひゃうんっ!?」と悲鳴をあげ、慌ててソリを押し始めた。

　──帰還した四人が、ゼストマーグの整備台を通り過ぎ、居住区へ入ろうとしたとき。

「……待て。なにかが動いた」

　アルツはゼストマーグの足元に異常を発見した。四人の間を緊張が走る。

「まさか、ここのゼノイドたちを追ってきた、要よう塞さい都市の……？」

　ナユキはいつでも銃を抜けるよう、腰に手を伸ばす。

　アルツたちは顔を見合わせてうなずくと、足音を殺し、静かに近づいていく。。

「……くぅ、くぅ……」

　だが──聞こえてきたのは、穏やかな寝息。

　フランだった。膝ひざを抱えて丸まり、ゼストマーグの巨大な脚きやく部ぶにもたれかかっている。どうやら眠っているようだ。

　アルツは安あん堵どの息を吐つきながらつぶやく。

「部屋を飛び出したまでは見ていたが、こんなところで……」

「一人がいい、とか言ってたものね。まったく、筋金入りのひねくれ者ね」

　ナユキは持ち帰った引き出しから大きな布を取り出すと、フランの身体からだにそっとかけた。

「ん……」

　フランが身じろぎした拍子に、前髪が横に流れ、その素顔をさらす。

　ナユキがくすりと笑った。

「あどけない寝顔。こうしてると、ただのかわいい女の子なのにね」

　立ち上がりながら、「おやすみ」と小声で挨あい拶さつする。アルツとミーネもそれに続き、最後にリステルが、アルツにうながされ渋々と挨拶していく。

　そうして四人が離れ、居住区に消えていった頃ころ。

「……ミント」

　夢を見ているのだろうか、フランが誰だれかの名前をつぶやいて。

「……いや、なのです……どうして、フランを………」

　唇を震わせながら紡つむがれたかすれ声とともに、一筋の涙が頬ほおをつたったのだった。


















第三章



　要よう塞さい都市におけるゼノイド奪還戦、および歓迎会から数日が経過した。

　格納庫に保護されたゼノイドたちの一部は集団生活に適応し、アルツたちと談笑できるまでになっていた。

　だが、それは元ノア機関の職員がほとんどで、まだまだ少数派。

　大多数のゼノイドたちは、いまだ戸と惑まどいながら日々を送っているようだった。

　さらに一部の数人は、フランの主張に同調したのか、頑かたくなに他人との接触を拒んでいる。

「悲しいけど、こればかりはフランの言うとおりなのよ」

　ナユキは目を細めてそう語る。

「他人と打ち解けるのが苦手な人ってのは、少なからずいるから……」

　まるで、夏世界のことを思い出すように──。



　そんなときだった。あの男が──クーラが訪れたのは。

　外部監視装置が映し出す映像を見て、アルツの胸中は不安で渦巻いていた。

　クーラが格納庫前に運び込んだのは一つの箱だった。ただし、ゼノ・トランサーが三機がかりで運搬しなければならないほど、巨大な。

　まさか、とアルツは思った。ナユキも同じことを考えていたのか、話も聞かずに追い返そうとしていた。アルツもそれに同意するつもりだった。

　だが、珍しいことが起きた。

「あ、あのっ、話ぐらいは……聞いてもいいと思うん……です……」

　あの消極的なミーネが、口を挟んできたのだ。最後は尻しりすぼみになり、うつむいてしまったが、彼女は確かに反対意見を述べた。

　アルツは驚いた。そしてそれ以上に予想外だったのが、ナユキの反応だった。

「……わかったわ。そうしましょう」

　彼女はじっとミーネの目を見つめ──どこか満足そうに、そう微笑ほほえんだのだ。

「ナユキ……いいのか？」

「ええ。弟子の背中を黙って見守るのも、師匠の役目よ」

　アルツには、さっぱり訳がわからなかった。

「……どういうことだ？」

「ふふっ。あんたには、まだちょっと早かったかもね」

　意味深げな笑みを浮かべ、肩をたたいてくるナユキ。

　アルツは首を傾かしげるばかりだった。



「実物を見れば、考えも変わるのではないかと思ってね。以前話した量産型ゲマルガルドを持ってきた」

　格納庫へと招き入れられたクーラが口にしたことは、まさにアルツの想像通りだった。

　再び、量産型ゲマルガルドのパイロットを募ろうというのだ。

　万一に備えて、ゼノイドたちには各自の部屋から出ないようにと厳命してある。

　以前、ゾット司令がリステルにしたように、強制的に連行される恐れはない。

　だが──。

「……まさか、ここまで図ずう々ずうしいとはね。ごまかしたりせずに直球で……いや、単に空気読んでないだけ？　とにかく、怒りや呆あきれを通り越して、ほめてあげたいくらいだわ」

「私には私の考えがある。それに従っているにすぎんよ。だが、賞賛の言葉は受け取ろう」

「皮肉も通じない、か……」

　ナユキは小声でつぶやいた。

「そして私は、私の未来予測にも自信を持っている」

　それに気付いているのか、いないのか。クーラは何事もなかったように言葉を続ける。

「……彼らゼノイドの中には、君たちとは主義主張を違たがえた者が現れたのではないかね？」

「そ、それは……！」

　見事なまでに言い当てられ、アルツは激しく動揺した。

　以前、クーラは去り際に告げた。──遅かれ早かれ、私を頼る者が現れる、と。

「アルツ……。そんなバカ正直に……」

　ナユキはため息をつき、片手で目を覆おおった。

　二人の反応を見たクーラは、にやりと笑う。確信を得たのだろう。

「やはり、再び訪れて正解だったようだな。きっと今ならば、私の言葉に耳を貸す者もいるだろう」

「待て！　彼らを実験台にすることは、俺おれが許さない！」

　格納庫の奥──ゼノイドたちが居住区として利用するフロアに向かおうとするクーラ。まるでそれが当然であるかのように歩みを進める彼の前に、アルツは大きく手を開いて立ち塞ふさがる。

「アルツ君、そこをどきたまえ」

　だが、クーラは動じる様子もなく、ただ冷静な視線をアルツへ向けるだけだ。

「君たちと意見が合わない者にとっては、私こそが希望かもしれないのだぞ？　それとも君は、そんな彼らの希望を踏みにじろうというのか？」

「く……」

　アルツは言いい淀よどむ。

　ためらいなく他人を実験台とするクーラ。そんな彼の思想が、誰だれかの希望になる。

　アルツには到底理解できない話だが──人には、それぞれの考え方がある。

「乗りたいのです!!」

　そのときだ。クーラを求める声が響いたのは。

　フランだった。ゼストマーグ整備用の資材の物陰に隠れていたのだろう。つかつかと足音を響かせ、歩み出てくる。

「その機体に乗れば、また戦えるのです？　だったら、フランは協力するのです」

「フラン、どうしてここにいる!?　部屋から出ないようにと言っておいただろう!?」

「そんな命令、聞けるはずがないのです」

　前髪に隠れた瞳ひとみをアルツへと向ける。相変わらず、その表情は読めない。

「フランは力が欲しいのです。誰だれにも頼らず、一人で生きていけるだけの力を」

「そのために、クーラの実験に協力しようというのか……!?　おまえの心が、せっかく目覚めた感情が、破壊されるかもしれないんだぞ!?」

「そんなもの、むしろ望むところなのです。こんなものを抱えて生きるくらいなら……！」

　フランは、クーラの背後に物言わずたたずむ二人のゼノイド──心も感情も、生命としての意思そのものも失った相そう貌ぼうへ、視線を向ける。

「だから、頼むのです。フランを乗せてくださいなのです」

「もちろん。断る理由はなにもない」

　懇こん願がんの言葉を受けたクーラは、満足そうな笑みをフランへと向ける。

「来るといい。機体へと案内しよう」

　フランを伴い、格納庫の外へと向かうクーラ。

　その背中を、不意にナユキが呼び止めた。

「待ちなさい、クーラ。……一つだけ、約束して」

「ふむ。なにかね？」

　顔だけを振り向かせたクーラに、ナユキはきつい視線を向ける。

「フランの安全だけは保証して。もしもなにかあったら……わかっているわよね？」

　だが──ナユキの口から出たのは、フランの行動を認める言葉。

　意外だった。ナユキは必ず反対すると、アルツは思っていたのだ。

「ナユキ、いいのか……？」

「いいわけないでしょ。……本当は、あたしだって止めたいわ」

　静かな言葉。だが、その中に、ナユキの感情が秘められているのがわかる。

「でもね、ああいう子は口で言っても聞かないのよ。悩んで、苦しんで……傷だらけになりながら、自分が納得する答えを探すしかない」

　人には人の──ナユキには、ナユキの考え方がある。

　それはアルツにも、漠然とではあるが理解することができた。

「……母さんが言っていた。人間は成功よりも失敗の方が、学ぶことが多いと」

「さすが留る美みさん。いいこと言うわね。まぁ、だいたいそんな感じよ」

　アルツとナユキは顔を見合わせ、微笑ほほえみを交わす。二人の心は決まった。

「二人とも、話し合いは済んだようだな」

　クーラの声に振り向き、うなずくと、彼はさらに言葉を続けてきた。

「君たちに言われるまでもないが、テスト・パイロットの安全は保証しよう。……だが、それが条件だというのならば、こちらからも一つ提案をしたい」

「……わかった。聞こう」

「テスト内容は実証試験──すなわち、こちらの量産型ゲマルガルドと、君たちゼストマーグの模も擬ぎ戦せんという形で行わせてもらいたい」

「なっ……」

　突然の申し出に、アルツは言葉を失う。

「もちろん、当人たちの賛同が得られれば、だがね。……どうだろう？」

「フランはかまわないのです。そういうことなら、相手は──」

　彼女が見据える先。そこには、興味ないとばかりに無表情の少女の姿が。

「リステルがいいのです。要よう塞さい都市でも模擬戦を行っていましたが、フランは一度もリステルに勝てたことがなかったのです。でも、今なら……！」

　挑発的なフランの言葉を受け、リステルは敵意を帯びた視線を向け返す。

「僕に勝てるって言うのかい？」

「今の愚おろかなリステルには、負ける気がしないのですよ」

「……また僕の愛を否定したね。いいよ。その勝負、受けた」

　話が成立してしまった。ナユキは小さなため息をつく。

「……止められる雰囲気じゃないわね、これは。で、模擬戦のルールは？　クーラのことだから、もう決めてあるんでしょ？」

「無論だ。決着は頭部、もしくはコクピットへの致命的な被ひ弾だん。両機のＦ・Ｃ・Ｓ火器管制システムをリンクさせ、攻撃行動の操作が行われた時点で戦闘は終了──つまり、実際に攻撃が当たることはない」

「ルール自体は妥当ね。……でも、Ｆ・Ｃ・Ｓ火器管制システムをリンクとか、さらっと言うけど可能なの？　ゼストのシステムは、あんたたちの機体とはまったく別物よ？」

「それなら心配には及ばない。以前、ゼストマーグを調べさせてもらったときに、解析は完了している」

　確かに、ゼストマーグが初めて要塞都市を訪れた際、クーラによる調査を受けたことがある。

　だが、たった数時間の間だ。とてもそこまでのことができるとは考えにくい。

　ナユキの額に、うっすらと冷や汗が滲にじんだ。

「あの短時間で解析って……。しかも分析不可能構造ブラツク・ボツクスになってる箇所もあったはずなんだけど……？　あんた、本当に何者なの？」

「嘘うそという概念がない要塞都市は、意外と快適なのだよ。なにしろ夏世界でいうところの監査機関というものがない」

　クーラは、ふっと意味深な含み笑いをもらす。

「技術、人材、資材……。記録さえ改かい竄ざんしてしまえば、いくらでも調達可能だ。私はそうして、独自の研究開発を続けてきた。ノア機関もその一部だ」

「組織を完全に私物化してるってわけ……？　とんだ上級機士長サマだわ」

「目的のためには手段を選んでいられないのでな」

　クーラの目的。アルツは記憶を引っ張り出す。それは確か──。

「以前、少しだが聞いた気がする。目的とは、ゾット司令を打倒し、ゼノイドに感情を取り戻させる……だったか？」

「間違いではない。だが──」

　一度は肯定したクーラだったが、小さく首を横に振った。

「それも手段でしかない。私の目的は、さらにその先にある」

「その先……？　どういうことだ？」

「知りたければ、この模も擬ぎ戦せんで君たちが勝利することだ」

　思わせぶりな台詞せりふだった。そしてクーラは、背を向けながら一言だけ。

「遠慮はいらん。本気で来たまえ」

　それ以上の問答は受けないとばかりに、クーラは格納庫を出ていった。フランも無言で後に付いていく。

　リステルは、その背中をじっと見据えていた。

「……もちろんさ。僕の愛の力、見せてあげるよ」

　イデアの放つ熱で空気が揺れ、風が舞う。

　それはあたかも模擬戦の熾し烈れつさをほのめかしているようで、アルツの胸をざわつかせるのだった。



※　　※　　※



　フランは、仰あお向むけになった機体の胸部コクピットへと、背中から落ちるように搭とう乗じようした。

　今のところ、この機体とゼノ・トランサーとの差異は、外装やコクピットの位置以外は見当たらない。操縦系統も見慣れたものだった。

「ですが、モニター用のＸ結晶が見当たらないのです。それに、これは……」

　天井から吊つり下さげられた、Ｘ結晶のついたリング──脳波センサーを手に取り、フランはわずかに顔をしかめた。

「重さが、違うのです……？」

　ずしりとした感触。リングについているものは形状こそ六角形だが、Ｘ結晶とは別のなにかなのだろうか？

　しかもよく見ると、内装全体が同様の素材で構成されているではないか。

「これは……あの格納庫や、ゼストマーグと同じ材質なのです……？」

「そう。金属と呼ばれる物質だ。それが機体の内外を問わずコーティングされている」

　クーラの声と共に、コクピット正面に光が灯ともった。

　フランはびくりと驚いたが、機体を覆おおう内壁が映し出されていることと、隅にクーラの顔が表示されていることから、それがメイン・モニターであるとようやく理解した。

　ゼノ・トランサーのモニターはＸ結晶により生成される氷板である。

　このような装置を、フランは見たことがなかった──いや、違う。あの格納庫に似たようなものがあった気がする。

「キン、ゾク……？　どうして、そんなものを使っているのです？」

　金属という物質自体は、アルツたちに保護されて以来よく目にしているものだった。

「あれはただ硬度が高いだけ。多様性のない物質を、機体に使用する必要があるのです？」

「この機体はイデアとＸ結晶の両方を動力としているが、パーツのほとんどはゼノ・トランサーを流用している。つまりは雪でできているわけだ。それらがイデアで溶けないための処理だ」

「イデア……！　アルツたちと同じ力を使って、フランは戦うのです……!?」

　ぎり、と、フランは奥歯を噛かみしめた。

　感情に振り回される人間の愚おろかさを証明するために、感情から生まれる力を使うのか。

　その論理的な破は綻たん、思考のループに、フランが揺れ始めたとき。

「脳の進化の歴史を知っているかね？」

　クーラが、脈絡のないことを口にした。

「……なんのことなのです？」

「生物の進化の歴史、と言い換えてもいい。かつてこの世界には、人間以外にも様々な生物が存在した。その中で高度な感情を有したのは人間だけだったが……他ほかの生物にまったく感情がなかったわけではない」

「だから、いったいなんの話なのです!?」

「まぁ聞きたまえ。では、人間以外の生物は、どんな感情を有していたと思う？」

「……わからないのです。感情のことなんて、興味もないのですよ」

「ならば覚えておくといい。生物の根元的な感情──それは恐怖だ。危機に直面した際に恐怖し、自己の保ほ身しんを計ろうとするのは、生物的な本能と言ってもいい」

「自己の、保身……！」

　フランはうつむき、自身の両肩を抱くようにしてびくりと震えた。

「そうした負の感情は、生きるということと切っても切り離せない。なぜなら人間は、生きている限り死の恐怖に怯おびえなければいけないからだ」

　──だから感情なんかいらない。それは、フランがアルツたちの前で言ったことだ。

　思わずクーラの言葉に耳を傾けていると、彼は。

「……しかし、だ」

　そこで逆説の言葉を用いて、口元を緩ませた。

「負の感情を感じないように脳を調整できたら、とても素晴らしいとは思わないか？」

「それはつまり、いやなことは全部なくなるのです……!?　そ、そんなの、本当にできるのです!?」

「できるとも。そのためのｉＸイクス理論だ」

　クーラは即答すると、矢や継つぎ早ばやに問いを投げかけてくる。

「フラン君は、なぜ戦う？」

　その問いに、フランもつられるように即答する。

「決まってるのです!!　フランの正しさを証明するためなのです!!」

「ならば、センサーを頭部に装着し、その気持ちを機体へと送信したまえ」

「……わかったのです」

　フランはリングを頭に乗せると、心の中で念じた。

（お願いなのです……！　フランは、自分の正しさを証明したいのです!!）

　すると、不思議な感覚がフランを襲った。

　──熱い。脳の奥に、じんじんとしびれを感じる。

『本当に、それだけなのですか？』

　頭ず蓋がいに反響するのは、フラン自身の声だった。だが彼女は一言も発していない。

「な、なんなのです!?　この声は……!?」

『素直になるのです。心の奥底に抱えたものを、解き放つのです』

　まるでもう一人の見えない自分が、そこにいるようだった。

　だから、なのだろうか。その声はフランの心をえぐるように染み込んでくる。

「心の奥底……フランは、そんなもの……」

『だったら教えてあげるのです。フランは、アルツたちが嫌いなのです。憎いのです』

「あ……。そ、それは……」

『感情に目覚めた原因は、ゼストマーグなのです。もしアルツたちがいなければ、《あんな思い》をすることもなかったのですよ』

「……ミント」

　フランは誰だれかの名を呼び、なにかに耐えるように自身の両肩を抱いた。

『なのに当のアルツたちは、すぐに仲間、仲間と……！　その仲間に、フランがどんな目に遭わされたのかも知らずに！』

　もう一人のフランが声を震わせた。

　──理解できる。これは怒りだ。フラン自身が、心の奥底に抱えていたものだ。

「そう、なのです……。フランは、アルツたちが嫌いなのです！　憎いのです！」

　重なっていく。言葉と、感情が、もう一人のフランと。

「愚おろかにも仲間なんてものを信じるアルツたちに、フランは絶対に負けるわけにはいかないのです！　勝って、フランが正しいことを証明しないと……フランがフランでいられなくなってしまうのです!!」

　感情をはっきりと言葉にすると、脳がますます熱く、しびれていく。

『勝つのです』『勝つのです』『勝つのです』

　声の数が増えていく。右から、左から。やがてそれは前後、上下と広がり、ついにはありとあらゆる方向から自分の声が聞こえてきた。

「あ、あ、あ……」

　きちんと声帯を震わして発したはずの声も、その中に消えていく。脳のしびれは視神経にまで及び、視界が明滅する。

　そして、完全に意識が白く飛んで──。

「……フランは、勝つのです」

　その声は、誰だれのものだったのか。

　──決まっている。自分だ。フラン・ティコーの意志だ。

「フラン君。気分はどうかね？」

　クーラの声が聞こえた。

　そう。コクピットの中は、とても静かだ。フラン自身の息づかいすら耳に届いている。

　脳の奥には、じんわりと熱が留とどまっているが……不快感はない。むしろ高揚感すらある。

「……すごく、すっきりしているのです。けれど頭の中は、アルツたちに勝ちたいという思いでいっぱいなのです。これは、どういうことです？」

　フランの問いに、クーラの口元が笑みを浮かべた。

「ｉＸイクス理論は正常に機能したようだな。これで君の意識は機体システムとリンクされた。まずは思考プラグラムでＸ結晶を操作し、ハッチを開放してみたまえ」

「わかったのです」

　ゼノ・トランサー搭とう乗じよう時のようにプログラムを組み、送信する。

【main(){int ary[][2] = {10 , 100 ,1000 , 1000}──】

　ハッチが左右に開き、雪を吐き出し続ける曇どん天てんでモニターが埋まる。そしてそれはゆっくりと傾き、旧人類プロト・カインドの遺跡と、ゼストマーグの格納庫を映し出す。

　仰あお向むけの量産型ゲマルガルドが、整備台ごと縦に立ち上がっているのだった。

　──できた。感情に目覚めて以来、扱うことのできなかったＸ結晶の制御が。

　やがてジャッキアップが完了し、フランの背筋を重力が貫く。頭部でわだかまっていた血流が、すっと下がるのを感じた。

　だがそれでも、脳内の熱は収まるどころか、ますます増大していく。

「……さぁ、早く出てくるのです。フランの力、思い知らせてやるのですよ」

　ぺろり、と、フランは舌なめずりをした。

　眼がん前ぜんに映る格納庫のハッチはすでに開放されており、待機状態の灰色のゼストマーグを確認できる。

　戦いを待ちきれず、瞬まばたきすら忘れてモニターを注視していると、そこになにかが表示された。

「これは……ゼストマーグの戦闘諸元コンバツト・データ？」

「現在、ゼストマーグとシステムをリンク中だ。それに乗じて……な」

　つまりは無断で奪ってきた、ということか。

「そんなことをしなくても、フランは勝つのです。……でも、どうせやるなら、徹底的に打ちのめしたいのです。ありがたく使わせてもらうのですよ」

「いい答えだ。健闘を祈る」

　それを最後に通信は終了した。

　静まり返ったコクピットの中、フランは無言で記録に目を通す。

　今までにないほど思考は冷静だった。記録からゼストマーグの戦闘パターンを読み解くと同時に、こちらの取るべき対応策が即座に浮かんでくる。

　その一方では、勝ちたいという感情が暴走寸前にまで高まり、胸の鼓動を激しくする。モニター上に表示される機体出力は、刻一刻と上昇を続けていた。

　──負ける要よう素そが見当たらない。

　いつしかフランの口元は笑みの形に固まり、長い前髪から覗のぞく目は赤く血走っていた。

「見えるのですよ！　相手の予測される動きが！　フランの勝つ未来が！」

　眼球はせわしなく動き、情報を追い求める。

　その処理速度は人間の限界を越えていたのか。それとも、瞬まばたきを行わないことへの防護反応か。いずれにせよ異常を感知した瞳ひとみは分ぶん泌ぴつ液えきを滲にじませ──やがてそれは、滴となって頬ほおをつたった。



※　　※　　※



「リステル、いけるか？　模も擬ぎ戦せんとはいえ、相手はかつての仲間だが……」

　アルツはゼストマーグの前部座席で、操縦系統のチェックをしつつ声をかけた。

　すると斜め後方のリステルが、迷いを見せずうなずく。

「問題ないよ。相手が誰だれであろうと、僕は兄さんを守るために戦う」

「……わかった。おまえの力を貸してくれ」

　兵装切替モード・チエンジシフトレバーをリステルの項目に倒すと、後部座席が移動し、リステルが中央の配置になる。フランが指名した相手はリステル。メイン・ドライバーは彼女で固定し、他ほかの二人はあくまで索さく敵てきなどのサポートに回る。それがこの模擬戦のルールだ。

「了解だよ、兄さん。イデア・シュラウドを機体にフィッティング開始」

　リステルの放つ意志の力がゼストマーグを覆おおい、その姿を変えていく。

　格納庫内に赤い光が弾はじけて消えると、長く鋭利なブレードと腕部を一体化した巨人が、整備台に立っていた。

　機体色は、冴さえ渡わたる青。リステル仕様のゼストマーグである。

　それはゆっくりと足を踏み出し、開け放たれたハッチへと歩行していく。

　格納庫内に定期的な振動と、硬質な金属の摩ま擦さつ音おんを響かせながら、ゼストマーグは雪上へと歩み出た。

　対たい峙じするは、薄い灰色を基調に、一部を青で塗り分けた機体──これが、量産型ゲマルガルドの姿だった。以前リステルが搭とう乗じようしていた試作機よりも、各パーツのラインが丸みを帯びている。おそらく機構の簡略化に成功しているのだろう。

『……待っていたのですよ』

　モニターの隅にフランの顔が表示された。通信回線が開かれているのだ。

「フラン……!?」

　アルツは二重の意味で驚きの声をもらした。

　一つは、急にフランの声が聞こえたことだったが、両機のシステムはリンクされている。よく考えれば不自然ではない。

　むしろ、もう一つ……フランの表情の理由こそ、アルツにはまったく理解できなかった。

「なぜ涙を!?　悲しい、のか……？　だとしたら、どうして笑っている!?」

『なにを言っているのです？　そんなことより、早くはじめるのです！　そしてフランに気持ちよく勝たせるのですよ！』

　流れ落ちる涙もそのままに、フランは狂気染みた甲高い声で叫んだ。

「あの子、自分自身の異常に気付いてないの……!?　まさか、心が!?」

　ナユキが悲痛な面もちでモニターを見つめる。

　だがリステルは、小さく首を横に振った。

「いや。あれが正常な動作だよ」

「そうか、おまえはあれの試作機に……！」

　アルツが振り向くと、リステルはモニター越しにフランをじっと見据えていた。

「ｉＸイクス理論は、脳内を単一の感情のみに調整して、空いた領域でＸ結晶の演算を行うんだ。僕の場合、兄さんへの愛がそれだったわけだけど……元々、他ほかの感情はほとんどなかったみたいだね」

　その説明に、ナユキはわずかに表情を強こわばらせた。

「要するに、その……アルツへの、あ、愛以外、ないってこと？　相変わらず、さらりととんでもないことを言うわね……」

「もちろんだよ。僕の心には兄さんへの愛以外ないし、必要もない。……とにかく、そのおかげですぐにシステムに慣れることができた。でも、彼女は違うみたいだね。調整のための負荷が、僕のときの比じゃない」

「では、フランは無理をしている……ということか？」

「そうなるね。心が壊れる、まではいかなくても、乗り続けていたら悪影響が出るかもしれない」

「……了解した。ならば、出し惜しみはなしだ。一気に勝負をしかける！」

　アルツはモニターに向き直り、操そう縦じゆう桿かんを握る。

「フラン！　はじめるぞ！」

『ようやくですか！　待ちくたびれたのです！』

　──模も擬ぎ戦せん、開始。

　ゼストマーグは板を展開し、量産型ゲマルガルドへと滑走していく。

「回避機動をとりながら接近する！　リステル、姿勢制御を頼む！」

「うん、任せて！」

　アルツが操そう縦じゆう桿かんとペダルによる操作を駆く使しし、リステルがそれをサポート。

　補助ブースターをストック・モードに変形させた機体は、左右の細かなターンを繰り返しつつ、距離を詰めていく。

　これが模も擬ぎ戦せんである以上、頭部かコクピットに一撃でも被ひ弾だんしたら終了だ。いかにして的を絞らせず、動き続けられるか──それが勝敗を分ける。

『やっぱり、妥当な戦術できたのです。なら、こちらは……こうなのです！』

　対して、フランはバックステップ。機体をこちらに向けたまま、後方へ跳ちよう躍やくした。

　そして腰の補助ブースターを引き抜き、ブラスター・モードに変形させて銃口を向ける。

「もう攻撃行動に移った!?　まさか、当てられるのか!?」

「大丈夫よ！　これだけ動き回っていれば──」

　そこでナユキの声は途切れ、コクピットの空気が凍り付く。相手の銃口から、赤く煌きらめく光弾が発射されたのだ。

　光弾がゼストマーグの頭部をかすめる。高熱によって大気の焼かれる音が、装甲を震わせコクピットにまで届いた。

「ウソっ!?　なんで実際に攻撃が!?　ちょっとクーラ、どういうことなの!?」

　致命的部位をロックオン後、トリガーを引いた時点で模擬戦は終了。実際の攻撃は行われない。そのためのＦ・Ｃ・Ｓ火器管制システムのリンクではなかったのか。

　ナユキの問いに答えるべく、モニターに仮面の男が現れる。

『すまない。どうやら両機のリンクが不完全だったようだ。仕切り直してもいいが……どうするかね？』

『問題ないのです！　このまま続行するのですよ！』

『……だ、そうだ。まぁ、これはこれでいいデータになる。お互いに気が済むまで、存分に戦ってくれたまえ』

　どこか満足そうに、クーラの口元が笑う。ナユキは舌打ちをした。

「あんた……最初からこのつもりで？」

『はて、なんのことかね。では、戦いの邪魔にならぬよう、私は失礼するよ』

「待て！　まだ話は──」

　アルツが引き留めるも、通信は切れてしまった。

　ならば、と、今度はフランに呼びかける。

「中止だ！　これはもう模擬戦ではない！　ただの戦闘だ！」

『それがどうしたのです？　どちらが強いかを証明するには、なんの不都合もないのです』

「バカな!!　そんなもののために、命懸けの戦いをするのか!?」

　すると、フランからの反応がなくなった。敵機も立ち尽くしている。

　説得に応じてくれたのだろうか。アルツは安あん堵どの息をつき、ゼストマーグの板を収納して停止させた。

「よかった。理解してくれたんだな」

『──ら。──なのです』

　モニター越しのフランが、うつむきながらつぶやく。

　その声は、聞き取れないほどに細く小さかった。

「……フラン？」

『だから!!　フランは、アルツが嫌いなのです!!』

　跳ね上げた顔は、赤で染まっていた。

　紅潮した頬ほお。充血した瞳ひとみ。噛かんだ下唇に滲にじむ血。

　その壮絶さと、剥むき出だしの感情の激しさに、アルツは思わず息をのんだ。

「な……。ど、どうしたんだ、いったい……？」

『そんなもの!?　アルツは、そんなものと言ったのです!!　フランには……もうそれしか残されていないのに!!　アルツは、それすら否定するのですか!!』

「否定……!?　違う！　俺おれは、ただ……！」

　無意味な戦いはしたくないと、そう言いたかった。だが彼女を見ていると、なぜだか言葉にならない。

「……戦いましょう」

「ナユキ!?　しかし……！」

「あたしたちにはわからないけれど、きっとあの子にとっては意味のある戦いなのよ。それも心の奥底……自分が自分として存在するための理由に関かかわるような、大きな意味が」

　自分が存在する理由。アルツにとっては、ナユキとの関わりの中で生まれた人間への興味と、両親から受け継いだ尊い意志だ。

　だが、それがフランと同じであるはずがない。

　心の形が、人それぞれ異なるように。

「……わかった。それがフランの心だというのならば──俺はこの戦いを通して、彼女の心を受け止める！」

　アルツはペダルを踏み込んだ。ゼストマーグは再び板を展開し、滑走する。

『それでいいのです！　さぁ、フランに生きる意味をくださいなのです!!』

　フランの叫びとともに、量産型ゲマルガルドがブラスターから光弾を放つ。

　アルツが回避操作を行おうとした、そのとき。

「兄さん！　このまま！」

　突っ込め、ということだろう。アルツはペダルを踏む足をそのままにする。

　一見すると無謀な行動だが、わかっていた。

　リステルのイデアにより、ゼストマーグの手にしたストックの縁が赤く光る。

　──ディヴァイン・スラッシャー。

　近接武装モードのストックを一いつ閃せんし、迫り来る光弾を切り払う。

　機体は一切の減速を行わずに防御成功したかに見えたが。

『あはは！　そうすると思っていたのです！』

　フランの哄こう笑しようが響くと同時、ミーネが目を丸くした。

「足下に熱源！　か、回避してください！」

「くっ……!?」

　アルツは操そう縦じゆう桿かんを倒し、ターンを試みる。

　リステル仕様のゼストマーグは板が短くなっており、小回りが利く。だが、その優れた旋回性能をもってしても──間に合わない。左足の板の直下で、赤い光が爆はぜる。

　姿勢制御を担当していたリステルは、すぐにその異常に気付いた。

「なんだって!?　板が……折れた!?」

　ゼストマーグはよろけながら急制動。さらに周囲にはもうもうと雪煙が立ち上がり、モニターを白く染めている。

　動きが、完全に封じられた。

　対応策を考える間もなく、白い闇やみの中から無数の赤い光が襲いかかる。

「うぅっ……!?」

　被ひ弾だん。揺れるコクピットの中、リステルが苦く悶もんの声をもらす。

「リステル！　大丈夫か!?」

「う、うん……。たいしたダメージじゃないよ」

「だが、このままでは……！　ミーネ！　敵弾予測、できるか!?」

「は、はいっ！　──あっ、第二波を感知！　方向、出します！」

　モニター上にいくつもの目標予測点ターゲツト・スクエアが表示された。一瞬後、そこと重なるように敵の攻撃が飛来する。

「どこから来るか、判明すれば……！」

　アルツは無駄のない操作で、モニター上のロックオン・マーカーを次々に光弾へ照準しては、トリガーを引いていく。

　ゼストマーグは両手で構えたスラッシャーを振るい、それらをことごとく切り払った。

「敵影を捉とらえました！　こちらに接近中！　約五秒後に、近接射程内に入ります！」

「了解だ！　迎撃するぞ！」

　ミーネの報告を受け、アルツは神経を研ぎ澄ました。

　──しかし。

「えっ!?　て、敵影が増えました！　左右から同時に来ます！」

「なん、だとっ……!?」

　にわかには信じられなかった。いや実際、そんなことが起こるはずはない。

　相手は一機。攻撃は必ず一方向から。アルツはとっさの判断で、右に機体を向けさせて迎撃態勢を取る。

　だが、雪煙の向こうから姿を現したのは。

「機体!?　いや、これは……!?」

「バカでっかい風船じゃないの!?」

　ナユキが素すっ頓とん狂きような声をあげると、巨大な人型の風船は役目を終えたとばかりに破裂した。内臓まで響くような激しい音に、アルツたちは思わず耳をふさぐ。

「陽動とはね！」

　そんな中、リステルの反応は的確だった。

　誰だれよりも早く注意を後方へと向けたそのとき、モニターのフランが含み笑いをもらす。

『引っかかったのです！』

　ゼストマーグの背後から急襲してきた敵機が、近接武装モードのストックを振りかぶる。

「やらせないよっ！」

　金属と金属の衝突する、甲高い音が轟とどろいた。互いのストックが鍔つば競ぜり合あう。

『これを防ぐのですか。たしかに危機回避能力は、以前より向上しているようなのです』

「僕は、兄さんを守る……！」

『でもそれが──リステルの最大の欠点なのです』

「欠点？　どういうことだい？」

　リステルが問いかけると、フランは機体を後退させた。バックステップを数度、ジグザグに行い、距離を取る。

『以前のリステルならば攻めに転じていた状況でも、今のリステルは守りに入ってしまうのです。守ってばかりいても戦いには勝てないのですよ？』

「そんな、ことは……」

『ない、と言うのなら、ここまで来てみるのです。ただし、ゼストマーグの周囲には地雷──板を吹き飛ばしたさっきの兵器を設置してあるのです』

「……マジで？　いったい、いつの間に」

　ナユキが緊張をはらんだ声でつぶやいた。

　監視数値を見ていたミーネも、「ひっ」と息を詰まらせる。

「ほ、本当です。足の踏み場もないほど、びっしりと……」

「だが、フランが後退したときは無事だった。つまり俺おれたちも、そのルートを辿たどれば……！」

　アルツは突破口を見つけた。

　するとフランは、さも愉快そうな笑みをたたえた。

『フランは知っているのです。リステルは、その機体の姿勢維持が苦手ということを』

「……っ！」

　弱点を指摘されたリステルは、声にならないうめきをあげた。

　目を伏せるリステルに、フランがさらに言葉を浴びせる。

『悔しいのですか？　なら、来ればいいのです。もしも転倒して、地雷の上に機体の胸部が被かぶされば、コクピットは絶対に無事じゃ済まないのです！　リステルのせいで、大事な大事なアルツが死んでしまうかもしれないのですよ!!』

　耳みみ障ざわりな挑発を並べ立て、フランは手にしたブラスターの銃口をゼストマーグへ向けた。

『少しだけ時間をあげるので、その間に選ぶのです！　このまま的になるか、地雷源を突破するか！』

「に、兄さん……。僕は……」

　背中にかかるリステルの声は震えていた。

　アルツはゆっくりと振り向いて。

「リステル──行こう」

　優しく微笑ほほえんだ。

「で、でも！　もし失敗したら……！」

「そのときは、そのときだ。いずれにしろ、このまま動かなければやられるだけだ」

　するとミーネが、おずおずと手をあげた。

「あ、あの……。出力調整者ドライバーをわたしかナユキさんに変えるのは、ダメなんですか？　もうルールもなにもない状況ですし……」

「……それでは意味がないんだ、ミーネ。たしかに状況は打開できるかもしれない。だが、フランは相手にリステルを指名してきた」

　アルツはモニターに映るフランを見た。

　勝ちたいという執念で狂いつつある、彼女の悲ひ壮そうな顔を。

「俺おれにとってこの戦いは、勝つことだけが目的じゃない。フランの心を受け止め、理解するための一歩にしたいんだ。そのためには……リステルでなければいけない」

「アルツ、さん……」

「すまない。これは俺の間違いかもしれない。だが、こうしたいと思ったんだ」

　申し訳なさにうつむくアルツ。

　するとミーネは、ふるふると首を横に振った。

「いいえ。アルツさんの思い、伝わりましたから。わたしは……アルツさんに従います」

「そうね。あたしもアルツに賛成だわ」

「ミーネ！　ナユキ！　君たちまで……!?」

　リステルはよほど驚いたのか、座席から腰を浮かせて両隣の顔を見やり──ナユキの視線に貫かれ、動きを止めた。

「リステル、聞いて。フランの言うとおり、あんたの欠点は姿勢制御の未熟さと、アルツを大切にするあまりの臆おく病びようさよ」

　その指摘に、リステルの眼光が鋭くなる。

「……君までフランと同じように、僕を愚おろかだと笑うのかい？」

「あんたの強さは、あたしも認めてる。……悔しいけど、ゲマルガルドに乗ってたときのあんたは、本当に強かったわ」

「それはやっぱり、以前の僕のほうが強かった、ということかい？」

「そうよ。あなたの長所は思い切りのよさ。危険を承知で敵の懐に飛び込んで、チャンスをもぎとる。そういう戦い方でしょ？」

　ナユキの声には、フランのような棘とげがなかった。言い聞かせるように、ゆっくりと落ち着いている。

　きっとその真しん摯しさが、リステルにも届いたのだろう。指摘を受け入れた上で、困惑した表情を見せる。

「でも……兄さんを危険にさらすなんて……！」

「俺おれを守ろうとしてくれるのはうれしい。……だが、俺はリステルと一緒に戦いたい」

「兄さんと、一緒に……？」

「ああ。ゼストマーグのコクピットに座るということは、命を預け合うということだ」

　アルツは、仲間たちの顔を見回す。

「リステルだけじゃない。ナユキも、ミーネも……俺たち四人は、生きるも死ぬも一緒。一つの命だ。それをどう使うかは、すべておまえに任せる」

「だけど……僕の戦い方は、兄さんにもリスクを負わせるんだよ？　それを、許してくれるのかい……？」

「許すもなにもない。俺はリステルのすべてを受け止めると、そう決めているんだ」

「──兄さんっ！」

　座席を立ったリステルが、アルツの胸に飛び込んできた。背中に腕を回し、力いっぱい抱き締めてくる。

「ありがとう、兄さん……！　戦いの中でも、ずっと一緒だよ！」

「ああ。これからも頼りにさせてもらうぞ」

　身体からだを密着させ、心の距離も縮まった二人に──頬ほおを染めたナユキの咳せき払ばらいがかかる。

「……覚悟は決まった？　じゃあ、そろそろ座席に戻ってくれないかしら。あちらさんもお待ちかねのようだし」

　ナユキが視線で示すと、モニター越しにフランが最後通つう牒ちようを叩たたきつけてきた。

『時間切れ、なのですよ。さぁ、どうするのです？』

　その問いに、アルツとリステルは顔を見合わせ、うなずく。

「聞くまでもない。そうだろう、リステル？」

「突破する！　それが僕の──僕と兄さんの戦いだよ！」

　リステルが後部座席に飛び乗る。その身体を覆おおうのは、輝きを増すイデア・シュラウド。

『なるほど、自滅を選んだですか！　それはそれでおもしろいのです！　無様に転んで、死ぬがいいのです!!』

　フランの嘲あざけりがコクピットを満たす。

　しかしリステルは、そんな声など耳に届いていないようだった。ミーネがモニター上に可視化してくれた敵の足跡──目指すべきルートを、じっと見つめている。

「兄さん。いつでもいいよ」

「了解した。……いくぞ！」

　ゼストマーグの巨大な脚きやく部ぶが、ゆっくりと膝ひざを曲げ、力を溜ためて……跳ちよう躍やくする。

「くっ……！」

　リステルが苦々しげにうめいた。宙に浮く巨体が、わずかにぐらつく。

「リステル！　このままだと着地で踏ん張れないわ！　左足首の角度を５度、右に修正！」

「わかった！」

　ナユキのアドバイスのおかげで、どうにか着地には成功した。

　続けて二回目の跳ちよう躍やく。

　だが先程よりもさらにバランスを崩してしまう。目指すポイントに着地できるかどうか、それすらもあやしい。

「リステルさん！　右腕です！　腕の振りで重心を戻して！」

「やってみる！」

　今度はミーネのおかげで、着地ポイントは踏み外さずにすんだ。しかし無理な体勢には違いなく、ゼストマーグは大きく傾き始めた。

「リステル！　信じているぞ！　おまえの力を!!」

「兄さん……！　兄さぁぁぁんっ!!」

　──真紅の閃せん光こうが、辺りを包んだ。





　地雷が次々に誘爆していくその様子は、量産型ゲマルガルドのモニターにも映し出されていた。

　光に飲み込まれ消えていくゼストマーグの姿と、途絶し暗転した通信画面を、フランは血走った目で見つめていた。

「あはははは！　勝った！　フランは、勝ったのです!!」

　これで自分の正しさが証明された。

　誰だれかを頼るのは弱いからだ。アルツたちは弱い奴やつらの集まりにすぎず、それが集まったところで、結局はなにも変わらない。いや、悪化したと言っても過言ではない。

　無謀な決断を支持して全滅。

　これが一人一人なら、感情なんてものに惑わされることもなく、生き延びられたかもしれないのに。

　やはり、『あのとき』にフランが学んだとおりだった。

「仲間なんてものを信じた結果が、これなのです!!　自滅なんて、もっとも愚おろかな──」

　そこでフランは言葉を失った。

　赤い光と雪煙が薄らいでいき、モニターでは爆心地が視認できるようになってきた。

　だが、そこにあるはずのもの──ゼストマーグの残ざん骸がいが圧倒的に少ない。どう多く見積もっても、腕一本にも満たないだろう。

「機体が細かい破片になりすぎて、飛び散ったのです……？」

　フランは目を凝らして……その正体に気付いた瞬間、息をのんだ。

「ストック!?　残ざん骸がいは、ストックだけなのですか!?」

　では、ゼストマーグ本体は。フランは慌てて思考プログラムを生成し、索さく敵てきを行う。

　──反応あり。ゼストマーグは、今。

「そんな!?　上なのですか!?」

　機体の首を見上げさせると、カメラがその姿を捉とらえ、モニターに表示する。

　曇どん天てんを背に、こちらへと一直線に落下してくる青いゼストマーグ。その両手には、先程まで握られていたはずのストックが見当たらない。

　ｉＸイクス理論によって冷静さを保たれた思考は、その因果関係を瞬時に理解した。

「ま、まさか……ストックを突き立てて、腕で跳ちよう躍やくを!?　なんて、デタラメな……！」

　その瞬間、通信画面も復帰した。

『見せてやる！　これが──俺おれと仲間たちの力だ！』

　緑色の髪の少年──アルツが、燃えるような瞳ひとみでこちらを見据えている。その背中には、生き生きと輝く目をした青髪の少女、リステルも。

『兄さん！』

『ああ！　いくぞ、リステル！』

　そして二人は、声を重ねた。

『ディザスター・ブレード!!』

　振るわれた腕部一体型ブレードの軌跡が、モニターを上下に分断する。

















　量産型ゲマルガルドの頭部が破壊されたのだとわかったのは、コクピットが暗くら闇やみに閉ざされ、しばらくしてからだった。



※　　※　　※



　──勝った。

　そう気を抜いたのも一瞬。アルツはすぐに、フランの状況を思い出す。

「ｉＸイクス理論による負荷が、フランを壊してなければいいんだが……」

　仰あお向むけに倒れた量産型ゲマルガルド。そのコクピット・ハッチを、ゼストマーグの手がこじ開ける。

　アルツは機体を降りると、量産型ゲマルガルドへと駆け寄っていった。

「フラン、大丈夫か!?」

「あ、う……」

　フランは座席に身を預け、ぐったりと憔しよう悴すいしていた。額は汗に濡ぬれて前髪が張り付き、力のない瞳ひとみをさらしている。

「記憶が、ぼんやりとして……なんとなくしか覚えていないのですが……フランは、負けたのですね……」

　どうやら機体による感情調整からは抜け出せているようだ。

　アルツは少しだけ安あん堵どする。

「ああ、そうだ。だが、フランは強かった。どちらが勝っていても不思議はないほどに」

「そんなこと、なんの意味もないのです……！」

　その叫び声は、先ほどまでの制御されていた感情とは違う。

　心からあふれ出した怒りと、悔しさのこもったものだった。

「勝って、フランの正しさを証明できなければ……フランは……!!」

「それは違う。勝敗なんて関係ない。俺おれはフランを──」

　アルツはフランの手を引いて起こそうとするが、彼女に振り払われてしまう。

「触らないでほしいのです!!　フランは、誰だれの助けもいらないのです……!!」

　よろよろと立ち上がるフラン。その全身から発せられる拒絶の意志に、アルツは声をかけることも、手を伸ばすこともできない。

　小さな背中が格納庫へと向かっていくのを、ただ見送ることしかできなかった。

　そこへフランと入れ替わるように、機体を降りてきた仲間たちと──さらにはクーラも歩み寄ってきた。

「おめでとう。さすがゼストマーグだ。こちらの完敗だよ」

「クーラ……！」

　アルツが思わず身構えると、後ろにいたナユキが大おお股またで前に出てきた。

「あの状態で模も擬ぎ戦せんを続行させるなんて、どういう了見よ。やっぱり最初から仕組んでたんじゃないの？」

「それは考えすぎというものだ。あれは私にも想定外のアクシデントだった」

「……いいわ。そういうことにしておきましょうか。じゃあ、あの機体の武装はなによ？　囮風船ダミー・バルーンはともかく、地雷とか……頭部とコクピットを狙ねらうルールじゃ使いようのないものまで、なんで搭載してるのよ？」

「量産型ゲマルガルドは、要よう塞さい都市のゼノ・トランサーを撃破することを目的とした機体でね。そうした対機動兵器用の武装を充実させてあるだけだよ。それをどう使うかは、彼女の自由だ」

「また言い逃れを……！　だったら、その機体で要塞都市に攻め込んで、なにをするつもりなのよ!?　あたしたちが勝ったら教えてくれるって言ってたわよね!!」

「ふむ。そう言えば、約束したな。……いいだろう」

　クーラは仮面に触れて位置を微調整した。

　それだけで空気が張り詰める。これから語られることの重大さを予感し、アルツは佇たたずまいを正す。そして──。

「私は、この冬世界を救うつもりだ」

　クーラは気負うこともなく、まるで確定された事項であるかのようにそう告げた。

「なっ……！」

「あんた、なに言って……！」

　戸と惑まどう一同を横目に、クーラは青い巨人の姿を見上げる。

「救世兵器ゼストマーグ。確かにその力は圧倒的だ。……だがそれでも、世界を救うにはまだ足りない。そうだろう？　夏世界の少女、ナユキ君」

　問われたナユキは、わずかに肩を震わせた。心なしか、その顔色も青白い。

「……どういう、意味？」

「口にしたくない、か……。まぁ、ならばいい。いずれにせよ、旧人類プロト・カインドがＸＥＮＯゼノに敗北した事実は変わらない」

　ふっ、と、クーラは嘲あざけるように笑う。

　それを見たナユキは、まなじりをつり上げた。

「あたしたちは負けてないわ！　まだあたしがいる！　それに、留る美みさんの血と意志を受け継いだ、アルツだっている！」

「物は言いようだな。しかし、勝ったとも言えまい」

「く……！」

　言い返す言葉がなかったのか、ナユキは悔しげにうめいた。

「俺おれは信じている」

　アルツは前に出ると、ナユキを──仲間たちをかばうようにクーラと対たい峙じした。

「この仲間たちと、ゼストマーグの力があれば、どんな敵だって倒せる」

　それは、揺るぎなき信念。

　アルツは首だけを振り向かせて微笑ほほえむ。

「……そうだろう、ナユキ？」

「アルツ……。ええ、そうよ。そのとおりだわ」

　力強くうなずくナユキ。その口の端には、自信に満ちた不敵な笑みが戻る。

　するとクーラは、すっとアルツに指を向けてきた。

「ならば問おう。君は、襲ってくるＸＥＮＯゼノをただ倒しているだけで、この冬世界を救えるとでも思っているのかね？」

「それは……。だが、戦い続けていれば、いつかは」

「厳しいだろうな。本来、ＸＥＮＯの進化の速度は驚異的だ。いつかはゼストマーグすら超越するＸＥＮＯが現れるはずだ」

「なん、だと……!?　そんなＸＥＮＯが……!?」

「…………」

　アルツは衝撃を受けた。

　だがナユキは無言で、クーラの言葉を待っているように見えた。

「想像できないのも無理はないか。ここ三百年、ＸＥＮＯの進化は停滞している。要よう塞さい都市やゼノイドというものは、実のところＸＥＮＯとの均衡状態を作りだし、共生関係を維持するためのものだからな」

　──ふと、記憶がつながった。

　どうしてアルツは、ナユキから教えてもらうまで、ＸＥＮＯの進化について知らなかったのか。

　それはつまり、こういうことだったのだ。

「なんとなくだが、理解できる……。俺おれも疑問に思ったことがある。要塞都市は、襲来する敵の迎撃や近辺の敵の討伐を行うことはあっても、ＸＥＮＯという存在そのものに対しての反撃を行う気配がなかった」

「戦うためではなく、生き延びるため……『進化をやめるために』進化した新人類。それがゼノイドということだ。彼らとＸＥＮＯは一進一退を繰り返し続ける、絶妙なバランスを築き上げてきた」

　クーラは、アルツに向けていた指をナユキへと向ける。

「だがゼストマーグと旧人類プロト・カインドが目覚めた今、そのバランスは崩れた。先のヒューマノイド級を思い出してみたまえ。奴やつらは常に我々を超えるように進化する。状況に応じた柔軟性こそ、奴らの最大の武器なのだ」

「……で？　結局あんたは、そのＸＥＮＯに対して、どうやって世界を救うつもりなの？」

　ナユキは腕組みをしながら、クーラを見据えた。

　ようやくアルツも気付く。ＸＥＮＯはいつかゼストマーグをも超える──それが前提だとしたら、クーラはいったいなにをするつもりなのか？

「それを教えるためには、私の計画に協力すると確約してもらわなければいけないな」

　肝心のところを話す気は、まだないようだ。ナユキは舌打ちをした。

「……ったく。やっぱそれなのね」

　そして、ちらりとアルツに視線を送ってきた。どうするべきか迷っているのだろう。

　それはアルツも同じだった。

　クーラの行ってきたことは許せないことばかりだが、本当にその目的が世界を救うためだとしたら。ＸＥＮＯゼノという共通にして強大な敵の前では、力を合わせるべきなのかもしれないが……。

　アルツが考えあぐねていると、隣で誰だれかが動く気配がした。

　ナユキではない。これは。

「ミーネ……？」

　緊張のためか、歩み出る彼女の膝ひざは震えていた。

「……っ」

　口を開いては言葉を詰まらせる。そんなことを、何度か繰り返し。

「だ、ダメですっ！　今、ここで！　ちゃんと全部、わたしたちに説明してくださいっ！」

　あのミーネが、ここまで。

　アルツもナユキも、リステルまでもが目を丸くする。

「……ミーネ君？」

　さらにはクーラですら、その声に驚きよう愕がくを滲にじませていた。

「わたしは……クーラさんのことを信じています。だから、ごまかさないでほしいんです」

　まっすぐなまなざし。まっすぐな言葉。

　ミーネは、そっと胸に手を当てる。

「クーラさんに命を助けてもらったこと。クーラさんに誕生日をお祝いしてもらったこと。みんな感謝してます。だから世界を救うって言ったときも、ああ、やっぱりクーラさんは誰かを助けるために……って、うれしかったんです。……なのに」

　ふっ、と、ミーネの微笑ほほえみに影が差した。悲しそうな瞳ひとみがクーラを見つめる。

「どうして、そうやって本当のことを隠そうとするんですか？　わたしたちに言えないような悪いことをしたり、わたしたちをだましたりとか……そんなこと、しないですよね？」

「ミーネ君……私は、ただ……」

　ミーネから顔を背けたクーラは、そのまま踵きびすを返してしまう。

「いや……今日のところは、これで失礼する」

「あっ！　ま、待ってください！　クーラさん！」

　足早に去っていく背中を呼び止めるが、クーラが振り向くことはなかった。背後に控えていた例の二人とともに、自身の機体へ搭とう乗じようしてしまう。

　──なにが起こったのか。アルツは呆ぼう然ぜんとするほかなかった。

「クーラは、どうしたんだ……？」

「気弱なミーネにダメ出しされたのに驚いた……ってだけじゃなさそうね」

　ナユキは小さくため息をつく。

「……本当に、わけのわからない男だわ」

　すべての真実を抱えたまま、クーラの機体は降りしきる雪の彼方かなたへと消えていった。


















第四章



「よしよし。みんなそろったわね」

　ナユキは満足そうに、格納庫の食堂に着席した二十人ほどの顔を見回した。

　保護されたゼノイドたちは、男女別に五人一組の班で分けられ、集団生活を行っている。今いるのは、男女それぞれの第一班と第二班だ。

　要よう塞さい都市で徹底した管理を受けてきた彼らの行動は正確で、こうして定刻通りに集まってくる。それはフランを筆頭とする、他人との接触を拒んでしまう一団も例外ではなかった。人間、飢えには勝てないものだ。

　──しかし、あの日以降は、それも変わった。

（フラン……。そうやって逃げてても、なにも変わらないのよ）

　あの模も擬ぎ戦せんから三日。誰だれかと顔を合わせるのすら嫌がっているのか、フランの姿を格納庫内で見ることはなかった。よほど人目につかない場所に隠れているのだろう。

（……どこにいるのか、見当はついてるけど。そろそろ、こっちから動くべきかしら）

　テーブルを見回すと、全員に食事が行き渡わたっている。もうそろそろ頃ころ合あいだろう。

「それじゃあ、みんな。手を合わせて……はい」

　ナユキの号令で、一同が「いただきます」と唱和する。

　テーブルの上に並べられた食事を眺めつつ、ナユキは考えをまとめていた。

　彼女の献こん立だては、ご飯と合成肉のハンバーグ。一方、ゼノイドたちが食べているのは、やはり圧雪加工された雪だ。

　食事は毎日、この献立の繰り返しだった。ノア機関からの補給が断たれた今、アルツたちを含めた大勢のゼノイドにもきちんとした食事を支給するのは難しい。

　それでも、米と大豆がまだ残っているうちは、まだ生きていける。

　特に大豆。肉も魚も絶望的なこの状況では、貴重なタンパク質だ。

　地下に降り、三百年前に使用していた施設を使えば、大豆の成分を抽ちゆう出しゆつして合成肉に加工することができる。

　これで塩があれば、醤しよう油ゆや味み噌そまで作れるのだが。

（一度、東京湾まで出てみようかしら。今でも海水を汲くみ上あげられればいいんだけど）

　あの海は昔、全面が１メートルほどの厚さの氷で覆おおわれていた。三百年が経過した今、まさか海水すべてが凍り付いている、ということはないだろうが──。

（……って、いつの間に食べ物のこと考えてるのよ！）

　ダメだ。今にもおなかの虫が鳴りそうだった。

　──ちゃんとした食べ物を食べさせたら、彼らもアルツのように感動するのだろうか？

　向かいに座り、雪を口に運ぶアルツを見ながら、ナユキはそう思った。

「ん？　どうした、ナユキ？」

「えっ!?　な、なんでもないわよ!?」

　思わずごまかす。なんとなく、アルツのことを考えていたとは言いたくなかった。

「……？　そうか、ならいいんだが」

　アルツは少しだけ怪け訝げんな顔をしたが、すぐに食事を再開した。

　ナユキも箸はしでハンバーグを切り分け、口に運ぶ。

　おなかが空すいていたはずなのに、味がよくわからない。いくら合成肉とはいえ、ここまで味気ないものだっただろうか。

　もやもやした気持ちごと飲み込むように、ナユキはひたすらに箸を進めた。食糧事情的に元々の量が少なかったこともあり、すぐに完食してしまう。

「あ、あれ？　もうなくなっちゃったの？」

　いつの間に、という感じだった。自身の行為に驚いていると、アルツが心配そうに眉まゆをひそめてきた。

「やはり、食事が足りないんだな……」

「ちょ、ちょっと！　人を食いしん坊みたいに言わないでよ!?」

　思わず反論したが、事実だった。なによりも雄弁に、おなかの虫の音が語ってくれた。

「わわ、ち、違うのよ！　これは、その……！」

「空腹時に消化器官が発生させる音だろう？　それくらいは俺おれでもわかる」

　あまりにもストレートな言葉に、ナユキの顔が羞しゆう恥ちで赤く染まる。

「こ……これだから、ゼノイドはっ！　デリカシーの欠片かけらもないんだからっ！」

「でりかしー……？」

「そうくると思ってたわよ！　デリカシーってのはね──」

　説明しようとするが、うまく言葉が出てこない。

　どう言えばアルツにも理解できるだろうか。考えて、考えて……ついにナユキは、考えることをやめた。

「……まぁ、いいわ。デリカシーたっぷりのアルツとか、逆に不気味だろうし」

「んん？　どういうことだ？」

「あんたには百年早いってことよ」

　ナユキは八や重え歯ばを見せて、いたずらっぽく笑う。

　──気付けば、胸のもやもやはどこかに消えていた。

　出会ったときから何度も続く、似たようなやりとり。最初は本当に困惑しかなかった。けれどもそれは少しずつ変化して、今では日常会話みたいになっている。

　師匠としてアルツには偉そうなことを言ってはいるが──心とは、つくづく不思議なものだと思う。

　そうだ。人は変わる。変わっていけるんだ。

　──きっと、あの子だって。





　格納庫の内部は、ゼストマーグの整備区画と人員の居住区画の他ほかにもう一つ、機密区画があった。

　居住区の最奥部が、それだ。各階ごとに一つ、合計四つの扉があり、いずれも十六桁けたの暗証番号によってロックされている。

　そして今。『立入禁止』と大きく書かれた扉が開き、誰だれかが機密区画から姿を現した。

「……そろそろ、みんな寝静まったころなのです。食事をするなら、今なのです」

　濃紺色の前髪で目元を隠した少女──フランだった。彼女が足音を殺しながら扉から出てきたところで。

「やっぱり、そこに隠れてたのね」

「ひっ!?」

　壁に背を預け待っていたナユキが声をかけると、フランは飛び上がって驚いた。

　ナユキはその首根っこを片手でつかみ、宙にぶらさげる。

「や、やめるのです！　離すのです！」

　じたばたと暴れるフランを、ナユキは半眼でにらむ。

「機密区画に立ち入った罰よ。あたしにつきあってもらうわ」

「機密だというのなら、あなたも立ち入っているのを見たのです！　どうしてあなたは許されるのです!?」

「……なるほど。そのときに扉の暗証番号を盗み見たのね。ったく、もう」

　ナユキはあきれて、ため息をついた。

「あたしはいいのよ。毎日あの中でお仕事してるんだから」

「仕事……？　任務、ということなのです？　でも、あんな変な形の、しかも大きな装置をなんに使うというのです？」

「ったく……本来なら機密事項なんだけど、まあいいわ。そこまで見ちゃってるなら教えてあげる。あれは、格納庫で使う電気を発電するための『イデア・タービン』。それを回すのが、あたしに課せられた特殊任務よ」

　火力発電、原子力発電──夏世界には様々な発電方法があったが、すべてに共通しているのは羽根車タービンを回すことである。

　水車が水の流れを回転運動に変換するように、蒸気圧力などの流体エネルギーを、羽根車タービンを通すことで電気エネルギーに変換しているのだ。

　イデア・タービンとはその名の通り、密閉された容器の中でイデアをぐるぐると回転させ、電力を発生させるための装置だった。それを簡易・小型化したものはゼストマーグにも搭載されており、電子機器を動かすために使用されている。

「あれ回すのって、けっこう疲れる上に、イデアのコントロールをミスると爆発の危険もあるのよ。だから機密区画にしてるってわけ」

　ナユキは空いている手の人差し指を立て、空中に円を描く。タービンを回すという動作を表しているのだろう。

　立入禁止の正当性を示されたフランは、小さくうめいてから話を混ぜ返す。

「……だからといって、フランを強制連行する理由にはならないのですよ」

「だーめ。決まり事を破った悪い子には、しっかり罰を受けてもらいまーす」

　おどけた口調のナユキ。その表情はどこか楽しそうだ。

　そうしてフランを抱えて連れていった先は──お風ふ呂ろ場ば。

　それが視界に入った瞬間、フランはいっそう激しく暴れ始めた。

「や、やめるのです！　水の中に入るなんて、フランは死んでもいやなのです!!」

「ふぅん……お風呂に入ってる姿を見かけたことないと思ったら、やっぱりか。いるのよねー、水が苦手な子って」

　ふと、孤児たちの面倒を見ていた頃ころを思い出す。そういうとき、ナユキはどうしていたか……答えは一つ。獅し子しは我が子を千尋の谷へ突き落とすものなのだ。

　そんなことを思いながら、お風呂場の入り口までやってきて。

「ナユキさん？　……と、フランさん？」

「ミーネ？　……と、リステルも？」

　あちらも二人。こちらも二人。四人は、ばったりと鉢合わせた。

「よかった。フランさん、見つかったんですね。でも、どうしてお風呂に？」

　ミーネの問いに、ナユキは手にしたフランをひょいと掲げる。

「この子にお仕置きタイムをしようと思ってね。……で、ミーネたちこそ、どうして？」

「ちょっと汗を流そうかな、って。今までリステルさんと一緒に、機体制御のトレーニングをしてたんです」

「お互いの得意な分野を教えあうのは、君にしてはいい提案だったけど……苦労したよ。君の説明はまったく要領をえない。噛かみ砕くだいて理解する僕の身にもなってほしいよ」

　半眼でにらむリステルに、ミーネは何度もぺこぺこと頭を下げる。とはいえ二人の間には、敵意のような刺とげ々とげしい空気は感じられなかった。

　どうやらこれはこれで、いいコンビになりつつあるようだ。

「二人で自主トレってわけね。立派な心がけじゃないの」

　微笑ほほえましい友情にナユキの頬ほおが緩む。

　するとフランは対照的に、口元を尖とがらせた。

「……ふん。バカバカしい。そんな訓練、するだけ無駄なのです」

「ひ、ひどいです……。そんな風に言わなくても……」

　しゅんとうなだれるミーネに、容よう赦しやのないフランの言葉が降り懸かる。

「だって、どれだけ訓練してもミーネはリステルになれないし、リステルはミーネになれないのです。相手を超えられないとわかりきっている訓練を、無駄と言わずしてなんと言うのです？」

「それ、は……」

　ミーネは口ごもってしまう。フランの言葉に、思い当たるところがあったのだろう。

　勝ち誇ったように笑みを浮かべるフランを、ナユキは。

「……フラン。こっちに来なさい」

　強引に風ふ呂ろ場ばに連れ込むと、鏡の前に立たせた。

「な、なんなのです!?　いい加減、論理的な説明を要求するのです!!」

「いいから。まっすぐ前を向きなさい」

　ぐいっと、フランの顔を背後から両手で挟み込み、鏡に向かわせる。

「お風呂場に入ったことないなら、ここの鏡も知らないでしょう？　これに映ってるのが、あなたよ」

「え……？　これが、フランなのです……？」

　おずおずと、フランは鏡へ手を伸ばす。もちろん鏡に映る自身も同じように手を伸ばしてきて、びくりと震えて手を止めてしまう。

　その後、ゆっくりと動作を再開し……やがて、ぴたりと二人のフランの手が重なった。

「本当に……フラン自身なのです……」

「そう。そしてこれが、ミーネとリステルが努力していたことの答えよ」

「は──はぁっ!?　まったくもって意味不明なのですよ!?　フランにわかる言葉で話しやがれなのです!!」

「自分で考えなさい。世界が、自分の理解できるものだけでできていると思ってるのなら、それは大きな間違いよ。……と、本当は言いたいんだけど」

　ナユキはそこで言葉を切り、柔らかく微笑ほほえんだ。

「今日は大サービスよ。この後に鞭むちが待ってるわけだし、飴あめを最初にあげるわ」

「だから、ムチとかアメとか、いったいなんの話を──」

「ミーネとリステルはね、相手を超えようとしていたんじゃない。自分自身を超えようとしていたのよ」

　ナユキはフランの言葉を遮って、彼女の目元を覆おおう前髪をかき分けた。

「それにはまず、自分自身を知らなくちゃいけない。弱いところも、汚いところも……全部。その上で、強く、気高くあろうと思う。その心が、イデアとなって輝くのよ」

「自分、自身を……」

　露あらわになったフランの瞳ひとみに、自身の姿が映る。

　そうして数秒、もう一人の自分と見つめあって──フランは、頭を振って目を逸そらした。

「い、いやなのです！　あんなもの、フランは知りたくなかったのです！」

　暗く激しい怒りと憎悪。

　フランが嫌悪し続けてきた心の闇やみを、他ほかの誰だれでもない自身が抱えていたことは、やはり知られたくなかったのだろう。フランは羞しゆう恥ちに耐えるように、ぎゅっと下唇を噛かんだ。

「でもそれは、機体のシステムによって増幅された感情だったんでしょう？」

「……フランが抱いていた感情であることには、変わりないのですよ」

　ナユキの慰めの言葉に、フランは首を振った。

　だが、それはつまり──。

「なんだ。ちゃんと受け止めてるじゃないの。それが自分の心を知るための、第一歩よ」

「う……」

　ナユキの賞賛にフランは口ごもり、そして。

「し、知らないのですっ！　フランはもう、心のことなんて考えたくもないのですっ!!」

　叫び、駆け出そうとするフランを、ナユキが後ろから羽交い締めにした。

「ホント、強情なんだから。……あ、二人とも。ちょっと手伝ってくれない？　決まり事を破った罰として、この子に背中を流させたいのよ。ついでだし、あんたたちの背中もやらせるから」

　ミーネとリステルは、入るに入れなかったのだろう。脱衣場の入り口で様子を見ていたが、ナユキに呼ばれてようやく入ってきた。

「えーと、フランさんの服を脱がせばいいんですか……？」

「そ。ちゃちゃっとお願いね」

「や、やめるのです！　フランは、フランは……！」

　しかしフランは必死の抵抗を続け、手がつけられない。

　するとリステルは、手刀をフランへと向けた。その表面は刃物のように研ぎ澄まされたイデア・シュラウドで覆おおわれている。

「僕は疲れてるんだ。早く汗を流して眠りたい。おとなしく自分で脱ぐか、このまま服を切り刻まれるか、好きなほうを選んで」

　相変わらずのとんでもない行動だったが、ナユキは思わず感かん嘆たんしてしまった。

「へぇ。イデア・シュラウドの扱い、上達したじゃないの」

「そのためのトレーニングだからね。……で、どうするんだい、フラン？」

「う、ぐ……。わ、わかったのですよ……」

　渋々といった様子で、フランは服を脱ぎ始めた。

　その様子を見て安あん堵どしたナユキは、自分の服に手をかけようとして──フランの服の中から現れた豊かなふくらみに気付き、瞬時に二度見した。

　若さゆえの弾力と、未いまだ残る幼さゆえの柔らかさが両立する、奇跡の瞬間。

　さすがに大きさはミーネのものほどではないが、年齢を考えれば相当の逸材だ。やがてはミーネをも超えていくかもしれない。

　あやうく驚きが声に出そうだったが、なんとか押しとどめる。

（え、マジで……？　あ、あたし……負けてる……!?）

　ナユキは思わず自分の胸を見つめる。

　まったくない、というわけではないが、年とし頃ごろの乙女として少し貧弱な肉付きであることは否めなかった。

（ミーネといい、フランといい、なんで……？　もしかして食料のちがい……!?）

　と、そこで視線がリステルへと向いて。

（……ってわけでもないか。うん）

　少し安心した。けれどなぜだろう。どこかもの悲しい。

　やるせない気持ちを抱えたまま服を脱ぎ捨て、脱衣場から風ふ呂ろ場ばへと移動すると、湯気の暖かな空気が出迎えてくれた。

　ああ。今日は一段と癒いやされる。これがマイナスイオンというものか。

「……さて、と。それじゃあ、やってもらいましょうかね」

　ナユキは風呂場用のイスに腰を下ろし、フランに背中を向けた。

　人生におけるほぼすべての時間を戦闘の中で過ごしていることもあり、背中には細かい傷も多々ある。だが、その肌はきめの細かい、しっとりとした質感を保っていた。

「う、あ……。背中を流すって、どうすればいいのです……？」

　足下のわずかな水すら怖いのか、フランは内うち股また気味で戦々恐々としていた。

「まずはこれよ。はい」

　ナユキはタオルに泡を乗せてフランに渡わたす。

　はじめて目にするだろう泡に、アルツのようにはしゃぐかと思ったが……そんなことはなかった。

　彼女の精神年齢のほうがアルツよりも上ということか、もしくは──。

（やっぱ、素直になれない性格なのかしらね）

　しげしげと興味深そうに泡を見つめるフランに、ナユキは苦笑した。

「それであたしの背中を、ごしごしとこすって」

「わ、わかったのです……。こう、なのです？」

　しかし、その指先には力が入っていない。コツがわからないというより、やはり水に怯おびえているのだろう。妙に聞き分けがいいのも、たぶん同じ理由だ。

（……まぁ、今日のところは、これでよしとしますか）

　もとより、本気で罰を与える気はない。フランと裸のつきあいをするための口実だ。

「ん。よくできました。ありがとうね」

　ナユキが礼を言って振り向くと、フランは小首を傾かしげていた。

「今、ナユキは損失を発生させたのです？」

「……は？　どういうこと？」

「旧人類プロト・カインドが使っていたという言葉の記録なのです。ミスを犯して損失を発生させた場合は『すまない』と、そしてその損失が他者によって現状復帰された場合は『ありがとう』と言う。……違うのですか？」

　あまりに無味乾燥な謝罪と感謝の概念に、ナユキは頭を抱えたくなった。

「間違いじゃないけど……すっごく偏ってるわよ、それ。ありがとうってのは、そんな理屈っぽくて堅苦しいものじゃなくて……。こう、心からじわーって、勝手に出てくるものなのよ」

「……ナユキがなにを言っているのか、フランにはまったくわからないのです」

「たしかに、ね……。あたしも今の説明で伝わるとは思えないわ」

　ナユキは苦笑しながら立ち上がり、ミーネを手招きした。

「はぁい。呼びましたかぁ？」

「ええ。フランが背中流してくれるって」

「あっ、本当ですかぁ？　いきます、いきますぅ」

　すでに湯船に浸つかっていたミーネは、心も体も蕩とろけ切り、ふにゃふにゃとした別の生き物になっていた。相変わらず、普段の臆おく病びようさからは考えられないほどの豹ひよう変へんである。

「なっ……なんなのです、ミーネのあの状態は!?」

「なんでか知らないけど、ああなっちゃうのよね……。ゼノイドみんなの特性じゃないみたいだし。ホントに謎なぞだわ」

　ちらりと見ると、リステルは普通に肩まで湯に浸かり、気持ち良さげに目を閉じている。あのまま眠ってしまわなければいいのだが。

　一方、ナユキに呼ばれたミーネは湯から上がり、ぺたぺたと歩いてきて腰を下ろした。

「それじゃあー、お願いしますねぇ」

　無防備に向けられた背中は、手に吸い付くように瑞みず々みずしい柔肌だ。フランがたどたどしい手つきで流してやると、ミーネは「はふぅん」という声をあげた。

「お、終わったの、です……」

「はぁい。ありがとうございましたぁ、なのですぅ」

　さも上機嫌そうにフランの口調をまねて、ミーネは再び浴槽へと戻っていった。やはりふにゃふにゃしている。

「次はリステルね。……おーい。聞いてる？」

「ん……」

　呼び声に目を開くリステル。

　一瞬前までうつらうつらとしていたとは思えないほど、きびきびとした動作で湯から上がってくる。

　きっとこれも、何事にも極端という彼女の性格なのだろう。休むときも全力で心身ともに休ませているのだ。

「……よろしく」

　フランに一いち瞥べつを送ると、すべすべとした陶器のような白い背中を惜しげもなくさらす。

　だが、フランの手は動かない。

「どうしてリステルは、こんなに堂々とフランに背中を見せるのです……？」

「どうしてって、背中を流してくれるんじゃなかったのかい？」

「それは、そうなのですが……あの模も擬ぎ戦せんで、フランはリステルの敵になったのですよ？　敵に背中を見せるなんて……」

「それならもういいよ。まだ僕や兄さんに敵対してるなら話は別だけど──今の君は、ただ逃げ続けてるだけじゃないか。そんなもの、敵とは呼ばない」

　あまりにも辛しん辣らつな言葉だった。

「だって、フランは負けたのです！　主張や存在まで否定されて、フランはこれからどうすれば……！」

　行き場のない感情がそうさせたのだろう。フランは手にしたタオルを握り締めていた。

　今にも泣き出しそうな弱々しい声に、リステルはあからさまな落胆の息をつく。

「そんなことを言われると、君の主張にも一理あると思ったことがバカバカしくなるね」

「え……？」

　よほど予想外だったのか、フランはタオルを取り落とした。

「お、おかしいのです。リステルはフランの主張を認めないから、戦いに応じたのではないのです？」

「最初はね。……でも君の指摘があったからこそ僕は強くなり、結果的に兄さんとの愛はより深まった。その一点においては感謝しているよ」

「感謝……。リステルが、フランに……」

　噛かみしめるように、フランがつぶやいた。

　ナユキは落ちたタオルを拾い上げると、そっと彼女に差し出す。

「あたしたちの時代には、こんな言葉があるわ。昨日の敵は今日の友、ってね。小さなことにこだわってるのは、あんただけだと思うわよ」

「…………」

　フランは無言でタオルを受け取ると、数秒、それをじっと見ていた。

　そして、ゆっくりとリステルの背中へと手を伸ばしていく。

　背中を流している間、フランもリステルも口を閉じていた。

　タオルの繊維が肌をなで、汚れを落としていく優しい音だけが、静かに反響していた。

「……終わったのです」

「……お疲れさま」

　リステルは礼を言わなかった。代わりに労ねぎらいの言葉をかけて湯に戻り、再び目を閉じる。

　残されたフランは口を半開きにして、手にしたタオルを見つめていた。

　その肩に、ナユキの手が置かれる。

「じゃあ最後は、あんたの番ね。はい、背中向けて」

「えっ。でもこれは、フランへの……」

「いいからいいから。こういうのはね、お互い様なのよ」

　言うが早いか、ナユキの手がフランを押しつけるように座らせた。

　彼女からタオルを奪うと、つややかな肌へ当てる。びくんと、フランが身をよじらせた。

「んんっ……。く、くすぐったいのです」

「ふふ。すぐに慣れるわよ」

「っ……」

　未知の感覚に耐えるように、フランの口元がきつく結ばれる。

　だが、ナユキの言葉通り慣れてきたのだろう。こわばった身体からだから、少しずつ力が抜けていくのが見て取れた。

「あ、ふぅ……」

「どう？　お風ふ呂ろって、そんなに悪いものじゃないでしょ？」

「そ、それは、その、ええと……」

　ナユキの問いに言葉を詰まらせ続けたフランだったが、やがて観念したように小さく首をうなずかせた。

「素直でよろしい。ご褒美に、今日は全身を洗ってあげるわ」

　タオルをフランの腕の先へと滑らせた、そのとき。

「──っ!?」

　フランが声にならない悲鳴をあげた。

　よく見ると、その腕には傷があった。かなり大きく、深そうな傷だ。負傷自体はいくらか前なのだろうが、まだ完全には癒いえていないようだった。

「どうしたの、これ……？　模も擬ぎ戦せんのとき……じゃないわよね。もっと前から？」

「こ、これは……！」

　あまり見られたくないものだったのか、フランは手で傷を覆おおい隠してしまう。

「ダメよ、ちゃんと見せて。手当が必要な傷かもしれないし」

「あ──」

　ナユキを見つめるフランの瞳ひとみは大きく見開かれ、その瞳どう孔こうが収縮する。

「ミント……」

　フランの口からつぶやかれたのは、誰だれかの名前。

　それはフラン自身も無意識で口走ってしまったのか、はっと両手で口元を覆った。そして全身をがくがくと震えさせてしまう。尋常ではない様子だ。

「え、誰……？　ちょっとフラン、聞いてる？　ねぇ、ねぇってば!?」

　ナユキは慌ててフランの顔をのぞき込むが、その目は焦点を定めていない。

「い、いやなのです……!!　あんな思いをするのは、もういやなのです!!」

　フランは駆け出してしまった。

　服を着ることもせず、そのまま風ふ呂ろ場ばを飛び出していく。

「あっ!?　フラン!?」

　ナユキも後を追おうと、バスタオルを巻いて廊下へ出るが、見失ってしまう。

「どうしたのよ、いったい……」



※　　※　　※



　アルツは一人、格納庫の外で明日の食事の準備をしていた。

「圧雪完了まで、八時間か……」

　思案顔で見ているのは、人の背丈ほどもある白い立方体。その表面は細かな六角形の結晶で、ＸＥＮＯゼノやゼノ・トランサーと同様、雪で構成されていることが伺い知れる。

　これは食事用の雪を加工するための、巨大なＸ結晶機構だった。

　内部に散りばめられているのは、ＸＥＮＯゼノの体内から採取したＸ結晶である。

　あの巨大なＸＥＮＯが生命体として存在できているのは、わずか手のひらほどの大きさの特殊な結晶のおかげだ。

　雪からエネルギーを取り出す、雪を溶かす、雪を固める、雪の性質を変える──そうした雪にまつわる様々な効果を持ったＸ結晶。

　ゼノイドはそれらを複雑に組み合わせ、生きるための装置に作り替えてきた。

　そんな歴史を思い出し、アルツはふと考えてしまう。

（クーラはゼノイドを『ＸＥＮＯと共生する新人類』と呼んだが、確かにその通りなのかもしれないな……）

　あの日以来、頭の片隅に彼の言葉がこびりついて離れなかった。

　アルツは頭を振って雑念を振り払う。今はそれを考えるときではない。

「……もう少し性能を向上させたいが、生成系結晶の数がまだ足りない。ナユキの攻撃は広範囲で強力だが、ＸＥＮＯを跡形もなく吹き飛ばしてしまうのが難点だな」

　Ｘ結晶機構の優れている点は、素材調達の容易たやすさである。

　この装置も倒したＸＥＮＯと降り積もっている雪を用いて、この場で作ってしまった。幸か不幸か、感情に目覚めたばかりのゼノイドたちの中には、不完全ながらＸ結晶を扱える者がいたのだ。

　その様子を見ていたナユキに、

「あんたたちって、本当に便利なのね……」

　と、驚かれたことが、今でも忘れられない。

　アルツにしてみれば、イデアもかなり応用の利くエネルギーだと思うのだが……やはり、生まれ育った世界が違うということだろうか。

「襲撃してくるＸＥＮＯの数と種類にもよるが、可能ならばミーネやリステルの兵装を優先して使用するべきかもしれないな」

　アルツはそうつぶやきながら、格納庫に戻る。

　ハッチ脇の非常扉を開けて中に入って、整備台にたたずむゼストマーグの足下を通り過ぎようとしたところで。

「うおっ!?」「ひゃあっ!?」

　居住区から飛び出してきた誰だれかとぶつかってしまった。

　だが、相手が小柄だったためだろう。その誰かは一方的に弾はじかれ、床に尻しり餅もちをついた。

「いたた、なのです……」

「フラン？　いきなり飛び出してくるのは危険だぞ。それに、いったいどうしたんだ、そんな姿で……」

　そこまでを口にして、アルツは不意に動きを止める。

　フランはなにも身に着けていなかった。小柄な肢体に不釣合いなほど豊かな胸部のふくらみに、理由もわからないまま視線が吸い寄せられそうになる。

　華きや奢しやな鎖骨、柔らかそうな白い太ふと腿もも。生まれたままの姿で、髪や身体からだから水を滴らせているその様子に──アルツは。

「は、話は後だ。……まずは、この衣服を身に着けてくれ」

　自らの上着を脱ぐと彼女の肩にかけ、慌てて目を逸そらした。

　なぜだかわからないが、見てはいけないもののように思えたのだ。

　心なしか、心臓の鼓動も速まっている。この感覚には覚えがあった。

（なるほど……！　視覚情報を介したほうが、精神攻撃は強力になるのか！）

　わずか数秒、フランの裸体を目にしただけなのに、恐ろしいまでの威力だった。ナユキも事前に注意するわけだ。

「フラン、これは大切なことだから、よく聞くんだ。男女の肉体的な差異は、とても危険なものなんだ。お互いの目に触れぬよう隠す必要がある」

「肉体的な差異……？」

　フランは自分の身体とアルツを見比べる。そして納得したように、かけられた上着の前をはだけさせた。

「もしかして、胸部の脂肪分のことなのです？」

「ああ。……おっと、見せなくていい。早くそれを隠すんだ。俺おれが大変なことになる前に」

「どういうことなのです？　これを見ると、アルツはどうなってしまうのです？」

「おまえにはまだわからないかもしれないが……感情を持つ人間にとって、男女の肉体的な差異は脳神経を狂わす精神攻撃を発生させるんだ」

「なっ……!?　それは本当なのです!?」

「ああ。危ないところだった。ナユキに教えてもらっていなければ、俺も今いま頃ごろは……！」

　アルツは顔色を青くして、冷や汗を浮かべた。

「わ、わかったのです。少し待つのです」

　その様子を見たフランは服に袖そでを通し、前を厳重に閉じて立ち上がる。事態の重大さを飲み込んでくれたのだろう。

「隠したのです。これで大丈夫なのですよ」

「そうか。ならば安心だ」

　アルツがフランを視界に捉とらえると、彼女は顔をうつむかせていた。

　その左腕は、自身の右腕をきつくつかんでいる。

「感情とは恐ろしいものなのです。ただそこに存在するだけで、意識せずとも他人を攻撃してしまうなんて……」

「フラン……」

「やっぱり誰だれとも関かかわらずにいるのが最善なのです。そうすれば、今みたいな嫌な思いをすることも、させることも……ないのですよ」

　それはフランが常に言い続けてきた主張。しかし今は、かつての敵意が感じられない。

　逃げるように背を向けたフランの手を、アルツは反射的につかんで引き留める。

「待つんだ！　まだ俺おれの話は終わっていない！」

「聞きたくないのです！　これ以上、フランを混乱させないでほしいのです！」

　フランは頭を振り乱し、アルツの手を払った。

「混乱……？　いったいなにがあった？」

「アルツだけじゃないのです。ナユキも、ミーネも、リステルも……みんなフランのことを否定しないのです。フランは、あれだけみんなを否定し続けてきたのに……！」

　悲痛な声に聞こえた。しかし、やはり敵意はないように思う。

　アルツにはわからなかった。なにが彼女を、そこまで戸と惑まどわせているのか。

「……フラン。話してくれないか。おまえが感じていることを、俺は知りたい」

　だから言った。素直な自分の気持ちを。

　わからないからこそ、知ろうとする。どんなに非効率的で、衝突の原因となろうとも、きっとこうするしかないのだろう。

　アルツはそうやって、少しずつ仲間とわかりあってきたのだから。

「だからどうして……アルツもナユキも、また信じてみたくなるようなことばかり、言いやがるのです!?」

　まるで泣き叫ぶような声。それは、まぎれもないフランの本心だった。

　アルツは、ようやくなにかがわかった気がした。

「おまえは混乱していると言ったが……それはつまり、相反する感情を抱いているのではないか？　俺たちを信じたい気持ちと、信じられないという気持ちの、二つの感情を」

「…………」

　フランは無言だった。肯定されたわけではないが、否定の言葉もない。

　アルツは、すっとその手を開いて差し出す。

「俺にできることならば、なんでもする。だから──俺たちを、信じてくれないか？」

「あ……」

　フランの手が震えながら、アルツの手をつかもうとして……。

「だ、ダメなのです！」

　もう片方の手で抑えつけるように、フランは手を引っ込めた。

「誰だれも頼らず！　信じず！　認めないと！　『あのとき』に決めたのに！　アルツたちといると、その決心が鈍ってしまうのです！」

「あのとき？　教えてくれ。フランの過去に、なにがあったんだ？」

「それを……それをアルツが聞くのです!!　すべての原因であるアルツが!!」

　突然の激げき昂こうだった。

　感情をあふれ出させるように、フランの口からは次々に言葉が紡つむがれていく。

「アルツがいなければ、ゼノイドたちが感情に目覚めることもなくて！　ゾット司令が強制処分命令を出すこともなくて！　フランがあんな思いをすることもなかったのです！」

「フラン……」

　敵意をむき出しに声を荒げ、肩で息をする幼い少女に、アルツはかける言葉を見失う。

「アルツさえ、アルツさえいなければ……」

　するとフランは、はっと目を見開いた。

「いいことを思いついたのです。そんなにフランのことが知りたいのなら──要よう塞さい都市に行って、ゾット司令を倒してくるのです」

「倒す……命を、奪えと？」

「そうなのです。もしもそれができたら、アルツの知りたいことを教えてやってもいいのですよ」

　にやり、と、フランは笑った。

　その表情は、やれるものならやってみろ、とでも言いたげだ。

　アルツは逡しゆん巡じゆんして、答えを口にする。

「……それは、できない」

「あれあれ、断るのです？　なんでもすると言ったのに、アルツはやっぱり嘘うそつきなのですよ！」

　罵ば声せいの中に、アルツへの敵意は感じられない。むしろ喜んでいるようにすら見えた。

「まぁ、無理もないのです。いくらアルツたちでも、ゾット司令と要塞都市を敵に回して、無事に済むはずがないのですから。人間なんて、みんな自分の命が大事に決まって──」

「だが、要塞都市には行こう」

　アルツは、したり顔で語るフランの声を遮った。

「ゾット司令はあの都市に必要な存在だ。命を奪うことはできない。そのかわり、ゼノイドの強制処分命令を撤回するよう、俺おれが説得してくる」

「説得？　あの司令が、口にした言葉を撤回するはずないのです。それこそ無理な……」

　フランはふと視線を逸そらし、考える素振りを見せる。

　そして、前髪に隠れた瞳ひとみにほのかな悪意を宿らせ、口元を歪ゆがませた。

「わかったのです。アルツの妥協案で了承してやるのですよ。ですがそういうことなら、こっちも条件を追加するのです。要塞都市には、アルツ一人で行ってくるのですよ」

　してやったり、という顔をするフラン。

「これならどうなのです？　所しよ詮せんアルツは、仲間がいないとなにもできないのです。一人でなんて──」

「単独特務ということだな。了解した。俺一人で行こう」

「へ……？」

　まさか即答されるとは思ってもいなかったのだろう。フランは間の抜けた声を発した。

「ほ、本気なのです!?　どんな危険な目に遭うか、わからないのですよ!?」

「しかし、それでフランのことがわかるんだろう？　ならば、俺は行く」

「う……」

　そう言われては返す言葉もなかったのか、フランは口をもごもごと動かすだけだった。

「さて、と。まずは要よう塞さい都市への移動方法だな」

　アルツはぶつぶつと考えごとをしながら、フランを置いて歩いていく。

　やがて居住区へ入ろうとしたところで、彼女へと振り向いて。

「フラン」

「は、はいなのです」

「早く寝るんだぞ」

　それだけ言うと、アルツは今度こそ居住区へと消えてしまう。

「…………」

　その様子を、フランは呆ぼう然ぜんとした顔で眺めていた。



※　　※　　※



　アルツが居住区の廊下を進んでいると、ナユキと出くわした。

　服の肩口にかかる長い黒髪は湿り気を帯びている。

　どうやら風ふ呂ろ上がりのようだが、なにか探しているのか、周囲を見回している。

「ナユキ、ちょうどいいところで会えた」

「あっ、アルツ！　こっちもナイスタイミングよ！　どこかでフランを見なかった？」

「フランなら、さっき格納庫で会ったぞ。……そう言えば、服を着ていなかったな。なにかあったのか？」

「そうなのよ。あの子ったら、いきなりお風ふ呂ろ場ばから逃げ出しちゃって──」

　困り顔でそう語るナユキの頬ほおが、一瞬で赤く染まった。

「ちょっと待って……。つまり、その……アルツは、あの子の……」

「ああ。裸で飛び出してきたフランとぶつかった」

　するとナユキは口の端をぴくぴくと動かし、表情をこわばらせた。

「ふ、ふぅん……。そう。やっぱ見たんだ。へぇー」

「あれには俺おれも驚いた。あやうく強力な精神攻撃を受けそうになったが、すぐに俺の上着をかけて視覚情報を遮断し、事なきを得た。ナユキの助言のおかげだ。感謝する」

「は？　な、なんかまた勘違いしてそうだけど……。まぁ、すぐに上着をかけてあげただけでも、少しは成長してるってことかしらね」

　ナユキは脱力したようにため息をつくと、すぐに真剣な表情に戻って続ける。

「で、フランの様子はどうだった？　なにかおかしくなかった？」

「混乱……しているようだった。俺たちのことを信じたいが、信じられないと」

「やっぱり、か……。過去によっぽどきついことでもあったのかしらね……」

「そのフランの過去だが──」

　と、アルツは言いかけて気付いた。ゾット司令の説得の件は他言無用だと。

　ここでナユキにすべてを話してしまっては、あの条件に反してしまう。

「……どうしたの？　フランの過去が、なに？」

「いや、なんでもない。忘れてくれ」

「はぁ!?　なんでもないって、どういうことよ!?」

「詳細を答えることはできないが……とにかく俺おれは、一人で要よう塞さい都市へ行かなくてはいけない。効率的な移動手段を知っていたら、教えてくれないか」

「答えられないって……。それに一人で要塞都市へ行くとか、いきなりなんなの？　あいつらとは敵対してるも同然なのよ。なのに、その真まっ只ただ中なかに飛び込んでいくなんて……」

「……頼む」

　アルツは、ナユキの目をじっと見つめた。

　お互いの視線が交錯したまま、時間だけが流れて──。

「……わかったわ。なにも聞かないでおく」

　納得したわけではないのだろうが、それでもナユキは同意してくれた。

「移動手段なら心当たりがあるわ。ついてきて」

　ナユキは格納庫の非常扉に近づいて手をかけると、備え付けのライトを持って出ていく。アルツもその後を追う。

　外を覆おおい尽くすのは、暗くら闇やみと舞い落ちる雪。ライトで照らさなければ足下すら見えない。ある意味、潜入にはうってつけの状況だった。

「こっちよ」

　格納庫の付近にそびえ立っていた巨大構造物は、雪で構造物の一部が埋もれてなお、高々とした威容を誇っている。

　ナユキはそこへ歩いていくと、崩れた外壁から中に入った。

「ええと、ここは何階かしら。……ま、いっか。下に降り続けることには変わりないし」

　10メートル以上の積雪を考えると、ここは本来なら地上四、五階ほどだろうか。

　内部は広く、奥行きがある。外壁が破損した周辺は外の冷気にさらされて凍り付いていたが、奥へ進むとそれも消え、原型を留とどめたままの姿をアルツに見せた。

　おそらく建物の名称なのか、壁に『東京ミッドタウン』と書かれたプレートがはめ込まれている。

「以前、ナユキたちと資材調達のために入ったところとは、かなり様子が違うな」

「そりゃあね。あっちは居住用のマンション。こっちは多目的の大型ビルだもの。大勢の人が働いたり、買い物したり、食事したり……とにかく、いろんなことしてたらしいわ」

　ナユキの声は淡々としていた。アルツの前を歩いているため、その表情もわからない。

　彼女は今、なにを感じているのか──アルツが問おうとすると、それよりも早くナユキが振り向いて。

「実はね。あたしもよく知らないのよ。ＸＥＮＯゼノが現れて壊れる前の、平和な世界の暮らしって」

　どこか寂しそうに、ふっと微笑ほほえんだ。

　意外だった。ナユキでも、夏世界について知らないことがあったのだ。

「そう……なのか？」

「ええ。五歳の頃ころに両親と死に別れて以来、ずっと地下に籠こもって『漆黒の牙きば』で戦いの手伝いをしていたから」

「『漆黒の牙』……たしか、前にもその単語を聞いた覚えがあるな」

「あたしと留る美みさんがいた、ＸＥＮＯゼノに対抗するために結成された組織よ。……あたしにとってこのビルは、その地下施設から地上までの通用口でしかなかったわ」

　ナユキは階下への階段を降りながら、そうつぶやいた。その言葉の通り、彼女は複雑な経路のすべてを記憶しているのだろう。迷うことなく地の底へと進んでいく。

　そうして、どれくらい潜ったのか。

　次第に通路の幅が狭くなり、壁の材質もそれまでとは変化してきた。格納庫やゼストマーグと同じ──鉄と呼ばれる金属に。

「似ているな。選別試験中に地下へ落下し、ナユキと出会う前に通った通路に」

「この辺りからが『漆黒の牙』の地下施設。生き残った千人ほどの人々と生活していたわ」

「ここに、それだけの旧人類プロト・カインドが……」

　あのときは理解できなかったが、今ならわかる。武器の保管庫に置かれたテーブルと、その上に転がるいくつものコップの意味に。

　きっとここで談笑をしていたはずの旧人類たちの姿を、アルツは幻視した。

　彼らはなにを話していたのか──そんなことを思いながら部屋の中を見ていると、ふと気になるものを見つけた。

「ん？　ナユキ、ちょっと待ってくれ」

「なに？　どうしたのよ？」

　アルツは先導するナユキを呼び止め、その部屋へと入っていく。

　そして、壁に貼はられたいくつもの四角い物体を指さした。

「これはなんだ？　ナユキなのか……？」

「ああ。写真ね」

「……シャシン？」

「記録画像よ。たぶんこれは、二年くらい前のかしら」

　言われてみれば、その記録画像のナユキは今より幼く見えた。

　二年前というのは、ナユキが人工冬眠を行う二年前のことだろう。

　アルツにとっては三百年以上前の遠い昔のことだが、彼女にとっては、たったそれだけしか経たっていないのだ。

「なるほど。……しかし、ナユキが抱えている、この白いものはなんだ？」

「ニワトリよ。卵っていう食べ物を産むから、ここで育てていたの。懐かしいわ」

　ナユキは目を細めて笑い、記録画像に見入っていた。

　アルツもその横に並び、三百年前の世界の欠片かけらを眺める。

　画像には様々なものがあった。武器を手にした男たち。食事を作る女性たち。そして、ゼストマーグの巨大な脚きやく部ぶによじ登る、子供たち。

　誰だれもが笑顔だった。ＸＥＮＯゼノに脅かされているとは思えないほど、生き生きとしていた。

「人間以外の生物、か。夏世界には本当に、いろいろな生物がいたんだな……」

　アルツは感慨深くつぶやいた。だが、ナユキからの返事はない。

　怪け訝げんに思ったアルツが隣を見ると──黒髪の少女の頬ほおに、一滴の涙がつたっていた。

「ナユキ？　泣いているのか……？」

「えっ？　……あっ」

　名を呼ばれたナユキは、そこで自分の状態に気付いたのか、慌てて涙をぬぐった。

「む、昔を思い出してたら、ちょっと……ね」

「俺おれにはいまだに、泣くということがよくわからないが……。悲しいとか、つらいとかではないのか？」

「そういうんじゃないわ。大丈夫、だから……」

　だが、言葉とは裏腹に、ナユキの瞳ひとみからはなおも透明な雫しずくが溢あふれ、頬をつたってゆく。

　記録画像に背を向け、部屋から出るナユキの手を──アルツがつかんで、引き止めた。

「え……？」

　ナユキが驚いたように振り返る。だが、アルツも自分の行いに戸と惑まどいを隠せなかった。

　以前、アルツを突き飛ばした際のミーネも、こんな感覚を抱いたのだろうか。

　自分が自分でないような感覚。理由はわからないが──今、ナユキをこのまま部屋から出すべきではない、と。強く、そう感じた。

「……ねぇ、アルツ。クーラの話……覚えてる？　ＸＥＮＯが進化するっていう、あれ」

　困惑と、沈黙。室内に充満していた空気を破ったのは、ナユキの言葉だった。

「ああ。いつかはゼストマーグすら超えるＸＥＮＯが、ということだったが」

「うん……。もしも、よ。本当にそんなのが出てきたら……アルツは、どうする？」

　ナユキは顔をうつむかせ、上目遣いでアルツを見つめてきた。その瞳にいつもの力強さはない。彼女のこんな姿を見るのは、留る美みの死が発覚したとき以来のことだった。

「あ、あはは……らしくないって、自分でもわかってるけど、あたし……」

　だから──最後まで言わせてはいけない、と、そう思った。

「決まっている」

　言葉を遮るように、アルツは力強く即答する。ナユキが息を呑のむ音が聞こえた気がした。

「相手がどれだけ強くても、俺は戦う。……ナユキも、そうだろう？」

「あたし、は……」

　ナユキが目を見開く。言葉を途切れさせると、そのままじっとうつむいてしまった。

　アルツは逡しゆん巡じゆんして──彼女の艶つややかな黒髪の上に手を乗せ、そっと頭をなでた。

「ひゃっ!?　え、ちょっと、なに……!?」

　ナユキは目を丸く見開いて、頬ほおをうっすらと赤く染めながら顔を上げた。

「ダメだったか？　ミーネが落ち込んだとき、ナユキはこうしていたと思ったが」

「それは、まぁ……。だ、だけど。異性で気安くこういうこと……」

「……ふむ。そうか、男女の差か。ならば、仕方ない」

　アルツが残念そうに手を離すと、ナユキはさらに頬を赤らめた。

「あ……い、今だけは特別ってことにするわ！　だから、その……つ、続けて……！」

「了解した。……だが、いいのか？」

　アルツの問いに、ナユキは無言で何度もうなずいた。そのまま再びうつむいてしまったので、彼女の表情は読み取れなかったが、アルツは行為を続ける。

「……アルツ、ありがとう。もう……大丈夫だから」

　かすれるような小さな声の後、ナユキは唐突に自身の両頬を叩たたいた。

「ふぅ。センチメンタルな気分になると、どうにも弱気になってダメね」

　そう言って顔を上げると、すっかりいつものナユキに戻っていた。軽快な足音を響かせ、記録画像の貼はられた部屋を後にする。アルツは慌ててそれを追いかけた。

「ねぇ。あの写真、みんな笑顔だったでしょう？」

「ん？　あ、ああ。確かにそうだった」

「あれはね、ゼストが完成してから撮られた写真なのよ。それ以前は、みんなＸＥＮＯゼノに怯おびえて暗い顔ばかりしてた……留る美みさん以外は」

















「そうか。ゼストマーグと母さんは、みんなの希望だったんだな」

「その通りよ。だから今度は、あたしたちが……！」

「ああ。俺おれたちとゼストマーグで、世界を救おう」

　その決意に、ナユキは力強くうなずいて──そしてぴたりと、扉の前で足を止めた。

「着いたわ。ここよ」

　ナユキは扉に手を触れてイデアを流し込んだ。その動力はポンプを駆動させ、真空状態の室内に空気を満たしてから、扉を開かせた。

「これは……」

「スノーモービルよ。キャタピラってわかる？　それで雪の上を移動する乗り物ね」

「理解した。ゼノ・トランサーの足下にも、補助用の移動装置として無限軌道キヤタピラが装備されている。それと同じものだな」

　その乗り物は、前部に二本の板、後部に無限軌道キヤタピラがついていた。

　むき出しの座席にアルツが腰を下ろすと、目の前には透明な風防と、折れ曲がった棒のようなものがあった。

「それがハンドルよ。板を動かして旋回させることができるけど、基本はこっちね」

　ナユキは上体を横に傾けた。こうやって曲がれ、ということだろう。

　その後も基本的な操作を教わったが、機動兵器と比べれば簡単で、すぐに覚えられた。

「……こんな感じね。質問は？」

「特にない」

「オッケー！　それじゃあ、上げるわよ！」

　ナユキが壁面の操作盤コンソールに手を走らせると、部屋全体が上昇し始めた。

　ゼストマーグが初出撃した際と同様の機構なのだろう。やがて部屋の移動が停止すると前面の壁が開かれ、吸い込まれそうな闇やみ夜よの雪原が口を開けた。

「イデアの補助デバイスと線コードで接続すれば、いつものデバイス起動手順でエンジンがかかるわ。もしも雪がなくなったら、適当に補充して」

　ナユキの指示を実行すると、座席の下から発動機エンジンの振動が伝わってきた。

　ライトも点灯し、白い光が暗くら闇やみを裂く。発進準備は整った。

「待って。これ、つけていきなさい」

　ナユキが差し出してきたのは、目元用の風防──ゴーグルだった。

　ありがたく受け取って装着すると、アルツは前方を見据える。

「……行ってくる」

「……ええ。行ってらっしゃい」

　ナユキの声と微笑ほほえみを背中に受けながら、アルツは右ハンドルのアクセルを親指で握り込んだ。

　無限軌道キヤタピラの履板ベルトが回転を始めて発進。床の金属がこすられる耳みみ障ざわりな音は、すぐに雪を砕くだく小気味いい音へと変わる。

　スノーモービルにまたがり無人の雪原へと飛び出したアルツは、降りしきる雪を斬きり裂さくように要よう塞さい都市へ急行する。

　風が、前髪をあおる。その滑走速度はゼストマーグには遠く及ばないが、それでも人の足とは比較にならないほどの速さだった。

「これならば夜の間には着けるな。警戒網を突破し、都市の中へ入ってしまえば、夜が明けても身を隠すことはできる」

　要塞都市の外には定点的に監視員が配備されている。

　しかしそれは、あくまでＸＥＮＯゼノの襲来に備えてのもの。監視の手段はゼノ・トランサーの索さく敵てき機構──Ｘ結晶の共振によるＸＥＮＯの感知がほとんどで、他ほかはモニター越しの目視しかない。

　ゼストマーグのような機動兵器ならばともかく、この小型の乗り物が闇やみ夜よの中で発見される可能性は、ごくわずかだ。

「あとは移動経路だが……よし、今のところ問題はないな」

　ナユキから聞いた話だと、ホワイト・ホライゾンが出現する以前は、地磁気というもので方角を調べることができたらしい。他にも太陽の位置から算出したり、さらには空の上から情報を送信してくれる装置があったそうだが、いずれも今は使えない。

　アルツは、ゼストマーグから補助デバイスに移してきた地形データを定期的に照合し、進路を定める。

　雪に埋もれた夏世界の街並みが、唯一の道しるべ。

　だが、それも不変ではない。戦闘行動や、ＸＥＮＯの活動によって破壊されることも度々あり、データを完全に信じることは逆に危ない。

　自分がどこにいるのか、どこに向かえばいいのか、そんなことすらもおぼつかない。

　それが、この冬世界の常だ。

「そろそろ監視ポイントだな……」

　アルツはエンジンを停止させ、車体を手で押す。発見される危険性を極力減らすためだ。

　頃ころ合あいを見計らい、再びエンジンを始動。そうして進んでいくと、やがて薄闇の向こうに都市防壁の巨大な姿がおぼろげに浮かび上がる。

　だが、どこか様子がおかしい。

「正門の警備がいない……？」

　普段ならば、正門には四機のゼノ・トランサーが常駐しているはずだった。

　異変を感じ取ったアルツは、スノーモービルを全速力で門へと突っ込ませる。やはり、アルツの侵入を咎とがめる者はいない。

　それもそのはず。

　本来ならば門を警護すべき機体は、アルツよりも前に侵入していた《それ》と交戦中だったのだ。

「なんだ、あれは!?　見たこともない小型のＸＥＮＯ……!?」

　規則的に並ぶ建物の陰へとモービルの車体を滑り込ませ、アルツは頭だけを覗のぞかせて様子を窺うかがう。

　正門から中ちゆう枢すう塔へと伸びる大通りでは、警備に当たっていたゼノ・トランサー四機と、新種と思おぼしきＸＥＮＯゼノとの戦闘が展開されていた。

　その全高はゼノ・トランサーの膝ひざほどだろうか。頭から上半身、前足と思われる部位は細身だが、対照的に太く強きよう靱じんな後足で雪を掻かき、身体からだ全体を振るように疾走している。

　ただでさえ的が小さい上に動きが俊敏で、速さで劣るゼノ・トランサーの攻撃はかすることすらない。たった一体に、四機は完全に翻ほん弄ろうされていた。

　だが奇妙なことに、相手はゼノ・トランサーには見向きもしなかった。それどころか、アルツの存在に気付いた途端、まっすぐこちらへと向かってくるではないか。

「まさか、人間を狙ねらっているのか!?」

　小型ＸＥＮＯの長細い頭部。その両側には他ほかと色の異なる六角形の結晶があり、目のようにも思えた。

　──見られている。そう感じたアルツの背筋に、冷たいものが走る。

　スノーモービルを反転させるが、遅い。小型ＸＥＮＯはアルツに追いすがり、その差を瞬く間に詰めてくる。

　小型とはいえ、全高は人間の倍ほどもある。それが人間をはるかに超える速度で迫ってくるのだ。湧わき上がる恐怖は、機動兵器でＸＥＮＯを相手にするよりも激しかった。

「くっ……！」

　振り向いたアルツが見たものは、飛びかかってきた小型ＸＥＮＯの姿と、今まさに自分を喰くらおうと開けられた口。びっしりと生えた鋭い牙きばは、肉を噛かみちぎるためのものに他ならない。

　脳裏に鮮血のイメージがよぎる。

　もはや避よけることも、ましてや防御することもままならない。残された選択肢は。

「おおおっ！」

　口をついて出る咆ほう哮こう。

　死にたくない。ただそれだけの意志が右手を動かし、イデアの光球を生み出していた。

　アルツの生への執着が、死を招く口へと叩たたきつけられる。それはＸＥＮＯの頭部を溶かし、額の中枢結晶ごと水へと変えた。首から下だけとなった雪の塊は、ぐらりと傾きながら落下。横倒しで雪面を転がっていく。

「はぁ……。はぁ……。デバイスの瞬間起動……成功してくれたか……」

　アルツはハンドルにもたれるように脱力する。

《──緊急警報ランク変更。ベータからアルファへ。繰り返す、緊急警報ランク変更。ベータからアルファへ。以下の小隊へ監視任務が発令──》

　侵入してきた小型ＸＥＮＯを倒したためだろう。緊急警報のランクが下がったものの、大量の監視部隊が増員される。

　つい先程まで小型ＸＥＮＯゼノと交戦していたゼノ・トランサーたちも、都市の外へと急行していった。

「なんて数の監視部隊だ。あの小型ＸＥＮＯの再度侵攻に備えてだろうが……」

　言い知れぬ不安が、つぶやきとなって口から出ていた。

　アルツは次々と通過していくゼノ・トランサー部隊から身を隠すべく、急いでモービルを発進させた。

　建物と建物の隙すき間まにある細い通路。そのさらなる奥深く、死角と言い表すに相応ふさわしい暗がりならば、まず発見されることはないだろうと考えてのことだ。

　だが──そのとき、アルツの目にさらなる異変が飛び込んできた。ヘッドライトに照らし出された白い地面の中に、点々と赤が連なっていたのだ。

「まさか、血の跡……。さっきのＸＥＮＯに負傷させられた人間のものか!?」

　それは建物の陰へと続いていた。アルツはモービルを、建物の裏手へと回り込ませる。

「う……」

　そこには、虚うつろな目をした少女が、上半身を壁にもたれさせるように倒れていた。

　都市から支給される防寒服には、胸元から腹部にかけて何カ所も破れた跡があり、鮮血で染まっている。おそらく、先ほどの新種のＸＥＮＯに噛かみつかれたのだろう。

　アルツはモービルを急停止させると、慌てて少女へと駆け寄る。

「大丈夫か!?　しっかりしろ!!」

「い、いや……。こない、で……。処分、怖い……」

　しかし少女は、傷だらけの身体からだを引きずるようにして、アルツと距離を置こうとする。

　その反応から、アルツは彼女の状況を理解した。

「君には感情があるのか……？　そうか、まだ捕まらずにいたゼノイドの一人なのか」

　アルツはその場にしゃがみこみ、静かに手を差し出す。

「逃げる必要はない。俺おれも君と同じだ。感情を有している」

「感情、を……？」

「ああ。俺たちは、ここから離れた場所で感情に目覚めたゼノイドたちを保護している。君をそこへ連れていこう。そうすれば、その傷も治療できるはずだ」

　──保護。その単語を耳にした瞬間、少女の目に、ほんのわずかだが生気が戻った。

「……フラン、は？　その保護された中に、フランという子は？」

「フラン・ティコーのことか？　彼女ならば無事だ」

「よか、った……！　フラン、生きてた……！」

　少女は満面の笑みを浮かべようとするが──激しくせき込み、吐血してしまう。

「ああ、安心してくれ。すぐに君も連れて行こう」

　アルツは少女を抱き上げようと背中に手を回し、伝わってきたものに言葉を失う。

　──流れ出す血の感触と、もう目前にまで迫っている死の気配。

　一刻も早く治療が必要だと瞬時にわかったが、少女は小さく首を横に振ってきた。

「だめ。フランには、会えない……」

「しかし……！」

「フランは怒ってる。わたしが逃げるため、フランをだましたから」

　その言葉に、アルツの表情が凍り付く。

「まさか、フランを見捨てたのか……？」

「……そう。二人で、追われているときに……。わたしが囮おとりになるから……フランは、あっちに逃げてって……。でも、実際はその逆で……」

「フランが逃げた先にこそ、敵がいたんだな」

　アルツの問いかけに、少女は数秒の間を置いてうなずいた。

「敵に傷つけられて捕まったフランが……ずっとずっと、わたしを呼んでて……。その声が、今でも消えない……」

　少女が再びせき込む。呼吸も荒くなり、全身も小さく痙けい攣れんを始めた。

「もうしゃべるな！　これ以上は……！」

「……いいの。そのかわり、フランに伝えて……。あなたは、生きて……と」

　そう言って、少女は小脇に抱えていた物を、アルツに手て渡わたした。

　白くてふわふわした物体だった。頭部らしき箇所から二つ、長いものが上に伸びている。

　その感触と形状に、アルツはあるものを連想した。

「ナユキの部屋で見たものと似ている。あれはたしか、ぬいぐるみと言ったか」

「わたしもわからない……。持っているとなぜか安心できて、ずっと大切にしていた……。フランにも、安心してほしいから……彼女に、渡して。わたし、助からないから……」

「あきらめるな！　治療を受ければ助かるはずだ！」

「もう、いいの……。助かったとしても……わたしの間違いは、消えることはない……。でも……フランはなにも間違っていないから……あの子が、生きててくれるなら……！　お願い……フランを……！」

「わかった。俺おれが──俺と仲間たちが、必ずフランを守ってみせる」

「……よか……った…………」

　満足そうに少女が微笑ほほえむと、その腕からふっと力が抜け、音もなく雪の上に落ちた。

「しっかりしろ！　おい！　フランに伝えたいことがあるんだろう!?」

　呼びかけながら少女の腕を取るが、すでにその身体からだから命の脈動は失われていた。

　アルツは、託された大切な物を胸に押し当てる。

「……君の想おもいは受け取った。安心して、天国へ向かってくれ」

　ナユキから教えられた、死者が行くという場所。そこには一切の苦しみも悲しみもないらしい。そう思えば、死も少しだけ怖くなくなる、と。

　この少女は、そんなこと知らないはずだ。けれども死の間際にあって笑えていた。

　それはおそらく──最後の最後に、大切なものを守ることができたからだろう。

「ナユキにも言われたことがあった。誰だれかを守りたいという願いは、なによりも強い力となる、と。……俺おれは、この子のように強く在ることができるだろうか」

　己に問うても、答えが返ることはない。

　それは、これからの戦いの中で見つけていくしかないものなのだ。

「……ひとまず格納庫に戻ろう。ゾット司令にはまだ会えていないが、これを届けなくてはいけない。それに、あの新種のＸＥＮＯゼノのことも気になる」

　アルツは再びスノーモービルを走らせ、要よう塞さい都市を後にした。

　都市防壁を背に、雪原をひた走る。

　一つ気がかりなことがあった。緊急警報の内容変更で行われた、監視の増員だ。

「監視の密度は、来たときとは比べものにならないはずだ……。どうする？」

　そのときだ。要塞都市の尖せん塔とうから緊急発進した四機のゼノ・トランサーが、アルツの頭上を飛び越え、すぐ目の前に着雪したのは。

「しまった！　見つかった……!?」

　だが、それは杞き憂ゆうだった。

　彼らはアルツに注意を向けることすらなく、瞬く間に雪原の彼方かなたへと消えていく。

　迷いのないその挙動に、アルツは状況を理解した。

「この速度……巡航ではない！　急行速度か!?」

　つまり、すでに部隊はどこかで敵と交戦中ということだ。

　アルツは機体の向かう先へと目を凝らす。そこに、黒いうねりのような影が見えた。

　──単体ではない。ＸＥＮＯの群だ。

　もしもあれがすべて、先程の小型ＸＥＮＯだとしたら。

　攻撃をかすらせることすらできない相手に、勝算などあるはずもない。

　もちろん機体に乗っていれば、負けることもないだろう。だが、それになんの意味があるのか。都市内部に大量のＸＥＮＯの侵攻を許した時点で、都市機能は崩壊する。

　そうなれば、遅かれ早かれゼノイドは──人類は、今度こそ全滅してしまうだろう。

「……まずいな。早くゼストマーグを出さなければ」

　アルツはスノーモービルのエンジンを限界まで回し、全速力で雪原を突き進んでいった。
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　ゼストマーグの格納庫の中は、暗く静まり返っていた。

「アルツ……。どこを探してもいないのです。本当に、行ってしまったのです……？」

　居住区の扉が開き、光を背負うように小柄な影が現れる。フランだった。

「理解不能なのですよ。どうして、そこまで……」

　扉が閉まり、室内は再び暗くら闇やみに包まれる。

　フランはただ途方に暮れ、前方のハッチを見つめて立ち尽くしていた。

「そんなところで、どうしたの？」

　不意に、フランの背後で再び扉が開く。ナユキだった。

「ナユキに教える必要性を感じられないのです」

　彼女のどこまでも優しい声は、フランにどこか居心地の悪さを感じさせる。

　顔を背けながらはぐらかすと、ナユキは腕を組んで壁に背を預けた。

「……そう。なら、無理には聞かないわ」

「……ナユキこそ、どうして部屋へ戻らないのです？」

「さぁて、ね。きっとあなたと同じ理由よ」

　──むぅ、とフランが口をつぐむ。

　そのときだった。非常扉が開き、頭と肩を雪で白く染めたアルツが入ってきたのは。

「フラン、待っていてくれたのか。……だが、すまない。例の件は未完了だ」

「べ、別に、待ってなんかいないのですよ。それより、ずいぶん早く戻ってきたのです。やっぱり怖くなったです？」

「いくつか理由がある。まずは、これを受け取ってくれ」

　アルツが差し出したものに、フランよりも早くナユキが反応した。

「えっ？　うさぎのぬいぐるみ……？」

「やはり、ナユキの部屋にあったものと同じか。これはどういうものなんだ？」

「どういう、って……。その、抱いて一緒に寝たりとか……い、言わせないでよ！　なんかあたしが子供っぽいみたいじゃない！」

　なぜだかナユキは、頬ほおを赤らめながらアルツを責めた。

「そうなのか？　これを持っていた少女は、精神安定の効果があると言っていたが」

「う……。ま、まぁね。それは否定しないわ」

　するとフランが、おそるおそるアルツに近づいてきた。

「見覚えがあるのです……。これは、もしかして……」

「ああ。フランの知り合いだという少女のものだ」

「知り合い……!?　まさか、ミント!?」

　嘘うそ、嘘なのです──と。小さく呟つぶやかれた声は、まるで怯おびえるかのように震えている。

「だって、あいつは……フランを裏切ったあいつが、どうして──」

「彼女は、ずっと後悔していたようだ」

　アルツは、ミントという少女から受け取ったそれを、そっとフランに渡わたした。

「フランが生きていたことを伝えると、とても喜んでいた」

「……う、嘘なのです！　口だけならどうとでも言えるのです！　フランはもう二度と、そういうのには騙だまされないのですよ!!」

　フランはアルツの手を降り払うと、そのまま人差し指を突きつけた。

「第一、ミントに会ったというなら、どうして彼女を連れてこなかったのです!?」

「それは……できなかった。俺おれが見つけたとき、彼女はすでに瀕ひん死しの重傷だった」

「え……？　瀕死、って……？　それじゃあ……ミントは……」

　フランの指が、かたかたと震える。

「彼女の最期の言葉だ。フラン、あなたは生きて──と」

「そん、な……。どうして……」

　悲鳴のように、フランは叫ぶ。

「どうして、いまさらそんなことをフランに言うのですっ……！」

　手にしたぬいぐるみを力任せに握り締めて。見開いた瞳ひとみはただ、戸と惑まどいに揺れる。

「信じれば裏切られて……それなのに最期は、こんな……」

「人間だからよ。そういう弱さも強さも、全部ひっくるめて」

　ナユキが、フランの肩に優しく手を乗せた。

「今、あなたの手の中にあるもの。それがすべての真実なんじゃないかしら」

「これが……真実……」

　フランはうつむき、ぬいぐるみをじっと見つめていた。

　ミントの遺志は伝えた。それをどう受け取るかは、フラン次第だろう。

「ナユキ。ゼストマーグを出すぞ」

「えっ？　どうしたのよ、いきなり」

「新種のＸＥＮＯゼノが大群で要よう塞さい都市へ侵攻中だ。俺おれたちが行かなければ、危ない」

「……わかったわ。ミーネとリステルを起こしてくる。あんたは起動準備をお願い」

「了解だ」

　アルツとナユキは足早に駆け出す。一人残されたフランは。

「ミント……。どうしてなのです……」

　いまだ、真実の重さを受け止めきれずにいた。
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　ミーネ仕様のゼストマーグで要塞都市へ急行すると、そこはすでに戦場と化していた。

　都市防壁の前に列をなしたゼノ・トランサー部隊が一斉射撃を行うも、迫り来る敵の波の足止めにもならない。俊敏な機動力で弾を避よける小型のＸＥＮＯは、防壁すら軽々と跳ちよう躍やくし、次々と要塞都市内へ侵入していく。

　コクピットのモニターに映るその光景を目にして、アルツの表情が苦々しくなる。

「あれだ！　あの小型ＸＥＮＯの回避能力に、ゼノ・トランサーは手も足も出なかった！」

「ラプター級……」

　後部座席のナユキが、小さくつぶやく。

「知っているのか、ナユキ！」

「あたしたちの時代の……それもゼストの完成前、『漆黒の牙きば』の戦士が生身で戦っていた頃ころに主力だったＸＥＮＯよ。ゼストが完成してからは、めっきり姿を見なくなったけど」

「過去のＸＥＮＯ、ということか……。そんなものが、どうして」

「わからない……けど、考えるのは後にしましょう！　習性も過去のままだとしたら、あいつらの目標は人間よ！」

「に、人間……ですか？」

　ミーネが怯おびえた声で聞いてきた。

「ああ。やつらは機動兵器ではなく、生身の人間を優先的に狙ねらう」

「アルツ、あたしに任せて！　ラプター級の相手なら慣れてるわ！」

「了解だ。ナユキ、頼む！」

　アルツは兵装切替モード・チエンジシフトレバーをナユキに入力。それと同時にペダルを踏み込み、機体を加速させながらモード・チェンジを敢行する。

「人々の命──このゼストマーグで守ってみせる！」

　都市防壁を飛び越えながらの白銀新生。機体は輝くように赤い光をまとう。

　それはまるで、闇やみ夜よの要よう塞さい都市を煌こう々こうと照らす太陽のようだった。

「穿うがて！　ディヴァイン・ブラスター！」

　闘志のままにナユキが吼ほえる。

　ゼストマーグの両腕に握られた、二丁のブラスター。その銃口から発射された光弾は、跳ちよう躍やく中ちゆうのラプター級二体を跡形もなく消しとばした。

　そこからさらに四発を放って敵を蒸発させつつ、機体は着雪。赤い光を振り払うようにして、黒い巨人が要塞都市に降り立った。

「アルツ！　初弾はフェイントと割り切って、二発目を本命に狙いを定めて！」

「了解だ！」

　ゼストマーグは右手のブラスターを発射。

　雪上を走るラプター級が、それをひらりと避よけたところで。

「──そこだっ！」

　間髪入れず、アルツがトリガーを引く。

　左手のブラスターから放たれた光弾は、ラプター級に吸い込まれるように直撃した。

「よし。この調子で……！」

「ま、待ってください！　敵の総数、さらに増えます！」

　よく見れば、ミーネの報告を聞くまでもなかった。

　防壁を飛び越えて侵入してくるラプター級の波は、まさに一瞬たりとも途切れることなく続いていたのだ。

　ゼストマーグが一体を倒す間に、三体は増えているのではないだろうか。

「くっ……！　いったいどこから、こんな数が！」

「あたしたちの時代でも、ここまで大量のラプター級は見たことないわ……！　なにがどうなってるの!?」

　索さく敵てきを行うまでもなく、モニターはラプター級がうごめく影で覆おおい尽くされている。

　その総数は、目視できるだけで百を超えるかもしれない。

「兄さん！　あれ……！」

　リステルが小さく叫ぶ。

　ラプター級の何体かが、ついに建物への体当たりを始めたのだ。

　中にいる人間を喰くらうため、壁を破ろうとしているのだろう。やはり明らかに、これまでのＸＥＮＯゼノとは習性が異なっている。

　だがリステルの驚きよう愕がくは、それだけに留とどまらない。

「あそこは、兵装施設だよ！」

「なっ……！　中にいるのは幼い初等訓練生だぞ!?」

「アルツさん！　助けましょう！」

「ああ！」

　アルツはモニターのロックオン・マーカーを、建物を攻撃中のラプター級たちへと向けた。相手は俊敏なＸＥＮＯだが、今はこうして足を止めている。攻撃のチャンスだ。

　しかし、トリガーを引き、銃口から光弾が放たれた瞬間。

「──あっ、しまった!?」

　ナユキが悲鳴をあげた。アルツにはその意味がわからなかったが──ラプター級もろとも吹き飛ばされた建物の壁を見て、ようやく理解する。

「攻撃の威力が、高すぎたのか……!?」

　数体の敵をまとめて倒すことができたが、その代償はあまりに大きかった。

　他ほかのラプター級たちが崩れた外壁へと殺到し始めたのだ。

　アルツが慌てて迎撃を行おうとした、そのとき。立て続けに飛来した鋭い弾丸が、ラプター級の頭部──ごく小さな中ちゆう枢すう結晶を的確に撃ち抜いた。

「この射撃は……！」

　見覚えがあった。

　先日のゼノイド奪還作戦の際にゼストマーグを苦しめた、あの正確無比な射撃。

　それが可能な人物は──この要よう塞さい都市にただ一人。

「敵の回避パターンは解析した。各員、戦技マニュアルを更新せよ」

　ゾット司令だ。

　白い重装甲のゼノ・トランサーが滑走形態クローチング・フオームで急行してくると、建物の壁に空いた穴の前で急停止。人型に変形し、そこを塞ふさぐように陣取った。

「了解」「了解」「了解」「了解」

　周辺で戦闘を行っていた要塞都市の機士たちが、次々と圧縮言語で応答する。刷新された戦技マニュアルに従ったのだろう、目に見えて、機体の挙動に変化が起きていた。

　二人一組ツーマンセルを基本フォーメーションとして、一機が攻撃して敵の回避を誘発させたところを、もう一機が狙ねらい撃つ。ＸＥＮＯとて生物である。回避行動中にさらに回避を行うことはできない。

　この戦い方で、ゼノ・トランサー部隊もどうにかラプター級に対抗し始めた。

　──だが、まだ遅い。

　敵は後から後から湧わいて出てくる。まるで、この世界に降りしきる雪のように。

「本施設は任せた。必ず敵から防衛せよ」

　ゾット司令は建物の防衛を他ほかの機体に任せると、ゼストマーグと背中合わせの位置に移動してきた。

「ゼストマーグ、アルツ」

　予想外の事態。だが、むしろアルツには好都合だった。

「ゾット司令、話がある！　感情に目覚めたゼノイドたちの強制処分を取りやめてくれ！」

「不可能だ。彼らは都市に不要な存在だ」

　わかっていた反応だった。むしろここから説得を──と、アルツが思っていた矢先に。

「だが、都市からの退去ならば許可しよう」

「な……!?　どういうことだ……!?」

　思いがけない言葉に、アルツは戸と惑まどいを隠せない。

「都市に残る人員は処分、逃亡は容認。……これで、そちらの提案は承諾した。今度は当方に協力を請う。まずはこの一帯を制圧し、安全圏を確保する」

「……意外だな。まさかあなたが、俺おれの要求を呑のむとは」

「私はこの要よう塞さい都市を預かる司令だ。都市を守り、存続させるため、常に最適な手段を選択する義務がある」

　返ってきたのは、幼い頃ころから聞き慣れた、冷徹そのもののような答え。

「……訂正する。実にあなたらしい言葉だ」

　だが──それゆえに、信頼できる。アルツは小さく笑った。

「了解した！　ならばここは、共同戦線だ！」

　ゼストマーグとゾット機の放つ弾幕が、ラプター級を次々と倒していく。

　それは少しずつ、けれど確実に、周囲の敵の数を減らしていった。

　その反攻の最中、小さく紡つむがれた言葉がある。

「……言葉、か。思えばリュミエールの言葉には、不思議な力があった」

　ゾットの口から飛び出した名前に、アルツは思わず耳を疑う。

「母さんの……!?」

「アルツ。おまえも、そうではないのか？　人の命を守るというのは、おまえの意志ではなく、リュミエールに言われたから行っているだけなのでは？」

「それは……」

　違う──と、本当に言い切れるのだろうか。

　あのとき、ナユキとのケンカの中で、アルツは道を見失っていた。そこで留る美みの遺のこしたメッセージを見つけ……これ幸いと、その言葉を借りただけではないのか。

「……たしかに、最初はそうだったのかもしれない」

　アルツは、確かめるように胸へと手を置く。

「だが、少なくとも！」

　心に満ちるのは、魂そのものが燃えるような闘志。湧わき立つような勇気。

「今、ここにいるのは！　こうして俺おれを突き動かすのは！　間違いなく、俺の意志だ！」

　だからこそ、ゼストマーグは応こたえてくれる。その想おもいに。その勇気に。

「……そうか」

　ゾットは短くそう答え、そして。

「外の部隊から連絡が入った。都市以外の場所へ向かうＸＥＮＯゼノの一団を発見した──と」

　都市以外の場所。そんなところへＸＥＮＯが向かうとしたら。

「それはまさか……俺たちの格納庫へ!?」

「……ちっ。最悪のタイミングね」

　それはまさしく、究極の選択となりうる危機だった。

「そ、そんな!?　わたしたちがいないときに、格納庫が襲撃を受けちゃったら……!!」

「……大丈夫よ。あの格納庫の外壁は、ゼストと同じ素材よ。そう簡単には破られないわ」

　今にも泣き出しそうなミーネを安心させるようにかけられた言葉。だが裏腹に、ナユキの表情は険しい。絶対を保証できるものでもないのは明らかだった。

　要よう塞さい都市と、アルツたちの格納庫。どちらの安全を優先すべきか──。

「一刻も早く、この場のラプター級を駆く逐ちくしよう」

　アルツの下した決断に、コクピットの空気が一瞬で研ぎ澄まされる。

「そして、格納庫へ戻ろう。方法はそれしかない。だからみんな──力を貸してくれ」

　決意を口にしながらも、操そう縦じゆう桿かんを動かす手を休ませることはない。

　次々と駆逐されるラプター級。それがなによりも、彼の本気を物語っていた。

「……まぁ、それしかないわよね」

「そ、そうですよね！　がんばりましょう！」

「うん。僕はいつだって、兄さんに従うだけだよ」

　志気の高まるコクピット。そこへ、けたたましい警告音アラートが割り込んできた。

「これって……!?　アルツさん、敵の砲撃です!!」

「砲撃!?　別種のＸＥＮＯか!!」

　モニターに映し出されたのは、闇やみ夜よを裂いて飛来する巨大な氷の塊。

「この攻撃は──まさか、ティラノ級か!?」

　連想されたのは、ティラノ級が口から吐き出す氷ひよう塊かい。

　アルツはロックオン・マーカーを合わせ、それを撃ち落とす。

　だが、その瞬間。氷塊を構成していたアウター・スノウは、その性質を一変させた。

「ティラノ級の攻撃じゃないわ！　これは……ブラキオ級の冷凍弾よ!!」

　慌てたようにナユキが叫ぶ。

　ぱらぱらと降ってきた、細かな氷の結晶。それが機体に付着すると、見る見るうちに氷が成長し、機体を凍り付かせていくではないか。

「くっ……！　俺おれも記録でしか見たことがない、遭遇例の少ないＸＥＮＯゼノか……！　まさか、ここまで戦いにくい相手だとは！」

　操そう縦じゆう桿かんから伝わる感触が、少しずつ鈍重なものへと変わっていく。

「大丈夫よ！　イデアを燃やせば、こんな氷くらい……！」

「だ、ダメですっ！　砲撃の第二波、来ますっ！」

　凍り付いたゼストマーグが動き出せるようになるよりも早く、今度こそ氷の塊が飛来した。直撃を受けた機体が吹き飛び、宙に浮く。

　パイロットたちの悲鳴がアルツの鼓こ膜まくを震わせる。戦況は厳しくなる一方だ。

（俺は、絶対にあきらめない！　だから、みんなも……フランも絶対にあきらめるな!!）

　心の中で闘志を燃やし、アルツは遠く離れた仲間たちへと声援を送っていた。



※　　※　　※



　──格納庫の周囲は、すでに多数のラプター級で包囲されていた。

　ＸＥＮＯが外壁に身体からだをぶつける音が、断続的に響く。

　構造的に最も脆もろいのは前面。機体発進のためのハッチだろう。

　保護されているゼノイドたちもそれがわかっているのか、自然に格納庫の奥へ奥へと、寄り添うように集まってきていた。

　そこへ、一際大きな音が響いた。人々は身体をすくめ、恐怖におののく。

「ひっ……！」

　フランも例外ではなかった。

　むしろ、恐怖に飲み込まれている筆頭と言ってもいい。

　ミントの死。

　信頼し、裏切られ──その果てに、自分へ命を繋つなげようとした相手の末路。

　最初はどこか現実感がなく、信じられずに呆ぼう然ぜんとしていた。だが、ＸＥＮＯが格納庫に襲来し、死を身近に感じるようになった途端──膨れ上がった恐怖は、もはや制御できないほどの質量でフランの心を押し潰つぶした。

「こ、怖い……。死ぬのは、怖いのです……」

　もはや感情を隠そうというそぶりすら見せず、フランは震える指で壁面のパネルを操作し、機密区画への扉を開けた。

　なりふり構わず、より安全なところへ逃げようとしたのだ。

　だが、恐怖に怯おびえるのは誰だれもが同じこと。ゼノイドたちは開け放たれた扉へと我先に殺到し、小柄なフランは人の波に突き飛ばされてしまった。

「あうっ！」

　機密区画の一室に転がり込んだのはいいものの、照明の灯ともらない室内は暗い。

　おまけに、転んだ際にフランの頭部に衝撃が走る。ナユキはここが機関部だと言っていた。おそらくは、なんらかの装置にぶつけてしまったのだろう。

　頭に触れると、ぬるりとした感覚があった。

　出血だ。刻一刻と流れ出ていく、自分の熱──自分の命。

「あ、あ……」

　心を侵食する恐怖になすすべもなく震える。かたかたと、歯の根が揺れた。

　フランは四よつん這ばいで、機密区画のさらに奥へと向かっていく。

　以前もここに隠れていたフランは、かなりの広さがあることを知っている。そのときも室内は暗く、全容はわからなかったが──少なくとも、格納庫の外観からは想像もつかないような空気の広がり方は、はっきりと感じていた。

　室内になだれ込むゼノイドたち。その場に座り込む者や、立ち尽くす者を避よけ、装置の隙すき間まを縫うように、フランはただひたすら奥へと進む。

「ひゃっ!?」

　と──一段低いところへと落下した。だが、衝撃はあまりない。

　手探りで周囲を確かめると、その理由がおぼろげにわかってきた。

「イス……なのです？　どうしてこんなところに……？」

　またしても硬質な衝撃音が格納庫に響き、思考は中断された。

　フランは身をすくませ、イスの上で膝ひざを抱える。

「もう、ダメなのです……。フランもここで、ＸＥＮＯゼノに……」

　そのときだった。



『あきらめるな！』



　──聞こえるはずのない声が、聞こえた。

「……アルツ？」

　フランはつい聞き返していた。しかし返事はない。

「幻聴……？　こんなときに、どうして……」

　死への恐怖など微み塵じんも感じさせない、力強い声だった。

　腹立たしいことに、自分を見つめる眼まな差ざしすらもはっきりと思い出せる。

　だが──思えば、アルツはいつもそうだった。

　フランのために一人で要よう塞さい都市に行くなんて、バカなことも平気で行った。

　けれどそのおかげで、フランの腕の中にはミントのぬいぐるみがある。

　認めたくはないが、それは彼の……アルツの心の強さがもたらした結果なのだ。

　誰だれかを信じて、誰かを認めて、誰かとともに道を切きり拓ひらこうとする、アルツだからこそ。

「わからないのです……。人間とは、心とは、いったいなんなのです……？」

　自分を裏切ったはずのミントが、最後は自分の身を案じていた。

　──そんなこと、誰が信じられる？

　だがナユキは言っていた。

　すべての真実は、もうそこにあると。

「ミント……。あなたは……」

　暗がりの中、フランは物言わぬ白い物体──アルツたちがぬいぐるみと呼んでいたものを見つめた。

　ふと思い出す。

　これは元々、都市の外に遠征に出たフランが遺跡の中で見つけたものだ。

　そのときのフランはまだ感情に目覚めておらず、なんの興味も抱かなかった。

　けれど、ミントが興味を抱いていたので、フランは彼女にあげたのだ。

　……ああ。そうだった。あのときミントは、すごく嬉うれしそうにしていた。

　もしかしたら彼女は、すでに感情に目覚めていたのかもしれない。

　そして、どういう偶然なのか巡り巡って、今はフランの手の中にある。

　──これがミントの気持ちだというのだろうか？　それすらも、まだ信じられない。

「知りたいのです……！　あなたの、本当の気持ちを……！」

　死んだ人間の気持ちは、もう誰だれにもわからない。確かめることなどできない。

　けれど、彼女は『生きて』と言った。それなら──。

　そのとき、今まででも最大の音と衝撃が格納庫を襲った。

　フランは悲鳴をあげなかった。

















「……死ねないのです」

　ただ、手にしたぬいぐるみを、ぎゅっと抱きしめた。

「絶対に生き延びて、人間とは強いのか、弱いのか、その答えを求め続けるのです!!」

　生への渇望が、暗くら闇やみに響く。

　すると──ぼうっ、と、フランの身体からだが赤い光を帯び始めた。

　それだけではなかった。フランが座っているイスの前面に備え付けられた机も、呼応するように光を放った。

「なに……？」「光……？」

　その光に招かれるように、機密区画に避難した人々が集まる。

　一方のフランはといえば、机上に表示されたその内容から、目が離せなかった。

「開発コードネーム『いつか辿たどり着つく楽園』……？　まさか、これは……！」

　そしてフランは、こちらを見下ろすようにしている人々へ──。

「あ、う……」

　伝えようとした。だが、その一言が口に出せない。

　自分はずっと、人を遠ざけるようにしてきた。それはあそこにいる人々も知っているはずだ。

　そんな自分の言葉なんかを、みんなが聞いてくれるのだろうか？



『小さなことにこだわってるのは、あんただけだと思うわよ』



　不意に脳裏を過よぎる声。そう言ったのは、ナユキだったか。

　必要なものは理解している。勇気だ。自分を見つめて、さらけ出す勇気。ナユキたちと入ったお風ふ呂ろの鏡の前でしたように。

　けれど自分には、どうしてもそれができない。……ならば、どうするか。

　フランはぬいぐるみの首に巻かれていた細長い布をほどき、それで自分の髪を束ねた。

　露あらわになった瞳ひとみは、この世界のすべてを見定めるように見開かれている。

「み、みんな！　力を……貸してほしいのです！」

　始まりの一言を、フランはようやく口にすることができた。

「ここには戦う力があるのです！　みんなの力を合わせれば、この危機を乗り越えることができるはずなのです！」

　まるでアルツのようなことを言っている、なんて。心のどこかで自分をバカにする。

　だけど──バカで結構。自分自身も騙だまして、そして、みんなも騙してやろう。

　ミントが教えてくれた真実があるとしたら……死んだら負けということ。

　自分はそんなのいやだ。

　どんなに惨めで、薄汚れようと、必ず最後まで生き続けてやる。

　誰だれのためでもない。結果的に生きてさえいられれば、自分の勝利なのだから。

「だからみんなにお願いします！　力を貸してください！　一緒に、戦うのです……！」

「戦う……？」「わたしたちが……？」

　しかし、人々の反応は鈍い。予想もしなかったフランの言葉に戸と惑まどっているのだ。

（やっぱり、フランの言葉では……）

　フランの心が、わずかに折れそうになる。それでも、けっしてあきらめはしない。

　心の中にあるのは、目的のためならば手段を選ばない覚悟。

（今、この瞬間だけ……フランは、アルツになるのです！）

　なぜ彼の言葉が人を動かすかは、理解できない。だが、その真ま似ねをすることならできた。

「みんなは、生きたくないのです!?」

　それはとても簡単なことだった。

　自分が思っていることを、包み隠さず口にする。フランには絶対できないことだが──今の自分はアルツなのだ。そう思えば、言葉はいくらでも出てくる。

「フランは生きたいのです！　知りたいこと、確かめたいことが、まだまだありすぎるのです！　みんなはどうなのです!?　生きてやりたいこと、あるのではないです!?」

　静まり返った室内。自分の声の残響と、肩で息をする音だけしか聞こえないほどに。

　だが──やがて、誰だれかがぽつりと。

「……生きたい。生きて、またナユキと、楽しいことをしたい」

　そう口にした。ここへ保護されたときの歓迎会で、ナユキが手を取った女の子だった。

　それは隣の人へ、さらにまた隣の人へと、連鎖的に拡大していく。

「そうだ。声を出して、身体からだを動かすのは、楽しかった」

「話を聞くのも、楽しかった。他ほかの話も聞きたい」

　次々に口にされる、楽しかった記憶。そして、未来の希望。

　いつしか彼らの身体にも、ほのかな赤い光──イデアがまとわれていた。

「そうなのです！　その想おもいが、力になるのです！　そして、みんなで戦うのです！」

　フランの号令に一同は顔を見合わせ──誰からともなくうなずくと、フランの元へと降りてきた。集まってきた人々に呼応して、ついに区画全体を光が覆おおう。

　イデアの光に照らされ、全ぜん貌ぼうを現した室内。そこは司令室のようだった。

　壁際に並んだいくつもの座席とモニター。そしてその中央の一段高い場所には、多目的モニターに囲まれた大きな座席。

　フランはその中央座席に飛び乗ると、指示を飛ばしていく。

「各員、マニュアル参照後、最も適していると自己判断した部署へ移動！　五分以内に全行動を完了するのです！」

「了解」「了解」「了解」「了解」

　感情に目覚めたとはいえ、彼らは元々がゼノイドである。命令を受けて各自の任務を遂行することに抵抗感はなく、そのために的確な判断を行う機能も有している。

　五十人にもなろうという数の人間が、流れるように己の持ち場へと移動していく光景は、その証明だった。

「第一から第八無限軌道キヤタピラ、準備完了」

「主砲、一番から六番砲塔に着座完了」

　フランの周りの管制官オペレーターから、次々に準備完了の報告が入った。それを受けたフランはモニターの数値に目を配り、最終的な指示をする。

「動力担当員に伝令なのです。イデア出力を30で固定。微速前進、準備」

「了解。イデア出力30固定。微速前進、準備」

　管制官オペレーターが復唱し、伝令する。

　わずかなタイムラグの後、格納庫全体が小さく揺れ始めた。

「イデア・エンジン、第一から第八まで正常に稼働開始。フライホイール始動、30秒前」

「第二と第五は出力が５高いのです！　逆に第八は３低い！　全員のイデア出力を揃そろえないと、『この艦』は直進できないのですよ！」

　この艦、と、フランはそう言った。それは、つまり──。

「フライホイール始動。動力伝達まで、５、４、３、２、１」

　すぅ、と深く息を吸って。声の限りに、フランは叫ぶ。



「──戦艦『サウス・エデン』、発進なのです！」





　格納庫は、おびただしい数のラプター級に取り囲まれていた。外壁は幾度となく体当たりを受け続け、今にも破壊されそうな箇所があちこちに存在する。

　そんなとき。雪の下から地鳴りのような重苦しい音が響いてきた。

　音は一瞬ごとに大きくなり、やがて、凍り付いた地面に無数の亀き裂れつが入る。格納庫の後方にうず高く積もった建物の瓦が礫れきも、ぱらぱらと破片を振り落としながら崩れていく。

　そして地面からせり上がるように、それは本当の姿を現した。

　──戦艦『サウス・エデン』。

　格納庫に見えていた直方体は、あくまで艦首の部分。大半は深しん々しんと降り積もった雪と瓦礫に埋もれ、地の底に眠っていたのだ。

　その全容は、八基の大型無限軌道キヤタピラを備えた、超巨大スノーモービルであった。

「ゼストマーグに通信は？」

　Ｃ・Ｉ・Ｃ戦闘指揮所の中央大型モニターを見据えながら、フランは管制官オペレーターに質問した。

「ダメです。距離がありすぎます。イデアが届きません」

「……まぁ、そうだろうとは思っていたのです」

　フランの表情に焦りはない。この程度のＸＥＮＯゼノは敵でもないと言いたげだった。

「機銃展開！　周囲の敵を掃討するのです！」

「照準は？」


















「気にせず撃ちまくるのです！」

　大ざっぱな指示にも思えるが、そうではなかった。狙ねらいを定める必要もないほど大量のＸＥＮＯゼノに囲まれていたのだ。さらにラプター級の特徴は回避能力だが、こう密集していてはそれもままならない。

　艦の各所に配備された機銃によってイデアの弾雨を浴びせられ、多数のラプター級が細切れの雪の欠片かけらへと変わっていく。

　それでも敵の数は一割も削れていない。残ったラプター級は散さん開かいし、艦から距離を取り始める。

　だが──これこそが狙いだ。ぺろり、と、フランは舌なめずりをする。

「続いて、主砲回頭！」

「了解。主砲回頭。砲撃と照準の担当員は準備にかかれ」

「前方に火線を集中！　艦の進路を切きり拓ひらくのです！」

「各砲座、イデア充じゆう填てん完了。いけます」

「──発射！」

　フランの指示で、サウス・エデン後方から展開した六門の主砲が火を噴いた。無数に拡散した幾いく条すじもの赤い光の束は、艦前方の敵一団をなぎ払って溶かしていく。

　とはいえ一発の火力は、ゼストマーグよりも大きく劣る。この戦艦が得意とするのは強大な敵との決戦ではなく、今のような対多数の掃討戦だ。

　先の機銃もこの主砲も、各砲座に一人の人員が配置され、そのイデアで攻撃を行っている。同様に、移動用の無限軌道キヤタピラも一人が一基を動かしている。

　一人一人の小さな力を束ねて、大きな一つのものを動かす──それがこの戦艦『サウス・エデン』のコンセプトだった。

「敵、二割損耗。進路クリア」

「サウス・エデン！　前進なのです！」

　しかし、その機構ゆえの弱点もある。

　艦はゆっくりと前進を始めるが、その進路がわずかに蛇行していた。艦の右側──右う舷げんを遺跡の残ざん骸がいにこすりつけてしまう。

「今度は第四エンジンの出力が高いのです！」

　振動に舌を噛かみそうになりながら、フランが修正指示を出す。

　こと移動に関しては、全エンジン──すなわち、八基のエンジンを担当する各人員のイデア出力が揃そろっていなければ直進すらままならないのが、この艦だった。その扱いは繊細という他ほかなく、一瞬ごとの微調整が求められていたのだ。

　それでもフランは艦全体の状態を適宜把握し、的確な指示を出すことができた。それは彼女がゼノイドとして本来持っている優秀さゆえだろう。

「……よし。その調子なのですよ」

　どうにか安定を取り戻したサウス・エデンは増速し、ラプター級の群を引き離す。瞬発力こそあるが、移動速度自体はそれほどでもない種であるのが助かった。

「このまま安全なところまで──」

　そう言いかけたフランの指示が止まる。今ここにいるのは、フランであってフランではない。彼なら……アルツなら、こんなとき。

　ぬいぐるみを抱えるフランの腕に、少しだけ力がこもった。

「いや、進路変更！　目的地は──」



※　　※　　※



「インフィニティ・メサイア・カノン!!」

　要よう塞さい都市の防壁を乗り越えたゼストマーグは、はるか彼方かなたのブラキオ級めがけて必殺の一撃を放っていた。

　ゾット司令と連携を取り、都市外部に展開していた部隊は退避させている。

　内部に侵攻してきたラプター級も放置できる相手ではないが、ゼノ・トランサーのパイロットの習熟により、どうにか一進一退の攻防を繰り広げていた。

　それよりも、超長距離から冷凍弾を放ってくるブラキオ級のほうが、よほど厄介な相手と言えた。唯一対抗できるゼストマーグが、こうして迎撃を任せられたのだが。

「はぁ、はぁ……。これでどうよ……？」

「……三度目か。今度こそ、全滅させたと思いたいが」

　しかし、アルツの期待は脆もろくも裏切られる。またしても氷ひよう塊かいが飛来してきたのだ。

「もうっ！　しつこすぎよっ！」

「ナユキ！」

「わかってる──アポカリプス・フレアっ！」

　展開した肩アーマーから弾幕が叩たたき込まれ、氷塊は欠片かけらも残さずに消える。

　こんなことを、もう何度繰り返しただろうか。アルツはモニターの情報表示ステータス欄に目をやる。給雪は十分だ。エネルギーに余裕はある。

　だが、人間ドライバーが保もたない。いくらナユキが歴戦の猛者であっても、その精神力まで無限というわけではないのだから。

　ミーネやリステルでも、ブラキオ級の攻撃の対処はできる。簡単な話、ブラキオ級まで近づいていけばいいのだ。

　しかしそれでは要塞都市が手薄になる。わずかな間でも降り注ぐ冷凍弾を放置していては、五分ぶと五分ぶで拮きつ抗こうしているゼノ・トランサー部隊とラプター級の戦力バランスが崩れ、一気に侵攻されてしまう危険性があった。

（こちらからの有効な攻め手を持っているのは、ナユキしかいない）

　決定的な決め手に欠ける状況。

　こうしている間も、ラプター級の群は次から次へと押し寄せてくる。

「くっ……。いくら倒しても侵攻の速度が緩まない。これでは……」

　アルツの額に冷や汗が浮かんだ、そのときだ。

　彼方かなたから飛来した赤い光の束が、ラプター級をまとめて焼き尽くした。

「なんだ!?　これは……イデアの光!?」

『ゼストマーグ。聞こえますか。ゼストマーグ』

　不意に通信が飛び込み、モニターの隅に顔が表示された。しかもこれはイデアを介してのものであり、相手はアルツたちが格納庫で保護しているゼノイドの一人ではないか。

「君は……！　いったいどうして!?」

『通信、つながりました』

『代わるのです。……ゼストマーグ、聞こえるです？　こちらは戦艦サウス・エデン』

　モニターに現れたのは、髪を束ね、覚悟を決めた瞳ひとみを向けるフラン。

　彼女が口にしたその名前に、ナユキが目を見開いた。

「サウス・エデン、って……ウソでしょ!?　あれの運用に成功したっていうの!?」

「ナユキ。そのサウス・エデンとは、なんだ？」

「あの格納庫の、本当の姿よ。ゼストマーグを運搬可能な超巨大スノーモービル。でも、あれを動かすには三十人以上の人員がイデアを使って、その出力を揃そろえなくちゃいけない。運用が難しすぎて、あたしたちはついに使いこなせなかったけれど……」

『ちょっと難しかったけれど、すぐに慣れたのですよ』

　会話しながらも、フランは細かく出力指示を出し続けていた。

　なるほど。ここまで厳密に調整できれば、可能なのかもしれない。

『それで、ゼストマーグの状況はどうなのです？』

「……苦戦している。敵は要よう塞さい都市内部に進入したラプター級──新種の小型ＸＥＮＯゼノと、都市外部から砲撃を行ってくるブラキオ級だ。どちらも決め手に欠け、駆く逐ちくできずにいる」

『わかったのです。そういうことなら艦を要塞都市に突っ込ませて、小型ＸＥＮＯから片づけるのです』

「えっ、ちょっと待って。突っ込ませるって……」

　ナユキが目を白黒させながら問いただすが、その答えはもうモニターに表示されていた。

「な、ナユキさん……。もしかして、あれ……」

　ミーネがおそるおそる指で示す先には、すさまじい量の雪煙を巻き上げながら突進してくる、巨大な物体の姿が。

「た……退避よ！　退避！　みんな逃げてーっ!!」

　ナユキが大声を張り上げ、外部スピーカーを通してゼノ・トランサー部隊に呼びかける。

　それから間もなくして、サウス・エデンの巨大な艦首──アルツたちのよく見知った格納庫が、都市防壁を粉砕しながら突進してくる。

　その衝撃は艦の横滑りを誘発したようだ。艦全体が大きくスライドしながら無数のラプター級を踏みつぶして、ようやく停止した。

『計算通り、なのですよ。これで一帯の敵は掃討したのです』

「いくらなんでも無む茶ちやしすぎよっ！　味方まで巻き込んだらどうするつもりなのっ!?」

『それはそっちでどうにかする問題なのです』

「あ、あんたねぇ……！」

　ナユキは拳こぶしを握りしめ、怒りを抑えているようだった。

　アルツもまた、味方に被害を出すような戦い方は望まない。フランに注意をしようとも思ったが、今はそれよりも。

「フラン」

『な、なんなのですか？』

「来てくれて、ありがとう。助かる」

　礼を言いたかった。あのフランが、誰だれかを助けに来てくれたことに。

『あ……アルツのためじゃないのですよ！　こっちもＸＥＮＯゼノに襲われてたから、逃げようとしてたらいつの間にか要よう塞さい都市に……！』

『そうでしたでしょうか？　要塞都市に向かうよう、わたしは指示を受けましたが』

『い、言わなくていいのですっ！』

　管制官オペレーターの少女の言葉に、フランの頬ほおが赤く染まった。

『砲撃戦、用意なのです！　対地、対空砲ほう火か！　弾幕を張るのです！』

　矢や継つぎ早ばやに指示が飛び、サウス・エデンから無数の火線が放たれる。

　その広域殲せん滅めつ能力は圧倒的だった。飛来するブラキオ級の氷ひよう塊かいを撃ち落としつつ、艦の周囲のＸＥＮＯを瞬く間に雪へ還かえしていく。

　ナユキは信じられないといった表情で、その光景を見ていた。

「あの攻撃の一つ一つ、別の人間がやってるのよ……。それなのに、まるで一人の人間が動かしてるみたいに統制がとれてる」

「俺おれたちゼノイドは元々、そうした情報処理能力に優れている。だからこそ、運用できた艦なのかもしれないな」

「あたしたち人類にはどうしてもできなかったことが、ゼノイドにはできちゃうなんて。……でも、そういうものかもしれないわね。人間の歴史ってのは」

　ナユキは小さく笑って、言葉を続ける。

「皮肉なものね。なんか、弟子に追い抜かされたみたいな気分」

「ならば、いつまでも負けたままではいられないな」

「ふふっ。そうね。師匠らしいところ、見せてやらなきゃ！」

　コクピットの中に、イデアの赤い光の粒子が舞う。ナユキの戦意が迸ほとばしっているのだ。

　言葉にしなくとも、ナユキの想おもいは背中から伝わってきた。それを受け、アルツは操そう縦じゆう桿かんのトリガーを引く。

　息を吹き返したゼストマーグは、手にした長大な銃器から放たれた火線で敵をなぎ払い、押し寄せるラプター級の波もろとも彼方かなたのブラキオ級まで消しとばす。

　今度ばかりは有効的な攻撃だったのか、反撃の砲ほう火かはない。

「よし！　今のうちに、ラプター級を！」

「わかったわ！」

　アルツたちは都市の中へと舞い戻り、ラプター級の駆く逐ちくに加わる。

　ゼストマーグとサウス・エデン。

　イデアの火を放つ二つの力はすさまじく、敵は瞬く間にその数を減らした。

　そこへ、ゾット司令の駆る白い重装甲のゼノ・トランサーが、敵二体を一射撃で貫きながら接近してきた。

「アルツ。ここまで形勢が逆転すれば、都市防衛は我々だけで足りる。ブラキオ級の偵察を提案する」

「ブラキオ級の……!?」

「そうだ。敵の増援は、常にブラキオ級の砲撃と同じ方向から来ている。……あのポイントには、なにかがある」

　さすがゾット司令と言う他ほかなかった。この乱戦の中で、そこまで分析していたとは。

「なるほど、了解した。では、俺おれたちだけで──」

「いや、あの戦艦も同行を推奨する」

「サウス・エデンも……？」

「私は要よう塞さい都市を預かる司令。都市の危機に際しては万難を排して臨んでいる」

「つまり、俺たちが向かう場所には、それだけの危険性がある……と？」

「私にもまったく予想はつかない。だが……」

　ゾット司令は言葉を濁した。

　ゼノイドの指導者たる彼らしくない物言いに、アルツは事態の重大さを改めて理解する。

「了解した。……フラン！」

『聞こえていたのです！　サウス・エデンも向かうのですよ！』

「ああ、頼む！」

『アルツたちだけじゃ不安だから、仕方なく行ってやるのです！　ありがたく思うのですよ！』

『ですが、先程は小声で「そんな脅威があるなら、絶対に助けに行かないと……」と、言っておられたような』

『そ、そんなこと言ってないのです！　誤解なのですよ！』

　またしても管制官オペレーターの指摘を受けながら、フランが指揮するサウス・エデンは急速回頭。艦首を都市の外へと向ける。

「……よし！　行くぞ！」

　ゼストマーグとサウス・エデンは併走し、例のポイントへと向かう。

　幸い、道に迷うことはなさそうだった。ラプター級が押し寄せてくる方へと、逆流していけばいいのだ。

「こいつらを必要以上に相手することはないわ！　進路さえ切きり拓ひらければ！」

『なら、ゼストマーグは下がるのです！　サウス・エデンで蹴け散ちらしていくのですよ！』

　艦が機体の前へ出ると、後部ハッチが開いた。乗れ、ということだろう。

「ああ、助かる！」

　アルツはゼストマーグをサウス・エデンへ着艦させる。台座に載せられた機体は、そのまま艦内を前方へと移動し、見慣れた整備台へと誘導された。

　そこで待ち受けていたのは──やはり、格納庫で保護していたゼノイドたち。

　彼らはきびきびとした所作で、迷いなく動き始めた。ゼストマーグの腹部には、人の背丈ほどの太さのパイプが接続された。雪の補充だ。

　コクピット・ハッチが外部から開かれる。整備担当と思おぼしき女性が、笑みとともに容器をアルツたちへ手て渡わたしてきた。

「これは……水分か。ありがとう」

　冷たい水で喉のどを潤す。それだけで、張り詰め疲労した身体からだと神経が休まるようだ。

「……ふぅ。生き返ったわ」

　ナユキは一息ですべて飲み干してしまった。実際にイデアを燃やしている彼女たちは、その負担と疲労もアルツより大きいのだろう。

「こういうの、ありませんでしたから……。なんかすごく、ほっとしますね」

　ミーネも安あん堵どしたように額の汗をぬぐっていた。

「むしろ今までが異常だったんだよ。整備と補給が行えない状況で戦うなんてどうかしていると、僕は常々……」

「まぁまぁ。こうして改善されたんだから、もういいじゃないの」

　ぼやくリステルを、ナユキがなだめた。コクピットを柔らかな空気が満たす。

「俺おれは、フランたちを守らないといけないと思っていた。……だが、違ったんだな。みんな、ともに戦う仲間だったんだ」

　アルツは水の入った容器を手に、しみじみとつぶやいた。

「……そうね。この戦艦は、あたしたちのもう一つの力よ」

「はい！　とっても心強いです！」

「僕と兄さんのサポートをしてくれるなら、なにも言うことはないよ」

　ナユキも、ミーネも、リステルも。みな、気持ちも新たに闘志を高めていく。

　そこへ、突如として振動が襲った。やや遅れて、艦全体に警報が鳴る。

「どうした!?」

『アルツ！　あれを見るのです……！』

「あれ……!?　いったいなにがあった!?」

『わ、わからないのです！　映像を回すのです！』

　フランの慌てた声とともに、ゼストマーグのモニターにそれが映し出された。

　サウス・エデンのカメラが捉とらえた、外の様子だろう。確かに数体の敵影が確認できる。

　──ブラキオ級。太くどっしりと構えた四つの脚きやく部ぶ。大きく広い背中を持つ胴体から、せり出すようにして二門の長大な砲塔が生えている。生物らしからぬフォルム。ここから例の冷凍弾などを射出しているのだろう。

　その首は長細く、高みから世界を睥へい睨げいしている。視界の広さは、まさしく遠距離射撃を行うために進化した姿であった。

「あれがブラキオ級か。あとはラプター級がいるにはいるが……。他ほかに気になると言えば、ＸＥＮＯゼノたちの背後のホワイト・ホライゾンか」

　だが、異常があるようには見えない。フランはなぜ慌てていたのだろうか。

　そう思ったとき。どくん、と、ホワイト・ホライゾンが脈打った気がした。

「……この現象は、まさか!?」

　雲を突き抜け世界を隔てている、ＸＥＮＯすら凍いてつかせる絶対零度の壁。そんなものの中から現れた存在を、アルツは一つだけ知っている。

　──ヒューマノイド級。

　かつてホワイト・ホライゾンに飛び込み命を落とした留る美みの、変わり果てた姿。

　それと同じようなＸＥＮＯが現れるというのだろうか。

　……だが、違った。ホワイト・ホライゾンに生物的な口のような穴が開く。そこから、氷の塊がごろりと転がり落ちてきた。地面に落下して割れると、中から数体のラプター級が飛び出してくる。

「現れたのは、通常のＸＥＮＯか……」

　アルツは思わず安あん堵どしてしまった。

　ヒューマノイド級のような強敵とは、もう戦いたくないというのが本音だ。

「……アルツ。安心するのは早いわよ」

　が、その背中に強こわばった声がかかる。振り向くと、ナユキは額に冷や汗を浮かべていた。

「よく見なさい。あれは……ホワイト・ホライゾンなんかじゃないわ。あの白いのが全部──一体のＸＥＮＯよ」

「な……!?」

　アルツは言葉を失った。

　モニターの端から端まで使っても、まだ全体を表示できないような、超巨大ＸＥＮＯ。

　高さは少なくとも百メートル以上だろう。さらにその横幅は、もしや１キロメートルにも届くのではないか。奥行きにいたっては、もう見た目からでは推測すらできない。

「そ、そんなバカな！　まさか、あれもナユキたちの時代のＸＥＮＯなのか……!?」

「冗談言わないでよ！　あんなの、見たことないわ……！」

　ナユキの声は、わずかに震えていた。未知の脅威であることがひしひしと伝わってくる。

「クーラさんが言ってたことって……ＸＥＮＯが進化するって、もしかしてこういうことだったんですか……？」

　ミーネがぽつりとつぶやく。

「兄さん、あれ……！」

　モニターを注視していたリステルの表情が、苦々しいものへと変わった。

「あのＸＥＮＯゼノの周囲一帯は、完全に雪がないよ！　近づいたら最後、ゼストマーグはエネルギーの補給ができなくなる……！」

　それもそのはず。よく見ると超巨大ＸＥＮＯは横に大きく三つに分かれており、中央部分からは無数の筒のようなものが伸びていた。その終端にはブラキオ級が繋つながれており、今まさに首を傾けて雪を摂せつ取しゆしている。

　そして、左右は口のような器官がいくつも開いており、一つ、また一つと、ラプター級の詰まった氷ひよう塊かいを産み落としている。

　とても生物とは思えない外見。だがアルツは、その構造に気付いた。

「そうか……！　あのブラキオ級は、超巨大ＸＥＮＯの護衛であると同時に雪の補給線！　そうして得た雪を使って、あの左右の区画から次々とＸＥＮＯを生成しているんだ！」

「まさに要よう塞さい……言うならば、フォートレス級ってところね……！」

「だが、そうとわかれば……！　フラン！　あのブラキオ級を狙ねらうんだ！」

　超巨大ＸＥＮＯ──フォートレス級に繋がれ、補給器官と化したブラキオ級を撃破することができれば。少なくとも、ラプター級の大量生成を止めることはできる。

『わかったのです！　やってみるのです！』

『とは言いますが、対空防御で精一杯です。とてもそんな余裕は……』

　管制官オペレーターは冷静に現状を報告してきた。断続的に降り注ぐブラキオ級からの砲撃をしのぐだけで、艦の火力を使いきっていたのだった。

『余裕なんて、なければ作るだけなのです！　一発二発くらい被ひ弾だんしても、この艦なら耐えるはず！』

　と──フランはぬいぐるみを胸にして、不敵に笑ってみせる。

『主砲、水平射撃！』

　フランの指示を受け、艦の後部が微細に振動した。主砲の射角が調整されたのだ。

　サウス・エデンは六門の砲塔を水平に向け、ブラキオ級めがけて火線を放つ。その射撃と入れ替わるように、ブラキオ級は氷塊を放物線軌道で上空へと打ち上げた。

　射角の差で、先に到達したのは艦砲射撃だった。全主砲の火力を注ぎ込んだ一撃は、ブラキオ級の巨体を吹き飛ばす。やや遅れて、艦に衝撃。右う舷げんに氷塊がぶつかったのだ。

　しかし、サウス・エデンは健在。フランの読み通りだった。

『戦果確認！　急ぐのです！』

『目標沈黙──いえ、待ってください！　目標が再生します！』

『な……なんてことなのです!?』

　フランの驚きよう愕がくは、おそらくＣ・Ｉ・Ｃ戦闘指揮所にいた誰だれもが思ったことだろう。

　中ちゆう枢すう結晶を破壊され、砕くだけ散ったはずのブラキオ級の身体からだ。だが、フォートレス級と繋がっていた筒が脈動したかと思うと、次から次へと雪の塊が送り出され、筒の先からブラキオ級の身体からだが復元されていくではないか。

　その様子をモニター越しに見ていたアルツも、戦せん慄りつを禁じえなかった。

「なんという再生能力だ……。まず相手の補給を絶つ、という戦術は無理か」

「そ、そんな……！　それじゃあ、どうやって倒せばいいんですか!?」

「中ちゆう枢すう結晶を狙ねらうしかないね。相手がＸＥＮＯゼノである以上、どこかに絶対あるはずだから」

　悲鳴のようなミーネの声に、リステルが冷静に答えた。

　その結論に、ナユキもうなずいて同意する。

「ミーネ、あんたの索さく敵てき能力が頼りよ。どうにかして中枢結晶の位置を見つけだして」

「わ、わたしが……ですか？」

「頼む、ミーネ。おまえにしかできないことだ」

「アルツさん……。わ、わかりました。わたし……やってみます！」

「いい返事よ！　フランも、聞こえてた!?　格納庫のハッチを開けて！」

『わかったのですよ。艦首を敵に向けて、索敵しやすくしてみるのです』

　やがて、ゼストマーグ前方のハッチが開き、フォートレス級の姿が現れる。

　方向は的確に正面。さすがフランの指揮だった。

「……い、いきます！」

　ミーネの気合いの声とともに、索敵用のイデアの波が、ゼストマーグ頭部のセンサー・ユニットから放たれる。

「あの口みたいなところから、中に入れば……！」

　自身を覆おおうイデア・シュラウドを薄く引き延ばすことで、遠くの存在を察さつ知ちする技術。

　ミーネは応用として、さらに細く鋭く変化させ、敵の内部構造を把握しようとしていた。すでにその細さはミクロン単位にまで達し、肉眼で確認することは不可能なほどだ。

「……み、見つけました！　ここです！」

　モニターに映るフォートレス級に、目印が表示される。

　位置はまさに中央。無数の筒が生えている部位の、ど真ん中だった。

「よくやってくれた、ミーネ！」

「兄さん、どう対処しようか。目標はかなり高い場所だよ？」

「ああ。相手はあの巨体だからな……。周囲には雪がないことを考えると、接近戦は不利か。やはり、ここはナユキで──」

『待つのです。フランに考えがあるのですよ』

　話に割り込んできた彼女は、信じられないほど大胆な作戦を提案した。

『このままサウス・エデンで突撃するのです。そしてゼストマーグは全エネルギーを温存したまま、リステルで一撃必殺を狙うのです』

「突撃を!?　いくらなんでも無謀ではないのか!?」

『たしかに遠距離からの攻撃は安全策なのです。でも、成功確率も低い。三人の攻撃特性で貫通能力が一番高いのは、やっぱりリステルなのですよ』

「あたしも賛成よ。ハイリスク・ハイリターンの戦いは、嫌いじゃないわ」

　にやりと笑い、ナユキはリステルに視線を送る。

「あんたもそう思わない？　ピンチの中からチャンスをもぎとる──リステル本来の戦い方が、実戦でも本領発揮する場面よ」

　意味深な表情と言葉に、リステルもぴんと来たようだ。

「あの模も擬ぎ戦せんの最後のことを言っているのかい？」

「……さぁ。どうかしらね」

「……いいよ。僕はもう迷わない。休息も、戦いも、僕はいつだって兄さんと一緒だ」

「と、言うことらしいわよ。その兄さんは？」

　ナユキに話を振られて、アルツは──ふっと微笑ほほえんだ。

「フランが俺おれたちを信じて立てた作戦だ。なら、俺も喜んでフランを、そしてリステルを信じよう」

『なっ……!?　ふ、フランは信じてなんかいないのです!!　これはただ、成功確率の問題であって……!!』

「はいはい。そういうことにしておきましょうか」

　ナユキがくすくすと笑いながら茶ちや化かすと、フランの顔がどんどんと赤くなっていく。

『も……もう知らないのですっ！　サウス・エデン、突撃なのですよっ！』

　号令の直後、艦が上下に揺れ始め、なにかを削り取るような激しい音が響きだした。

　サウス・エデンが、雪のない剥むき出だしの大地へ進入したのだろう。

『頃ころ合あいを見計らって、ゼストマーグをカタパルト射出するのです！』

「了解した！　タイミングはそちらに任せる！」

　アルツが答えた直後、艦全体を大きな横揺れが襲った。

　鳴なり止やまない警報とともに、悲鳴のような管制官オペレーターの声が飛び交う。

『左さ舷げんに被ひ弾だん！　機関員負傷！　出力二割低下！』

『雪の残ざん存ぞん量りよう10％にまで減少！　さらに出力低下！　危険域に到達しました！』

『第三エンジンの出力を分割して、停止した第四エンジンに回すのです！』

　フランの懸命に指示により、ぐらついた艦の姿勢が、少しずつ安定していく。

『なんとしても保もたせるのです！　ゼストマーグを万全の状態で送り出すために！』

『了解！』『了解！』

　力強く答える乗組員たち。その甲か斐いあって、ゼストマーグのモニターに映るフォートレス級の姿が、確実に近づいてきた。

「わかる……。みんなの想おもいが、希望が……。このゼストマーグに集まっていく……」

　目を閉じれば、アルツの背中にいくつもの熱い気持ちを感じられた。

　──流れ込んでくる。人々の意志が、力となって。

「アルツ……！」

「アルツさん……！」

「兄さん……！」

　そして、彼女たち三人の心も。

　いつしかアルツの髪は銀の輝きを放ち、コクピットも白銀の光イデアの粒子で満ちていく。

　座席の脇で、ガコン、と金属質な音がした。ロックが解除されたのだ。

「みんなの力を、今、一つに……！　ゼストマーグ、全力稼働フル・ドライブ!!」

　兵装切替モード・チエンジシフトレバーを、その台座ごと突き出すように前方へ押す。コクピットが変形を開始し、前後が入れ替わってアルツが後部の一段高い場所へと移動した。

　ゼストマーグが白銀の光に包まれ、白く生まれ変わっていく。

　──四人の力を一つに束ねた、ゼストマーグの最強形態だった。

　機体状況を監視測定モニタリングしていたリステルが快かい哉さいを叫ぶ。

「さすが兄さん。三連装精神波増幅加速器トリニテイ・イデア・アクセラレーター、正常稼働を確認。各部異常なし。白銀新生、成功だよ」

　しかしアルツは、モニターの片隅に表示されたそれを見て、わずかに顔をしかめた。

「活動限界時間98秒……。前回よりもかなり短いな」

「周囲に雪が全然ない状態だもの……。むしろ御の字よ」

　前部座席に移動したナユキが、ちらりと横目で心配そうな視線を送ってきた。

「前も聞いたけど、本当になんともない……？」

「ん？　ああ、もちろんだ」

　髪の色は緑から銀へ。だが、それ以外にアルツの様子に変化はない。

『ゼストマーグ！　そろそろカウントに入るのです！　準備を！』

　そのときだ。フランから作戦最終段階へ移行の指示が飛んだのは。

　コクピットに緊張が走った。アルツも操そう縦じゆう桿かんを握る手に力を込める。

「了解した。いつでもいいぞ。みんなも、いけるな？」

「ええ、もちろん！」

「は、はいっ！」

「どこまでも、兄さんと一緒に」

　ナユキ、ミーネ、リステルが振り向き、うなずく。アルツも大きくうなずき返した。

「ＸＥＮＯゼノが進化するというのならば、俺おれたちはそれをも越えてみせる！　三百年の時を経て、この艦が動いたように……俺たちも進化しているんだ！」

『目標接近！　カウントスタートするのです！　５、４、３、２、１……！』

　そしてゼストマーグが、カタパルトで射出される。機体が空中へ放ほうり出されると同時に、踵かかとのブースターを全力噴射。さらに加速して巨大なＸＥＮＯへと突撃していく。

「リステル！」

「兄さん！」

　重なる二人の声と闘志に応こたえるように、ゼストマーグが腰の補助ブースターを引き抜いた。赤い光をまといながら、それは二本の長剣へと姿を変えていく。

『ケイオス・セイヴァー!!』

　剣の柄つか同士を接合。完成したツイン・ブレードを手首ごと回転させ、フォートレス級の巨体に飛び込んだ。

　削り取った雪の欠片かけらを全身に受けながら、ゼストマーグはＸＥＮＯゼノの内部を貫き進む。

「中ちゆう枢すう結晶は、まだか……!?」

「もうすぐです！　あと、50メートル……!!」

　しかしそのとき、フォートレス級の内部構造に変化が起きた。まるで中枢結晶を防護するように、氷の壁が形成されたのだ。

　硬質な音を響かせ、ゼストマーグの突進が停止する。

「ウソでしょ!?　対応が速すぎるわ!!」

「雪の残ざん存ぞん量りようもわずかです!!　アルツさん!!」

　ナユキとミーネが焦しよう燥そうの声を上げる。

　だがアルツは動じることなく、正面の敵を見据え続けた。

「問題ない!!　そうだろう、リステル!?」

「うん！　僕と兄さんの前にある障害は、すべて斬きり裂さくだけさ!!」

　リステルの決意に応こたえるように、ゼストマーグ両腕部の鋭利な装甲板が外れる。それは瞬時に接合され、もう一振りのツイン・ブレードとなった。

　──ツイン・ブレードの二刀流。

　攻撃の貫通力は倍増し、張り重ねられた氷の壁すら、たやすく粉砕した。

　もはやゼストマーグの突撃を阻むものはないに等しい。

　持てる全エネルギーをただ一撃に凝縮した救世機は、フォートレス級の中枢結晶を破壊したばかりか、その巨体をも貫かん徹てつ。ゼストマーグがＸＥＮＯの背面から飛び出してきた。

　そして──攻撃の余波は、曇どん天てんすらも貫いた。

　いつの間にか夜が明けていた。まばゆい朝日が白銀の機体をきらめかせる。

　その背後では、フォートレス級がゆっくりと崩れ落ち、雪の山へと姿を変えていく。



　──アルツたちの、人類の勝利だった。


















終章



　激戦が終わり、ゼストマーグは荒れ果てた大地の上に片かた膝ひざをついていた。

　すべてのエネルギーを使いきり、その装甲はくすんだ灰色になっている。コクピット・ハッチを手動で開くと、パイロットたちは次々にワイヤーで降下した。

　アルツは地面に降り立つと、崩れた雪の塊を振り仰ぐ。

「……手て強ごわい相手だった」

　だが、なんとか勝てた。ナユキたち三人の少女と──そして、新たな力のおかげで。

　サウス・エデン。その艦もまた満まん身しん創そう痍いで停船している。

　そこから降りてきたのは、小柄な少女の輪りん郭かく。フランだ。

「こっちもボロボロなのです……。でも、なんとか倒せたのですよ」

　彼女はぬいぐるみの耳を持ち、引きずるようにして歩み寄ってきた。

　その姿を見たナユキが、ぎょっと目を見開く。

「ちょ、ちょっとフラン!?　大事な形見を、そんな雑に扱っちゃダメよ!!」

「うるさいのです。フランの物をどうしようと、フランの勝手なのです」

「ホントに、あんたって子は……。ほら。その耳のとこ、ほつれてるじゃない。直してあげるから貸しなさい」

　ナユキがぬいぐるみへと手を伸ばすと、フランは両腕でかばうように抱きかかえた。

「触らないでほしいのです。方法さえ教えてくれれば、自分で直すのです」

「……はいはい。強情なのは相変わらずね」

　にらみつけられたナユキは肩をすくめた。

　そこへアルツが近づいていくと、フランはびくりと肩を震わせた。

「あ、アルツ……」

「今回はフランの作戦に助けられた。ありがとう。……おや、そう言えば」

「な、なんなのですか？」

「いつの間にか、髪の形状が異なっているな。目がきちんと見える。こちらのほうがいいと思うぞ」

「う……」

　するとフランは急に顔をうつむかせ、もじもじと落ち着きがなくなってしまった。

「どうした？」

「ふ、フランこそ、その、あ……あり……ありが……」

「……？」

「あ、あっかんべー！　なのですよ！」

　フランはいきなり舌を出すと、アルツに背を向け走り去ってしまう。

「な……!?　い、今のはなんだ!?」

「あんたなんか嫌い、って意味よ。……まったく、どこであんなのを仕入れたんだか」

　苦笑いするナユキに、アルツは神妙な顔でうなずく。

「……そうか。彼女とわかりあうのは、まだまだ難しいということか」

















「いや、まぁ……。あの子の場合、もうあれ以上はどうにもならないと思うわよ。たぶん」

　ナユキはあきれたように言った。

　その直後、アルツの身体からだを軽い衝撃が襲う。

「ん？　リステル……？」

「……すー」

　リステルが、寝息を立てながらもたれかかってきたのだ。

　アルツはその細く小さな身体を、そっと抱き上げる。

「本当にすべての力を出し切ったんだな……。ありがとう。リステルのおかげで勝てた」

　そうしてサウス・エデンへ──みんなの帰るべき場所へと戻っていく。

　ナユキもその背中を追おうとして、ふと足を止めた。そして、じっと雪の山を見つめる。

「……ＸＥＮＯゼノは進化する。それじゃあ本当に……いつかまた『あいつ』が……」

「ナユキさん？　どうかしたんですか？」

「……ううん。なんでもないわ」

　ミーネに呼ばれ、ナユキはようやく歩きだした。

　その背中を照らしていた朝日は、瞬く間に曇どん天てんに飲み込まれ──消えていった。










あとがき



　お久しぶりです。天あま埜の冬とう景けいです。

　今回は早速プロの洗礼を受けてしまいました。

　──インフルエンザにですね、ええ。締め切り前にかかってしまいまして。

　本当に、こうして無事に第２巻を世に出せたことが、奇跡のようです。

　しかし、その奇跡の代償……と言えばカッコいいですが。インフルと原稿執筆で日中の仕事を休みまくって、職場の皆様には多大なご迷惑をお掛けしました。

　でも昼飯おごったし、きっと許してくれる……よね？



　それはそうと、第１巻発売後、各所から様々な反響をいただきました。

　ありがたいことです。

　厳しいご意見は真しん摯しに受け止め、暖かい励ましやお褒めの言葉には勇気づけられながら、第２巻の原稿を書いていました。

　中でもうれしかったのは、「こんなラノベを待っていた！」と言ってもらえたことです。

　あの瞬間、十年来の挑戦が報われた気がしました。

　作家になるという夢をあきらめなくて、よかった……！

　そして願わくば、巨大ロボットブームよ、今再び!!

　その日が来るまで、俺おれの戦いは終わらないぜ……!!



　では、そろそろ今回の謝しや辞じを。

　担当の武たけ石いし様。前回に続き、厳しくも的確なご指摘、ありがとうございました。

　おかげさまで新キャラのフランに関するドラマが、ぴしっと決まりました。

　イラストの黒くろ銀ぎん様。ピンナップには感動しました。背面から見てもカッコいいロボットとか、素晴らしすぎです！

　フランもこんなにもかわいく描かいていただいて……。もう一生ついていきます。かなりマジで。

　それと、いつもの友人達にも感謝を。尽きることのない創作談義と、小ネタの飛び交う雑談は、心の栄養です。特にＡリサ嬢には、前回以上に色々と助けられました。これからもよろしくお願いします。



　さて僭せん越えつながら、またしても次回予告を。だってロボットもののお約束ですから！

　第３巻の内容は──『君は、刻ときの涙を見る』で、『来週も世界平和だ！』な感じになると思います。ご期待ください！



天埜　冬景



















　著者

　天埜冬景（あまの・とうけい）

　　第８回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて最優秀賞を受賞。



　　沖縄は実にいいところでした。また行きたいな。



　イラスト

　黒銀（くろぎん）

　　ロリ巨乳というのは、ただでかくすればいいというものではありません。こう、細い体に対してアンバランスではないけれど、でも思わず目を引くような大きさ、というものなのです。
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